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座談会『畜産関係海外技術協力の
現状と今後の方向』
海外技術協力寸描

ヒナの雌雄鑑別をする海外研修生（家畜改良センタ

海外集団研修：採卵実習風景（畜家改良センター）

電子顕微鏡観察法の指導（マレイシア・アセアン家
禽病研究訓練計画）

研修終了式（家畜改良センター）

病理解剖の指導（タイ国立家畜衛生研究所プロジェ
ク卜）

ミニッツ署名（パナマ牛生産性向上計画長期調査）
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y 研究所だより（本文53］！［~55 A 

｜！ ～ー ，， 11,, 

1.中央研究所

開発された機能性食品

2.アピライトシリーズ：食物アレルギーを起こしに
くい食肉加工品

3.ぺプコール：アルコール代謝促
進飲料

4.コラーゲンスープ： j美容食としての機能を有する
スーフ

5.「ベっぴん館」シリーズと「きれいなあれ」シリ
ーズ：美容食としての機能を有する飲料



y地域の動き（本文73日頁） J 

大山をのぞむ放牧場の芝広場

搾乳体験コーナー

B 

遠くに見える弓ヶ浜半島をのぞむ「みるくの里」の
施設

「くるみの里」への案内地図



さあ、畜産技術者の
新しい旅立ちだ

南波利昭
（なんばとしあき）

島農林水産省畜産局
家畜生産課長

社会システムを国際標準に近づけようとする我が国の諸改革は農政も例外としなかっ
た。囲内農業生産を基本としつつも、消費者の視点を重視し、市場実勢を反映し、ゆと
りある畜産経営を確立するため、新しい食料・農業・農村基本法のもと、多くの法律が
制定・改正され、各種制度の大幅な見直しが続けられている。またもう一つの波、行政
改革は、畜産局を生産局に統合し、家畜改良センターや畜産試験場を含む26の組織を農
林水産省から切り離し、 17の独立行政法人として新たに発足させることとした。行政の
スリム化であり効率化である。この流れは民間組織や一部の都道府県段階で先行。今後
は地方公共団体や団体組織の再編統合を巻き込んだ大きな流れ、社会システムの効率化
を求めるメガトレンドとなっていくであろう。このメガトレンドの中で我々畜産技術者
は、今何をしなければならないのだろうか。我々の仕事の目的が畜産の振興にあり、当
面我が国畜産の存続にそれを置くとすれば、答えは国際競争力の強化であり、低コス
ト・ 高品質生産であり、消費者の手に取ってもらえる畜産物づくりのための技術開発と
普及であることは自明。これに技術自体そして技術者自身の評価が付け加わる。
新基本法が消費者の視点と生産空間であるムラの視点を新たに加えたことからもわか

るとおり、農産物の需要サイドを大切にし、農業を広く多面的にとらえている。これを
我々の仕事に当てはめれば、技術の需要サイド、すなわち消流サイドを含めた畜産業全
体に携わる方々の技術的問題を解決することにある。そのためには広くしなやかな問題
意識を持ち、各分野を連携して確実に役立つ仕事をすること。激動する世の中、畜産の
置かれる周辺環境も大きく変わりつつあり、我々自身が変化への適応能力を一層伸ばさ
なければならないわけだ。従来に増して技術的問題を把握し自覚し、研究ニーズを見極
め、研究者へ確実に伝達しなければならない。鋭敏な好奇心、人の気持ちを知る心を持
って、クライアン トに当たること、本音を聞き出すことができること。実はここが一番
肝心。実需者が参画する技術開発システムそして評価システムの実行が、技術の開発普
及の効率化と確実化のカギになる。

と、書くだけなら簡単であるが、技術者自らが溢れる技術的知性と持てる技術的能力
の向上に勉めなければならないし、アイデアあふれる想像力と必ずや実用化に結びつけ
る創造力を兼ね備えた技術者を養成しなければならない。シャイな技術者像を返上。遣
しくクライアントと渡りあい、自信を持って最適解を教示しうる、頼りがいのある技術
者になろう。畜産学だけが栄えて畜産業が滅ぶことのないように、新しい旅立ちのとき
だ。

1 



2000年新春座談会

畜産関係海外技術開
我が国畜産分野の海外技術協力は、協力の

技術分野面でも地理的にも広がりをみせて展

関されています。一方、畜産技術協会が発足

して10年になり、また、西暦2000年という節

目を迎え、この機会に進展しつつある畜産協

力をもう一度振り返りながら現状を見直し、

今後さらなる発展につなげていくという意味

あいを込めて、国際協力に造詣の深い関係者

にご参集頂き、畜産関係海外技術協力の現状

と今後の方向について語っていただく特集と

しました。

ここにご参集いただいた各位に厚く御礼申

し上げます。 （編集委員会）

司会 （緒方） 畜産技術協会が発足してか

れこれ10年になります。協会の業務の内容と

して、国内における技術者の養成や新技術の

開発 ・普及などと併せて、国際協力あるいは

国際協力に必要な各種の支援に関する業務を

本協会の事業の大きな柱としております。

本日は、畜産分野の技術協力に関係のある

皆さん方に一堂に会していただいて、畜産分

野の技術協力の現状と課題を振り返り、将来

の方向を語っていただくこととなり ました。

歴史のある海外畜産技術協力

司会 日本の技術協力は、歴史的にはコロ

ンボプランに加盟した1954年のころからシス

テムとして始まり、専門家派遣も1958年から

行っています。その第一回には、私の聞いて

いる範囲では確か8人ぐらいの専門家が派遣

されたそうです。そのうち、畜産の方が 1人

2 

座談会出席者（敬称略、あいうえお順）

緒方 宗雄畜産技術協会参与
（司会）

鮫島 信行国際協力事業団
農業開発協力部長

菱沼 毅農畜産業振興事業団
副理事長

康川 治農林水産省経済局
技術協力課課長締佐

藤田 陽偉畜産技術協会
常務理事

古内 進元タイ家畜衛生研究所
プロジェクトリーダー

松尾 昌一家畜改良センター

おられ、スリランカに行っておられます。そ

れが畜産分野の協力の始まりで、まさに日本

の技術協力の始まりと一緒だということです。

まず畜産協力の出だしと長い歴史の部分を

振り返りながら、話を進めたらと思います。

藤田 ご指摘のよう

に、我が国が協力を始

めるシステムとして、

コロンボプラン等に参

画したわけですが、シ

ステムとしては違うの

ですが、それ以前にす

でに畜産分野では、国際機関を通じたアジ

ア ・アフリカの牛の疾病問題での協力とか、

緒方さんもご経験のカンボジアの畜産センタ

ーなどの協力があり、これらは海外技術協力

事業団（OTCA）ができる前からやってい

たんですね。

畜産技術 2000年 l月号



力の現状と今後の方向
昔の協力の話を聞いているところでは、当

時は未知の世界で試行錯誤を繰り返しながら、

多分に専門家個人の善意、熱意、ヒューマニ

ズムに頼っているところがあったようです。

これから畜産協力を展開させていく上で、先

人のやってこられたご尽力を肝に銘じ、また、

古い歴史を持っている畜産分野の協力の誇り

を引き継いで、さらに発展させるというわれ

われの責任があるのではないかと思いますね。

菱沼私が国際協力

と最初に出会ったのは、

昭和42年から 3年です。

当時、岩手の種畜牧場

にいたのですが、新し

くきた課長が南米に行

っていた人で、我々も

ひょっとしたら色々な意味で外国に行けるチ

ャンスがあるのではないかと思ったものです。

今から30年前のことです。

あの頃はまだ日本自体が外国からいろいろ

な技術を導入しないといけない、機械も施設

も導入しないといけないという程度の時期で

したから、南米に行くなんて、ずいぶんと勇

敢な、しかも偉い人がいるもんだと思って感

心した記憶があります。その後本省では、技

術協力関係のいろいろなコーデイネートなり

調査とか、 R/D ( J I C Aの協力開始のた

めの討議議事録）の締結とかに参画させても

らいました。いずれにしても随分古くからそ

ういったことが行われていたということ、そ

れによって畜産の技術者も先進国、途上国を

問わず海外に行って何か仕事ができるという

ことに気がついたり、インプットされたとい

う意味では、先人は偉かった。そんなことか

らそれぞれがそれなりに英語等を勉強したり、

情報交換みたいなことを寮の中でもやってい

たなという記憶があります。

司会結局、畜産は古い時代から国際的に

も目覚めていたという話になると思います。

家畜衛生の分野では、動物の病気の予防とい

うことで、国際的も共通性のある技術であり、

しかも一つの国の衛生問題が直ちに隣の国の

問題にも関係するというようなことで、もと

もとユニバーサルな仕事なんですね。そうい

う意味で家畜衛生というのは以前から、極端

に言えば戦前から国際的なつながりがあった

わけです。家畜生産の関係で見ても、種畜そ

の他日本は輸入する立場だったものですから、

海外の畜産事情については結構皆さん関心が

あり、勉強もしていた。そういうなかで畜産

分野の日本の協力の素地がだんだんと出てき

て、さらに日本の国力が増すに従い、それだ

けの能力というか体力が出てきたという、こ

んな感じになるのではないかと思います。

古内 私は、 1978年

にタイ家畜衛生改善計

画に参画し口蹄疫ワク

チンの大量培養に関す

る技術指導をしました

が、タイでの畜産関係

の協力も国際協力事業

団 (JI CA）の前身のアジア協会としてス

タート した頃で、すでに1958年から肉用牛開

発で松岡さんほかの専門家が協力しておられ

ました。協会はその後OTCA、 JI C Aと

変遷してきたわけですが、日本の畜産の技術

3 



協力はだいたい JI C Aの進展と足並みを揃

ったような形で今日に至っていると思います。

当時は個々の技術要請に対応してやってきた

のですが、その積み重ねが日本に対する信頼

というものにつながってきて、今日のプロジ

ェクト方式の技術協力になってきているので

はないかと思います。

司会畜産分野のプロジ、エクト協力も内容

的には家畜衛生の部分が多かったのですが、

だんだん生産分野が増えてきて、これはいい

傾向だと思います。虞川さんはいま立場上は

農林水産業全体の協力を見ておられるわけで

すけれども、そのへんに関連してお話しをお

願いします。

技術協力の担い手をめぐって

贋川畜産のプロジ

ェクト方式技術協力に

ついては、 OD Aの伸

びとともに進展してき

たと思います。最近は

10件以上が常に動いて

いるというような感じ

です。ただ、近年、協力の要請が環境とか、

女性の地位向上とか、貧困とか協力ニーズが

少し変わってきて対応が複雑になってきてい

ます。もう一つは、日本の畜産技術協力の場

合は、それに携わる人材の供給というところ

でギリギリの勝負をしているのだろうと思い

ます。過去10年とか20年に限って言えば、畜

産技術協力はスロー・ペースで発展してきた

わけではなくて、順調にOD Aの予算規模の

伸びに合わせたぐらいのスピードで人材の供

給、あるいは技術協力の件数はこなしてきた

と思うんです。そして、現状では人材の供給

はギリギリのところまできていて、これから

先、拡大傾向にはなくなったしても、今ある
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傾向を維持するにしては、人材の確保という

面では苦しい状況に入ってきているだろうと

考えます。

司会 技術協力の担い手、 専門家について

言えば、鉱工業等の分野だと結構民間の人も最

初からいるのですが、農業分野はどちらかとい

うと従来から技術者はほとんどが官の人たち、

すなわち、国、県が中心だ、ったわけです。そう

いう形のなかで、家畜改良センターは国際協

力の一つの大きな推進機関になってきたわけ

ですね。設立10年になって、内容的にもずい

ぶん変わってきただろうと思います。そのへ

んの話も含めて、これからの国の畜産関係機

関の立場での技術協力のありようなり組織論

なりについてお話しいただきたいと思います。

松尾私が、最初に

技術協力に携わったの

はビルマですが、前か

ら各牧場が技術協力を

しているということを

知っていましたので、

そういう面では不安が

なく参加できました。また、 JIC A勤務時

代には、種畜牧場から30代ぐらいの若手が

次々に行ってくれたというのが、非常にあり

がたかった。その当時のプロジ、エクトの数か

らすると、今はかなり頑張っているという感

じがしています。農業の場合には民間といえ

ば農家ですので、官が主導的にならざるを得

ないということだろうと思います。家畜改良

センターは30代・ 40代の働き盛りも含めて派

遣しておりますが、センターの職員だけでは

なかなかやっていけない。どうやって他の関

係機関、都道府県、民間も含めてタイアップ

するかという時に、先人が作ってきてくれた

経験からわれわれはそれなりのノウハウ、蓄

積を持っているわけですから、それらをうま

事産技術 2000年 1月号



く生かしていけば民間団体の方とうまくチー

ムが組める。そういうノウハウを伝えていく

ことができれば、もう少しは対応が可能では

ないかという感じがしております。

菱沼 農業技術協力では、最近ようやく民

間の人が出てきたにしても、従来から民間と

いうのはないんですね。民間でもプロが育っ

ているかというとやや問題があるし、もし育

っているとすれば、忙しくてとても出られな

いという状況ですから、どうしても官主導に

ならざるを得ないということだと思います。

家畜改良センターについて、補足するとす

れば、受入れ研修だけでも現在までのトータ

ルで 650人ぐらいやっていますし、派遣にし

ても、長期・短期を合わせて年間数10人の規

模です。ただ、しかるべき人材をどうやって

送るのかというのが重要な課題となる訳です。

帰国した後でその国のファンになったり、

その後のフォローなりが気になって仕方がな

く、あちこちに問い合わせたり話に出すよう

表1 JICA畜産関係専門家派遣実績

1986 1990 1995 1998 

55 63 

36 54 
91 117 

2 3 
6 2 

8 5 

8 。
11 3 
19 3 

30 24 
24 37 
54 61 

。 。。 。。 。
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なことがないと、行って本当に解け込んでや

っていたためかどうかということがアセスの

一つにもなるのではないかと思っています。

もちろん、技術的なことは当然クリアした上

での話です。従いまして、出す方ではこれま

でと同様にそういったことが十分フォローで

きるような人を出すという心配りが必要だと

常々，思っています。

受入技術研修と人的交流など

司会専門家派遣と同時に、園内に海外の

技術者を招んで研修するという事業が盛んに

なってきているところです。畜産分野でもか

なり範囲が広がり、その大部分のものを家畜

改良センターで引き受けていただいているわ

けですが、彼らの研修での課題なり、研修事

業を通じて、これからあと現地へのリターン

というか、波及効果をどういう風に考えてい

くかという問題があろうかと思います。

藤田 受入研修は地味な仕事ですが、本当

は海外から来る人にとってのインパクトが非

常に強いんです。こちらから専門家を出して

協力するということはもちろん大切なことで

すが、研修生の場合、来た関係者が日本のフ

ァンになるかどうかという接点になるわけで

すので、研修事業についてはこれからも非常

に大切にやっていかないといけないと思いま

す。家畜改良センタ一等で引き受けていかれ

るときに、畜産技術協会の方も情報提供とか、

色々側面的なサポートがあろうかと思います。

菱沼私は最近、海外、特に、途上国に行

くときは、過去に家畜改良センターで受入れ

た研修生について、現在の職場、住所、連絡

先等のリストを作ってもらって、それを持っ

て出張し、先方に関係者がいればコンタクト

をするというようなことをやっています。先

般も畜産技術協会の仕事でラオスへ行ったの
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ですが、ラオスにも家畜改良センターでニワ

トリのコースを受けた人が2名ほどいて、農

水局長がパーティをやってくれたときに、こ

ういう人がいるはずだというのでわざわざ地

方から呼んで、参加してもらったんです。そう

いうことをお互いにやっていると、人的なネ

ットワークが広がるんです。折角の研修をう

まく有効に活用しない手はない。しかもこち

らに来た人はしかるべき者であるし、しかる

べき立場の人となればなおさらのこと、この

人的資源、人的関係を大切にして有効に活用

することが非常に重要だと思います。

鮫島いまお話を伺

いました畜産分野だけ

に限らず、農業関係、

林業も水産も含めて大

変な数の人を研修生と

して毎年受け入れてい

るにもかかわらず、実

際に色々な調査団を派遣するときに、実はこ

ういうリストがなかなか活用出来ていない。

なぜかというと、これは JIC Aの縦割行政

の一つの弊害かと思うんですが、研修は研修

事業、個別専門家は派遣事業、プロジ、エクト

方式技術協力はプロ技事業、それぞれが別個

に業務を進めているようなところがあり、組

織の中で十分なe情報交換が出来てないという

ことの現れかもしれません。プロジェクト方

式技術協力の事業部にいると、いったい日本

がどの固からどういう研修生を受け入れてい

るのか、よく分からない。こういったリスト

がないままに調査団が行って、せっかく日本

で研修を受けたOBがいるにもかかわらず、

現地では会わないし、意見交換もしない。こ

れは本当に宝の持ち腐れだと思います。菱沼

さんがおっしゃるとおりで、他の分野でも、

是非、見習らなければならないと思いました。
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菱沼 畜産でいえば家畜改良センターにと

にかくドミトリーもあって、みんな一緒に泊

まって、「来たら寄れよjと声を掛ける位の

関係ができる。技術や関連の知識もさること

ながら、こうしたことが非常に重要じゃない

かと私も痛感しています。そういうことをお

互いに注意しておくと、何かまた、見えてく

るものがあるんですよね。

緒方 ご指摘のように、確かに貴重な成果

が宝の持ち腐れになってしまう可能性が大で

すから、大いに活用しなければいけませんね。

家畜改良センターでは、畜産分野の集団研｝

修事業の大部分をやってもらっていますが、

最近は大阪府立大学、北海道大学、帯広畜産大

学、北海道獣医師会でも実施する、帯広の J

IC A研修センターでも開催するということ

表2 家畜改良セン9ーにおけるJICA集団研修コースの受講者総数
(1998年12月現在・人）

鶏牛育種受精卵理子生産 豚 飼料 計

アジア・中近東

(27カ国） 223 100 42 23 20 6 414 

ヨーロッH

(2カ国） 2 3 

アフリカ

(19カ国） 36 25 2 2 2 7 74 

南米

(18カ国） 15 37 34 25 10 8 129 

オセアニア

(8カ国） 13 13 

合計（74カ国） 288 164 78 50 32 24 636 

注鶏 ・鶏育種・生産技術コース
牛育種 ：牛育種・人工綬精コース
受精卵 ：牛受精卵移植コース
双子生産：双子生産・体外授精コース
豚 ：豚育種・生産技術コース
飼料 ：飼料生産・利用技術コース

表3 家畜衛生試験場におけるJICA集団研修コースの受講者総数

(1998年 3月現在・人）

家畜衛生 獣医バイオ 備 考

アジア・中近東

(23カ国） 172 10 

アフリカ

(10カ国） 21 15 

中南米

(13カ国） 69 14 

ヨーロッH

(1カ国） 1 

オセアニア

(1カ国） 1 

合計（48カ国） 263 40 

i主 家畜衛生 ：家畜衛生研究集団コース（昭和37年から平成元年）
獣医バイオ：獣医バイオ診断コース（平成4年から9年）
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で、畜産の集団研修コースも大幅に増えてい

ます。このように途上国の畜産技術者が大勢来

日しているわけだから、それらの情報も全部一

元的に集めて、そして活用するということに発

展させていかなければいけないと思います。

菱沼 畜産技術協会というのは、情報を取

るばかりではだめだから、きちっと還元する。

あなた方も全部集約して、そのかわり我々の

持っているものも返してあげます。そういう

姿勢で仕事を続けると全体がよく分かるわけ

ですね。

司会 どの分野で見ても畜産技術協会の役

割が結構あるように思います。農林水産省関

係だけでなく、大学から民間機関まで含めて

日本の畜産全体としてのアプローチに発展さ

せていく努力が必要で、はないかと思われます。

古内研修生だけについてプロジェクトの

現場から見ると、 J IC Aでは派遣事業、プ

ロジェクト方式技術協力事業といった形で、

研修生に対する対応が違うように感じます。

研修生の受入れ先は日本サイドで決められま

すが、日本から帰国した研修生は、日本に行

って戸惑いとか、不便さが多く報告されてま

す。とくに畜産の分野では、いきなり地方の

現場に行くことが多いので、言葉やホテルも

日本式の旅館で不便を感じたり、非常にさび

しくなるようです。受け入れ先では一生懸命

やってくれているんですけれども、そういう

ところがあるので、我々現地から送り出す方

は、 JI C Aのドミトリーに入れなくとも外

国人にとって生活のしやすいところに送って

やりたいのですが、現実にはそうはいかない

ところがあります。

鮫島研修の受入れも、プロジ、エクト方式

技術協力のカウンターパート研修で受け入れ

るときは、テーマもしっかりしていますし、

そんなに数も多くないので、かなりきめ細か

く面倒見ていると思います。しかし、集団コ

ースの場合は一括して見なければなりません

し、 JIC Aの出先の囲内センターはかなり

分散していますから、そういうことが起きる

かもしれません。

松尾 それとは逆に、コースをやっている

ところはき っちりとカリキュラムをキ且んで、

まず座学をやって、それに関する実習をやる

とか、非常にきめ細かいカリキュラムと研修

先も事前に根回してやっています。家畜改良

センターから派遣している専門家がいるプロ

ジェクトからのカウンターパートだ、ったとす

ると、事前にセンターに相談がありますから、

1か月とか 2か月とか、それに合わせてきっ

ちりとカリキュラムが組めるんです。そうで

ない研修生で急に回されて来場すると、事前

の研修打ち合わせも十分で、ないので、来日し

た研修生がたぶん戸惑うのではないかと思う

んです。事前に十分な時間的余裕をもって相

談してもらえれば、それぞれの機関はかなり

準備ができるのではないかと考えます。

司会 海外青年協力隊で派遣されている人

たちのカウンターパートの研修が圏内で適当

な場所がないのは問題ですね。要するに派遣

隊員と圏内関係機関との連携が少ないので、

例えば、協力隊の事務局は隊員の出身都道府

県に頼むんです。それはそれなりにうまくい

っているところもあるが、イ可でうちがという

話もたくさんあります。畜産技術協会でも若

干そのへんのお手伝いできる部分がないかと

考えておりますが、研修の件数もだいぶ増え

てきて、適当な研修場所、研修教材等その面

での検討が必要となっています。

庫川 専門家の場合は、ほとんどパックグ

ラウンドがあって派遣されるので、カウンタ

ーノTートを送りたい時には、こんな研修をさ

せたい、ということを出身元と話を付けてお
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いて、受入研修のカリキュラムができたとこ

ろで送り出せるんです。ところが協力隊員の

方はそういったシステムがないまま、また、

そんな経験の浅い畜産技術者ですから、カリ

キュラムも作りきらず、内容も例えば雛を飼

育する技術を研修させたい等とぼんやりとし

たことが書いてある。JIC Aでは要請を受

けてみんなが頭を悩ませる。そしてとりあえ

ず農水省に相談しょうかという話になり、農

水省内でも焦点が定まらずたらし回しが始ま

ったりする。農水省がうまくないとなれば都

道府県にお願いしたりする。この際、受入の

言語が英語と言った途端にみんな逃げて回わ

るのが一般的です。地方自治体に英語ができ

る人がいたとして、その人がすごく大変なこ

とになるんです。四六時中何ヶ月も付き合わ

なければならない羽田になるとかで、 1囲気

持ちよく受けた人も次に話が来たらノーとい

う話になったりする。海外青年協力隊に限ら

ず、あまりパックグラウンドのない人が派遣

先でカウンターパー トの研修を計画した時や

地方自治体に面倒見てもらうときは、そうい

うことで苦労します。

司会 状況はかなり改善されつつありまし

て、外務省が都道府県に補助金を出して都道

府県は国際交流課みたいな部局が、かなり積

極的に受入研修等をやっていますね。つまり、

いろいろな固から沢山の人達が研修のために

来日しており、いかにうまく連携・協調を図

って研修効果を高めるか、帰国後のアフター

ケアーをどうするかといった問題だという気

がします。

菱沼 協力隊員も言ってみれば新人研修み

たいなつもりで、行っているんだから、帰って

きて再教育して、パックグラウンドをつくっ

てもらったところで専門家リストに載せるこ

とが重要でしょう。
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司会海外青年協力隊は設立の趣旨がちょ

っと JIC A本体と違うものですから、この

2つが一緒になってすでに長いのですけれど

も、かなり独自性が強いというか、そういう

部分があり、なかなか普通にいう技術協力事

業とツーカーに行かない部分があります。J

IC Aの方も、今度、機構改革を大幅に考え

られて、その準備が進んでいるように聞いて

いますから、今までの縦割りから体制は変わ

ってくるのではないでしょうか。

藤田 結局、国内支援体制みたいな話にな

るわけですね。JICAを通さず、都道府県 ｝

独自で沢山研修生を受け入れております。畜

産技術協会も都道府県から事情を聴かせて貰

っており、さらに近々情報交換会を計画して

いますので、今後追々，都道府県レベルでの

畜産関係の全国的な受入研修動向がわかると

思います。そうすると、また新しい情報が出

てくるかもしれません。こうした受入を十分

に支援することは何も畜産だけに限らず、日

本の国際協力全体の課題ですね。畜産技術協

会でも、どういうサポートができるか、どん

な国内支援体制がとれるかなども検討する方

向で動いていますので，今後多少具体的なも

のが出てくるかもしれません。

新しいタイプの協力要請

司会 もうひとつは、そういう圏内の関係

機関との協力関係のほかに国際機関あるいは

海外の先進国との協力関係についての課題が

表4 畜産関係協力隊員派遣総数（人）(1998年度現在）

業種別 地域別

家畜飼養 357 アジア 332 

養鶏 79 中近東 70 

初生雛鑑別 7 アフリカ 223 

養蜂 17 中南米 147 

獣医師 300 オセアニア 32 

飼料作物 36 

畜産物加工 8 

合計 804 合計 804 

注： 一般 ・シニア ・調整員 注 ：国際機関2名を含む
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あるのではないかと思います。藤田さんは、

FA Oにもおられたので、畜産関係の国際機

関の事業と我々の国際協力との考え方という

か、関連の仕方についてはどのようにお考え

でしょうか。

藤田 そこの部分はやり方によ っては非常

に伸びると思うんです。例えば国際機関と一

緒に組んでやる。それから他の先進国と一緒

に組んで、途上国で協力する。いわゆるトライ

パータイト協力と言われている協力ですが、

実際に成功している例もあります。ただ、お

互いの機関なり、国の得意な部分を伸ばしな

がら協力していくわけですから、相当の調整

が必要となります。どういう点でやれるかと

表5 都道府県等海外研修生受入可能機関数調べ

平成10年3月現在

県機関 大学校 農 協 系 公社 社団法人 生産法人 童十

北海道

青森県 9 1 10 

宕手県 2 1 3 
秋田県 4 1 1 6 

宮城県

山形県 1 1 

福島県 8 自

茨城県 8 8 
栃木県 5 5 
群馬県 8 1 9 

埼玉県 5 5 
千葉県 4 4 

東京都 1 1 

神奈川県 2 2 

山梨県 4 1 5 
長野県 2 2 
静岡県 8 8 
新潟県 3 1 5 
宮山県 3 3 
石川県 3 4 
福井県 4 4 

舷阜県

愛知県 3 3 

一重県 1 
滋賀県 1 
京都府

大阪府

兵庫県 2 2 
奈良県

和歌山県

鳥取県 5 1 6 
島襖県 4 4 
岡山県

広島県 1 
山口県 1 1 2 
徳島県 4 4 
香川県 2 1 3 
愛媛県

高知県

福岡県 1 
佐賀県 4 4 
長崎県

熊本県 2 2 
大分県 4 5 
宮崎県 6 8 
鹿児島県 2 2 
沖縄県 3 1 1 7 

富十 129 3 5 3 7 2 149 

（畜産技術協会調べ）

いうと、ある事業を考えた場合、分野別に日

本があまり強くない部分を相手にやってもら

って、強い部分を我方が出すということで、

補完関係を構築していく方式です。国際機関

でも受け入れ体制がありますので、とくに半

乾燥地での畜産開発の問題とか、熱帯特有の

家畜衛生の問題とか、国をまたがる協力とか

畜産でもかなりの協力部分があると思うんで

す。その際、日本が相当計画的にやってイニ

シアティブを取るという点がないと、結果的

によい成果が上がらない難しさがあります。

司会 お株を取られないようにリードする

話も、例えば国策としてのリードの仕方と、

現場での専門家レベルにおけるリードの仕方

と、大きくいって二つあるわけですね。

藤田 同じ分野の中で協力をやるとしても、

二つの違う理由を設けて区分しながら協力し

合あうというシステムがあります。例えば家

畜飼養は技術先進国のA国、疾病は日本が受

け持つ。こういう分野別にぶつからないよう

にするか、あるいはプロジェクトのサイトを

別に受け持つとか、実際の協力の仕方はいろ

いろ工夫できると思うんです。

菱沼 国際機関や第3国との協力に加えて、

というより、第一に必要なことは圏内の農業

サイドの協力関係が先行してしかるべきでは

ないかと思うんです。

従来、畜産の協力ですと、例えばワクチン

ならワクチンの製造施設をつくって、その研

究も生産もやる。また、人工授精所を作って

雄牛を飼って、凍結精液の作り方を教えて、

配布する。酪農分野なら酪農とはこういうふ

うにやるものだといって、牛を飼い、このよ

うにして増やしなさい、と協力しているんで

すけれど、途上国というのはえてして複合経

営で、だいたいが専業農家なんて少ないんで、

す。個別の協力は、それはそれで、非常に意味

9 



があったし、やるべきであるけれども、最近

は貧困対策とか地域対策とかいうことが強調

されていますし、我が国の囲内農業を見ても

そうなんだけれども、複合的に農家なり農村

地域をどういうふうに改善していくかという

協力なり支援をどうゅうふうにすべきかとい

うのが、重要だと思います。

藤田 ご指摘の通りだと思います。実際に

今後、途上国での畜産の開発を考えてみたと

きに、畜産だけの 1分野ではなくて、耕種と

の絡み、そういうのがかなり出てくるのでは

ないかと思うんです。国連農業食糧機関 （F

AO）で今後の世界畜産がどのように進展す

るか、また、どのように開発戦略を考えるべ

きかを論議し、分析をしたときに、都市近郊

型畜産、草地粗放型畜産、耕種部門と連携を

高めたミックスド・ファーミング（混合農

業） ・システムなどアグロ・ エコシステムに

分類し、 一番伸びて、かつ、食糧安全保障に

貢献するのは、混合農業型畜産だろうという

結果が出たんです。

そういうことからいうと小農対策、あるい

は小規模の農業で地域対策をどうやるかとい

うときには、今後は単発というよりも農業の

中の畜産ということで協力できるような人材

とか、縦割りではなくて横断的にものを考え

られる人材が要求されてくるのではないかと

いう気がします。

松尾 農村開発みたいな視点が非常に強く

なってきて、日本がかつて有畜営農の歴史を

持っていて、それなりに施策もとってきたの

で、ノウハウが無いわけではない。

司会 畜産協力のこれからの戦略戦術とい

うのはだいぶ変わってくると思います。そう

するとそれに必要な人材は、黙って待ってい

ても出てこないので、積極的にどうやって養

成していくかというような話になりますね。

10 

古内 これからは関連する国際機関や固と

協力する形態がますます増加すると思います。

例えばタイを中心とした家畜衛生の事業でも

FA Oや国際獣疫事務局 （0 I E）は勿論，

国際原子力機関 （IA EA）も参画してきて

いまして、 実際に一つの技術的な分野を担っ

て協力してきています。欧州連合 （EU）も

そういうかたちでやり出そうとしているし、

それからオーストラリアはタイで進めてきた

協力今度はラオスでやり出しています。

ですから日本が協力する場合、他の機関や

国と重複しないようにしてやる必要があるし、 ｝

日本の技術がそこできちんと評価されるよう

な形にする方策や戦術は、事前調査も含めて

これからますます重要になってくる点ではな

いかと思います。

今後は技術協力も 2国間ではなくて多国間

にわたったり、拠点国を中心に広域にわたっ

ていくわけですから、そのなかで日本の技術

を有効にその固なり地域に生かしていかなけ

ればなりません。そういう観点から圏内でも

畜産協力のあり方、形態をきちんと整備して

いく時期に差し掛かっているのではないかと

思います。

鮫島 純粋な技術協力のところで、 FAO 

等国際機関との連係プレーができるかという

と、なかなか難しいだろうと思います。そう

いうことから、どうしてもソフトな仕組みが

多くなるのではないですか。例えば未利用資

源を何か畜産と連携させるとか、セクター聞

のつなぎみたいなところでは、国際機関のい

ろいろな情報量なり知恵を生かせるのだろう

と思うんです。ただ、それをプロジェクト技

術協力ですぐに組みこむというのは、現状で

はかなり困難だと思います。むしろ専門家、

とくに畜産の専門家の方はわりと狭く深い方

が多いんですが、これからは貧困問題とか女

畜産技術 2000年1月号
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性問題まで含めて技術協力を考えるという時

代になると、全員である必要は毛頭ないんで

すけども、 一部には幅の広い専門家が必要な

時代だろうと思うんです。

専門家も、人材育成という面では国際機関

とのかかわりを大いに持ったほうがいい。例

えば海外長期研修に行くような機会があれば、

アメリカの大学に行って修士号を取るのもい

いんですが、機会が一回しかないのだ、ったら

FA Oに行って、国際機関での協力のやり方

や、ほかの国がどんな支援をしているかとい

うのを勉強して、専門家の幅を広げていただ

きたいと思います。

もう一つ他の固との協力という面では、農

業では稲作だったら日本が圧倒的に強い。

畜産の技術というのはまさにユニバーサルで、

日本の旗だけを立てなくたって、他のドナー

と一緒に働ける分野だろうと思うんです。

司会ザンピア大学獣医学部協力の場合は

かなりおおらかに他の国々も参加していまし

た。内容的には、日本が一番貢献が多かった

のですが、学部長的な役割をしたのは英国の

専門家で‘す。 ECからも来ていましたし、餅

は餅屋というか、分野に応じて、あるいは協

力のキャパシティの限界がありますから、そ

ういう意味で全体的なマルチの協力という形

でした。日本の専門家は教授会のメンバーで

もあり、大学の運営ということにも十分関係

していましたね。協力の方法としては、十分

に相談をして、重複しないように、また、抜

けがないようにやっていく必要があると思い

ます。しかし、リーダーは相当に交渉能力が

ないと務まらないので、精神的にも体力的に

も非常に消耗するのではないでしょうか。

藤田私の経験では、畜産分野ではないの

ですが，東北タイの農業開発協力をアメリカ

と共同でやりました。当初、日・米がどうい

う組み合わせでやるかというので、相当混乱

しましたが、最終的にはお互いの国が共通の

目的に向かつて、我が国はどちらかというと、

タイ農業省関係研究機関との技術面での協力、

アメリカはコンケン大学での地域開発研究に

落ち着いたと記憶しています。実際には、

日・米・タイみんながコーデイネイターで、

協力について協議しましたが、受益国のタイ

の要望にそうような形で進んでいきました。

この協力では、日本の顔がよくみえた協力だ

ったと思います。

菱沼 田際機関、あるいは第三国とも協力

できるのは、ある程度の水準以上のもので、

試験研究とか、日本で言えば人工授精技術、

ワクチン製造、種畜の生産、草もそう規模の

大きくない飼料畑生産などが対象となるので

しょう 。 それからもう 一つは、本当に地域

に入り込んで、小農家の所得向上に貢献するよ

うな協力が求められる。

さらに、予算的にも制限を受けるので、ど

ういう方向で協力すれば一番成果があがるか

を考えておかなくてはいけない。協力した日

本側が満足するというのではなくて、協力を

受けた地元の人たちから成果が上がったと評

価されるような方向にならねばならないと思

うんです。

ODA中期政策をめぐって

司会将来を見据えて畜産協力の方向をど

う考えていくかという話に関連して、平成11

年8月、日本が国際協力をこれからどう考え

ていくかという OD A中期政策目標が発表さ

れました。この政策を我々なりに岨噌して、

畜産協力の方向をどう考えていくかというこ

とにつなげていかなければいけないと思いま

す。そのあたり についてどうでしょう。
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鮫島 中期政策の中でとくにキーワードに

なっているのが、人間中心の開発です。中期

政策は基本的にはDA Cの新開発戦略を土台

にしていますが、貧困とか、女性とか、環境

問題とか、従来の個々の技術協力ではなくて、

総合して何か政策的な目標を達成していくよ

うな方向に流れが変わっていると思います。

ただし、協力の実施にあたって、そういうこ

とに十分配慮していく必要があります。協力

の結果として、そういうふうなものが実現さ

れればいいのであって、個々の技術の移転は

これからも重視していくべきだと、私は思っ

ています。例えば、ワクチンの製造技術移転

の成果は、製造が十倍になり、百倍になると

いうふうに、増殖していく効果というのがあ

るんでしょうが、村づくりみたいな協力にな

ると、ある村をモデル的に決めて、そこでパ

イロット的に何かをやっても、それがどんど

ん増殖して十倍、百倍になるかというと、相

手が投入できるリソースの限界があります。

ソフトの分野になるほど効果という面では落

ちざるを得ないのかなと感じます。

松尾 そのとおりだと思いますが、今まで

みたいに技術的なセンターをつくって、そこ

で技術移転したら成功ということだけでは今

後は評価されなくて、それがいかにその国の

発展なり国民の生活向上に寄与したかという

12 

表6 ODA中期政策における重点課題

1.貧困対策や社会開発分野への支援

(1) 基礎教育
(2) 保健医療
(3) WID／ジ工ンダー

2.経済・社会インフラへの支援

3.人材育成・知的支援
(1) 人材育成、（2) 知的支援、（3) 民主化支援

4.地獄規模問題への取り組み
(1) 環境保全、（2) 人口・エイズ (3) 食料
(4) エネルギー (5) 薬物

5. アジア通貨・経済危機の克服等経済梅造改革支援

6.紛争・災害と開発

7.債務問題への取り組み

視点で見られてくるのだと思います。そうす

ると、どうやってスキーム間の協力連携をと

るか、政策をその国の産業発展の中のどうい

う位置づけでやっていくのか。そういう援助

の企画力が今からだんだん問われてくるので

はないでしょうか。畜産の場合には非常に分

野が広く、飼料の生産から始ま って、家畜の

飼養、改良、さらには流通まであるわけです

が、そのあたりもう少し計画的に、そして同

じ分野で衛生もあり生産もあり改良もあり、

そういう輯鞍的なことができてくれば、産業

を育成するという意味でかなり効果があがる

と思います。

鮫島畜産の分野ではどちらかというとセ

ンター協力がほとんどだ、ったのですが、パン

グラデイシュ家禽の技術協力の例では、セン

ター協力というよりは、 3つほどサブサイト

をおき、まさに農村に現場を求めて、センタ

ーでの開発された育種技術を移転するシステ

ムです。本当の農家にやらせて技術を根づか

せる。単なるセンター移転ではなくて協力の

面を広げていくというものです。これを成功

させるためには相当努力が必要で、、今までの

ように個別の専門家の能力だけに依存すると

いうことだけでなくて、囲内支援を含め、み l

んなでサポートして成功に導かないといけな

い。ただし、ソフトの部分になると、そこま

で日本が行って手取り足取りやるのか、技術

を移転したら、そこから先はその国がやるこ

とではないかという割り切った考え方もある

んです。バングラデシュではまさに、本来相

手の国がやることではないかなという、その

世界に入り込んで、しまったわけですが、、ゃ

ったからには相当の覚悟を決めて成功させな

いといけないと思います。

司会今までの技術協力では、「面Jとい

うより「点Jへの協力が多かったように思い
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ます。例えば、ニワトリ飼養の農家への普及

を考えるとき、農家が飼うニワトリの導入費

なり、餌代もプロジェクトで対応できるかと

いうと、大きな制限がある。つまり、面とし

ての協力の必要性は分かるが、今の仕組みで

はどこまで対応できるか、現地側がどの部分

を負担するか、あるいは確保できるかという

問題があります。

菱沼 そういう意味では畜産だけの「面J
ではなかなか難しい。勿論、オン・ザ・ウェ

イの協力は成功させなければいけないけれど

も、面である場合には、畜産も含め、面のか

たまりとして成功させなければいけない。例

えば、農村開発みたいな事業を進める時、水

路や堰も作り、 二毛作にもしてやろう 。そう

すると水利組合みたいな、まさに農村の組織

化みたいなのがあって、多少会費も負担金も

払わなくてはいけない。キャッシュカfあるわ

けはないので、 トリかブタをみんなに奨励し

て、そうすればキャッシュが生まれて共通経

費を払うことも出来る。そういう意味では面

というのは畜産だけでやるとなかなかつらい

ところがあると思います。農村開発全体みた

いな全体の中に畜産が入るような、相互に乗

り入れるようなことを、役所も縦割りではな

くてみんなでやるというようなことを今後考

えていく必要があるでしょう。

司会 インドネシアの南スラウェシの農村

開発なんかは、米作り、そのための濯概事業、

地域全体の開発事業として畜産も含括して有

機的に計画されているように考えられますね。

鮫島展示効果がありますから、モデル的

な農村を作るということは大事だと思います

が、あんまりお金を投入してしまうと、同じ

ようなものが二度とその国の力だけでは作れ

ないという悩みもある。

藤田 畜産分野ではないのですが、以前J

」ー←

I C Aで実施したインドネシアのランポン農

業開発協力は、「面」の協力の成功例だと思

うんです。日本から協力を受けた地域は、他

の周辺地域と比較して稲の生産率が目に見え

て向上し、他と差が生じたというのがありま

す。畜産ですと、地域の小規模農家を対象に、

例えば地鶏みたいなところにも協力を進めて、

他の分野と一緒になってやれば、農村開発と

いう面で貢献もできると思います。

司会今回の中期目標では、地域別援助の

あり方として、アジア中心と明示されていま

すね。

鮫島 これはアジア経済危機ということが

ありましたので、いわゆる農業とか技術の分

野以外に、経済とか、金融再生とか、融資と

か、そういったまさに経済のソフトの専門家

も派遣し始めましたので、それが反映されて

いるんだろうと思います。一方、アフリカ支

援の会議を日本が開催したわけですから、地

域別援助はアフリカへも波及していく方向で

しょう。

藤田 中期政策は、地域別援助のあり方に

ついて、地理的、歴史的、経済的連携の深い

アジアに協力の重点をおくことを再確認して

いる。勿論、他の地域との協力も継続すると

なっている。我々も協力をするときに国策に

沿ってやる訳ですので、この点を考慮してい

くこととなるのでしょうね。

NGOにおける畜産協力

司会畜産技術協会でも 3年程前からNG 

Oに対する畜産技術相談窓口をつくったとこ

ろです。NG Oが海外で畜産分野の仕事をす

るうえで必要とされる技術的な助言、現地へ

の畜産技術者の斡旋、 NG Oの方が海外で仕

事をする上で必要な知識や技術を国内で勉強

したいときは研修場所の斡旋や場合によって
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はその経費も支援しましようというものです。

鮫島 中期政策のポイントの一つに顔の見

える援助ということでNG Oへの支援及び、連

携の強化というのがあります。これに関連し

てJIC Aでは今年度からパートナ一事業と

いうのをイ乍りました。JI C Aでやっている

プロジェクト方式技術協力を jIC A自らが

やるのではなくて、 NG Oとか地方公共団体

とかに委託し、 NG O等がJI C Aから受託

された資金により直接現地で、例えばモデル

農村を作るような仕事等を今年から支援する

ことになりました。

司会協力の仕方も段々と広がってきてい

ます。現在の仕組みの中でもかなりのことが

できるようになったのですね。

鮫島 大使館も草の根無償といって1.000

万円以下程度ですけれども、現地のNG Oに

資金を提供して何か活動してもらう仕組みが

あります。これはプロジェクト方式技術協力

と連携してもできると思います。そこで、派

遣される畜産の専門家にも、パートナ一事業、

草の根無償、開発福祉支援という途上国のN

G Oを支援するスキームがずいぶん充実して

きたことを知っていただければと思います。

古内 タイである時、畜産分野の青年協力

隊員として協力で来ている複数の若い人達に

出会ったのですが、他の機関から派遣されて

いる人達や活動の情報も現地でなかなか得ら

れない状況にあります。とくにNG Oの人達

の情報はほとんど分からないような状況です。

これからの協力形態は二国間協力から多国

間、拠点型となって海外青年協力隊やNGO 

の人達と協力、分担する部分もあると思いき

ますので、そういう点での情報は現場の方に

も一つのルートで常時流れるような形がほし

いと思います。
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これかうの畜産協力は

司会 現状を振り返りながら当面の課題

等々いろいろ話が出てきているわけですが、

現況を顧みて将来の方向を探るとき、畜産協

力の将来はどういうふうになっていくのか。

そのためにはどんなことをわれわれとしては

準備し、考えておかないといけないかという

ことについて、少し議論を展開してみたいと

思います。

藤田 今後、開発途上国で畜産が伸びるか

どうかということについては、 FAOで数年 ｝ 
前から解析してやっています。結論から言う

と、過去 20年の趨勢を踏まえて分析したと

き、開発途上国での畜産は確実に伸びると見

られています。それは、 一つには畜産物の実

需者（人口）が開発途上国を中心に増えるこ

とが確実ですし、 2つ日には開発途上国では

都市化が急速に進むとともに収入が増えると

いることによります。消費者である人口は、

開発途上国で年率2%で増加しており、都市

化は途上国では先進国の6倍位の率で進んで

います。収入もアジアの途上国では、年率

7%ぐらいで伸びてきました。アジアが経済

危機に見舞われた後の分析を見ましても、な

お伸びていくと見通されていますので、畜産

が伸びていく傾向は変わらないのではないか

と考えています。その他、畜産生産が伸びる

要因に、技術開発による生産率の向上、 WT

O等によりグローパルに見れば、国際流通が

促進されるだろうということで、全体的には

畜産の需要や生産も伸びていくものとみられ

ています。それだけに協力の需要も多くなっ

てくるのではないだろうかと思われます。

そのときに我々に何ができて、何が難しい

かということがあります。熱帯畜産に対する

ノウハウ、技術者の層が必ずしも厚くないと
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いう点をどう克服していくかということです。

現実にはプロジェクトをやっていきながら、

段々と層を広げて強くしていく 。もっと卑近

な例でいうと、熱帯畜産に経験がない人も先

ずは調査団の中に組み込んでいって、段々と

育てていくという地道なことからしていかな

いとしょうがないのかも知れません。日本へ

の協力要請に応えるためには、あまり得意で

ないところは他の国と組んで、補完的にやって

いくというのもひとつの方法となるのではな

いかと思います。

司会 所得が向上してくれば、卵、肉、牛

乳という畜産物の消費がどの国でも着実に増

えてくるわけで、それに対応して畜産をどう

進めていくかということになっていくのでは

ないかと思います。

藤田 過去20年ぐらいを見ると、畜産は圧

倒的にアジアが伸びています。FA O、国際

食料政策研究所（ IFPR I）、世界銀行

(WB）など色々な国際機関でも研究を進め

ていますので，今後における趨勢の分析には

目が離せません。

古内 東南アジアではタイを中心に畜産物

への価値観がどんどん高まってきていると思

います。とくに中国系企業が中心となって家

畜や畜産物がラオス、ベトナム、ピルマの近

隣諸国から消費地であるタイ、マレーシアへ

どんどん流れるていますし、畜産が収入にな

るということで、現状は彼らなりに畜産を一

生懸命やろうという気になっています。

表7 地域別の畜産生産物の伸び率 （1989・1991年＝100)

区分 1986 1990 1995 1997主
アジア 80.9 99.9 146.3 165.1 
アフリカ 89.5 100.5 105.1 109.9 
北アメリカ 96.9 99.7 113.2 114.3 
南アメリカ 89.8 99.1 115.4 125.3 
ヨーロッI~ 100.9 100.7 95.5 94.9 
大洋州 92.7 100.2 105.5 108.5 
計 92.3 100.4 110.4 116.0 

(FAO Yearbook) 

司会我々のこれまでの反省も合わせて言

えば、環境破壊や穀物等のエネルギーのロス

をいかに少なくして、畜産物の生産を高める

かということが、これからの本命だというふ

うに思います。そのあたりの対応についてど

うでしょうか。

鮫島 この間フィリピンに行ってきました

が、同国ではGNPl人当たりの所得は日本

よりはるかに低いわけです。それで、も肉牛が

300万頭以上、水牛も300万頭近くいるんです。

結構、肉を食べたいという皆さんの希望は大

きく、畜産は伸びるだろうと思います。今度

ベトナムで畜産関係のプロジェクトが2つ始

まろうとしていますが、同国でも大変な数の

家畜がいるんです。そういうことであれば、

畜産協力の役割が低下していくということは

あり得ないと思います。コメをつくるほかに

兼業の機会も地方に行けばないわけですが、

所得向上という面でも畜産というのは非常に

希望が持てる分野だろうと思います。

松尾 穀物がある程度増産でき、食糧が満

たされて、経済が発展すると畜産物の消費が

伸びてくるというのが、大方のパターンとし

てあるかと思うんです。そういう意味でいく

と東南アジアは今からこそ畜産の協力をきち

っとやっていくべき時期ではないだろうか。

ただ、東南アジアでも 2つあって、中進国で

はそうであるし、 一方のもう少し遅れた国々

では所得向上面なりそっちのほうでのアプロ

ーチになるだろうと考えます。

最近集団研修の応募の状況を見ていますと、

中南米の応募が非常に増えています。中南米

は牧畜国が多いのですが、大地主制であまり

投資しない。ところが貿易の自由化みたいな

話があって、牧畜のレベルの低さというのを

認識し始めたのかどうか、最近非常に牧畜関

係、牛のETなり人工授精、育種関係で要請
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が増えていますので、東南アジアと中南米は

まだまだ要請が高ま ってくるのではないかと

いう感じがしています。

司会 中南米はまさに世界の畜産地域で、

牛の生産は非常に重要な産業ですが、日本あ

たりとかなり違う形の畜産なんですね。そう

いうなかでいくつかの個別技術的な部分とし

ては、日本も大いに対応能力なり協力のテー

マはあろうかと思います。しかし、 トータル

として考えると、ああいう形の肉牛生産は日

本はあまりノウハウがない部分です。

菱沼 いま中南米が求めているのは、ああ

いうラフな畜産経営、畜産技術に対して、日

本のもうちょ っと綴密というか、インテンシ

ブな技術を取り入れたら、もっとも っとよく

なるのではないかという感じではないですか。

藤田 そうですね。例えば牧草種子の改良

とか、生産技術、家畜の病気のことも求めら

れています。日本の場合、これまでの実績を

踏まえて考えれば、強いのは、例えば現場で

の指導、畜産技術資源を積極的に活用してい

く生産技術や家畜衛生の分野で協力してきた

わけですが、もう一つ特徴的に強いのは、無

償資金協力と技術協力がセットで実施できる

ということがあるのではないかと思うんです。

今後、少し考えておかないといけないのは、

政策的、企画的な面に協力を求められたとき

の対応です。現地の地理的感覚に優れて、政

策立案にノウハウがないと、この分野では急

には協力できないですよね。

司会 フィリピン、タイ、ネパール、イン

ドネシア、パラグアイなど主要な協力国には、

常時畜産アドバイザーを派遣していますが、

どこまでアドバイザー的な仕事ができている

か、後継者がうまく育つのかなという心配も

しております。
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畜産技術協会への期待

司会 畜産技術協会は10年にわたる国際協

力関連の歴史を持っていますが、これから協

会として畜産分野の技術協力の推進にあたり、

どのような役割を担うべきか、どうすればい

いかということについてどうでしょうか。

古内 畜産は自然環境まで変えてやるわけ

にはいきません。日本から持って行った畜産

の技術が、東南アジアや中南米の環境にその

まま通用しない部分はいっぱいあると思うん

です。ですから、事前の調査がものすごく大｝

事だと思います。ちょっと観点が間違ってス

タートしただけで、現場での成果が非常に左

右される面がありますので、協会としてその

点を今後とも一層強化していただければと思

います。

また、派遣する方の機関なりで、人材派遣

の一つのルールづくりなり、意識の一貫性、

統一性を持ってい欲しいと思います。今は圏

内委員会もあって相当スムーズに分担してや

って貰えるので、ありがたいと，思っています。

今後とも、畜産技術協会が中心となって人的

な発掘コンサルタントのような役割をしてい

ただいたらどうでしょうか。 I 
今後は国の機関も独立法人化されますので、

技術協力も出口のーっとして評価すれば、こ

れまでよりは協力しやすくなってよくなるか

なと思います。

贋川 畜産技術協会と現役グループとがー

体化して、畜産技術の国際協力の中枢機能み

たいなものを果たしてほしいと思います。

農林水産省以外で、やっている畜産獣医関係

の研修がいっぱいあって、それにはあまりア

クセスされていないこともある。また、専門

家を派遣する際に、関係国の畜産関係・周辺

情報がすぐに入手できるような仕組みになれ
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ばいいなとも思います。

それから、もう 一歩踏込んで情報提供に留

まらず協力のあり方を提示していくような機

能も欲しい気がします。当然のことながら、

その国の発展ステージに応じた協力をしてい

かないといけないんですが、 当該国の経済状

況あるいは社会状況にあわせていく政策の分

析があまり行われていないのが問題だと思っ

ています。現実にも政策アドバイザーはシス

テマティックな政策分析の背景がないのでそ

の人のパックグラウンドのみで指導すること

を求められる。これは、すごく気の毒なことで

すし、しかも国際技術協力の経験が少ない人が

派遣されたら、大変みじめなことになります。

例えば、ブタ・ニワトリの分野の協力です

と、飼料基盤を自国に求めないで、最初に投

入する資本さえあれば、日本がやってきたこ

とと同じことをやって発展する産業基盤がす

でにあるものについては手を着ける必要はな

いと思います。

これはタイや中国等の特殊事情ではなくて、

どの国もそのやり方をとれば、あとは比較優位

だけで儲かる。そういうことが始まっていると

きにニワトリ・ブタの支援を、そういうことが

起こりそうな国で、官ベースで、やっていくのはど

うかと考えます。そのあたりを見極めて政策ア

ドバイザーを送り込まないといけません。

乳牛の場合、ホルスタインを持ちこめばな

んとかなるということではなさそうなので、

熱帯向きの牛を人工授精なり受精卵移植の技

術を使って協力できそうだと判断されればそ

の線で協力を考えるといった分析や判断をし

ていく仕組みが必要と思います。

中枢機能というのは単に人繰りを考えると

かではなくて、知識・知見的なパックアップ

をする、相談に行くと何とかしてくれるとか、

そこで解決策を考えてくれるとか、そんな仕

ー

組みが必要で、はないかと思います。

菱沼 今度の中期政策の中には、貧困とか

女性の問題とか人間開発、人間中心という課

題が掲げられていますが、結局、どこかの国

の産業分野を経済的、あるいは自立した産業

に育成しようとしているわけではないんで、す

ね。キーとなるような何らかの技術的な支援

をやることによ って、農家なり地域なりの経

済力が少し向上し、民生が安定、漸進するこ

とが第一歩だと思うんです。そうすれば農村

女性の問題だ、って改善されていく 。そういう

ことで人間も少し目覚めて教育をしたり、工

夫をすれば何かできるということにみんなが

気づくんだと思うんです。

ブタやブロイラーの生産が日本にとってか

わるようなことまでする目的で協力をやって

いるのではないわけです。しかし、ある一定

の水準まで技術などが上り、自ずからそうな

ることはしょうカτない。まさにそのことによ

って経済発展ができることになるわけだから。

しかし、これからの畜産協力というのはまだ

まだそんなレベルではなくて、何とかしてま

ず自分たちが食べる。それと販売、流通する

ことによって現金収入を得る。その現金収入

を自分たちの生活なり教育なりに使う。そう

いうことをまず第一歩とするための技術協力

というのはまだまだ増える可能性はあるのか

なと考える。

あとは、ある一定水準の人たちを、例えば

国立なり県立の施設、第三セクター的な施設

で、ハイレベルの人たちと一緒になっては仕

事をし、かつ、研錆することも当然必要です。

しかし、その場合にも、例えばワクチンの問

題だと製造はできるが、運ぶのに冷蔵施設が

ない。一週間もかかる。現場へ行ったらスト

ックしようにも氷も冷蔵庫もない。ヨヨヨと

言っているうちにパタパタ死んで病気が終息
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したころに、ワクチンを:trって回るはめにな

る。そこを一気通貫でどうできるか、そうい

う技術が一つ。あとは全体としてモデル的な

地域農村なりを構築するのに畜産がどうかか

わるか、が重要だと思うんです。それと、協

力すべき家畜の品種なりステージをよく見極

める必要がある。派遣される専門家の得意分

野と何を協力するかの関係を良く考えた人選

ということが重要となってくる。そういった

意味で畜産技術協会のリクルートブックのよ

り一層の整備が望まれるところです。

司会 特定の技術分野で、これはというも

のを持っておられるのは大変結構なことと思

いますが、それと同時にもう一つは協力地域

について土地勘があるというか、常識的なも

のがないとトンチンカンになるんです。そこ

のところを常時どうやって、そういう土地勘

のある人を育てておくか。あるいは情報を集

めて整理しておくか。そういうふうなことが

必要で、そのあたりにも畜産技術協会の役割

があるかなと思います。

菱沼 技術協力の支援についてみれば、例

えば構造改善局、水産庁、林野庁にも国際協

力室等のような専門の部署がある。残念なが

ら、畜産局には設置されておらず、丸投げ的

に畜産技術協会にやっていただこうという趣

旨でいろんな予算措置をしたということがあ

るんです。それにしてもまだ予算的な措置を

もう少し役所にしてもらわなければ困るんだ

けれども、畜産技術協会がやることはいっぱ

いあると思います。

藤固 まずは、畜産関係の周辺事業の情報

をストックするというところから始まる。それ

は国別情報であり、畜種別であり、そうして収

集した情報の分析等を行って，それを政策・企

画立案に生かして貰うことになると思います。

ニワトリ・ブタへの支援の仕方をどうする
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か。これは、 FA Oでも将来の畜産開発の中

で随分論議し、農業委員会にも投げて各国の

意見を聴くということをしましたが、会議全

体の時間の問題もあって、結論は出なくて持

ち越しになった経緯があります。ブタ・ニワ

トリへの協力は私自身の考えではこうだろう

と思うんです。大規模企業経営的なものには、

特に政府がテコ入れする必要性はない。小規

模なものには、貧困問題などの取り組みとか

もあり、この育成を図る。ただ、大規模経営

に何もしないでいいかというと、そうではな

い。例えば、家畜伝染病の対応とか、医薬品 ｜

等の残留問題など畜産物の安全性の問題等に

ついては、大規模経営にも政府ベースで入り

込んで規制や検査体制の整備、安全性確保の

ための人材育成等協力をしていくこととなる

と思います。

それからFA Oでの協議に乳牛の話も出ま

した。現地の条件に適合する動物の育種は非

常に重要なことです。経済性の追求のみが行

過ぎていくと、将来必要となりそうな貴重な

遺伝子資源がどんどんなくなっていく 。ある

欧州先進国では、遺伝子資源が枯渇する危険

性のあるような協力だ‘ったら、協力の対象に

しないというところまでいっています。一方

では、現実には遺伝子資源をどれだけ金を出

して保存させておくか、どのようにして政府

にイニシアチブをとらせるかという問題があ

りますので、解決は簡単で、はないですね。

そのへんが今後の課題で、関係の方々から

知恵をいただきながら、とりまとめて協力の

政策論のパックアップ材料として作っておか

ないと、国際的な場で我が国の戦略が通用し

なくても困り ます。

菱沼 ブタは、中国に したって残撞なり副

産物で養豚をし、ニワトリ も庭先養鶏で生産

性も極めて低い。このあたりから、協力をき
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ちっとやったらどうだろうか。飼料を買って

卵をと って収支がどうかという話のところま

では本来、いかないということはないけれど

も、その前に先ずやることがありますね。

司会 OD A事業としてどこまでやるかと

いう話があって、それは民の活力に任せてお

けばいいという感じの部分が結構ありますね。

ただそこでの問題は、結局、畜産の大きな目

的は、農家の生活と経営の向上につながる課

題と、もう 一つは国民の食料としての畜産物

の安定的かつ安全な生産と供給です。そうす

ると添加物や残留の問題なり、と畜検査等の

問題があって、これから東南アジア等の畜産

食品の消費が増加する地域では重要な課題に

なってきました。日本ではその部分は厚生省

の関係になっており、また、教育問題は文部

省の関係です。ところが技術協力で考えれば、

これらは一元的なわけだし、その部分を抜き

にして技術協力というのは片手落ちになる場

合も少なくありません。そこのところをこれ

からどうきちっと担保していくかというのも、

国内での協力の体制の中で一つの問題ではな

いかと，思っています。

菱沼 開発途上国の食肉生産ですと、流通、

冷蔵庫、と畜場と問題が沢山あります。畜産

はつくるところばかりでなくて、少なくとも、

と畜場、冷蔵程度のところまで考えるような

技術協力をする必要があるでしょう。

司会 ザンピア大学の協力の例をとってみ

ても、日本では文部省に属する獣医師教育を、

畜産協力事業としてやっているし、モンゴル

で開始している獣医学研究協力もそうです。

このように JI C Aの畜産協力事業として、

一元的にやっているわけですから、囲内の受

け手なり支援の側がどううまくまとまれるか

ということにもなるんですね。

そういうことで畜産技術協会は、官も民も

オール畜産として協力事業を効果的に進める

上で、どういう役割をなすべきか考えていか

なければいけないと思います。

鮫島畜産は他の農業分野に比して、囲内

支援の窓口も担当局も一本になっていて、情

報の蓄積という意味で非常にやりやすいんだ

ろうと思うんです。各国にどういうふうに研

修のOBがいて、今どんなポジションにいる

かということも蓄積できるでしょうし、今後

の畜産協力についても、これまでの実績を踏

まえてここで一つの方針を出すことだってで

きるわけです。アジアの技術の中心として畜

産の協力分野はまだまだあると思います。

そのためには新しい分野の開拓も含めて、

とくに個別専門家の方々がそれぞれ派遣国の

畜産の状況を十分踏まえて、プロジェクトを

発掘してもらわないと、それが形になりませ

ん。ただ、畜産の個別専門家はそんなに多く

ないので、畜産以外の分野から行っている人

も含めてやらないと協力につながりにくいと

いうことがあります。畜産の専門家だけでな

くて農学、農業土木等の分野で政策アドバイ

ザー的に行っている個別専門家やこれから派

遣される専門家に、畜産分野の協力の実績な

り、これからの方向づけについて、畜産技術

協会が一日でもいいから、 トレーニングをし

て予備知識を与え、現地のニーズの発掘とプ

ロジェクト形成がもっとうまくできるように

応援していただきたいと思います。

司会畜産技術協会は、プロジェクト協力

については JIC Aの委託を受けて、いろい

ろな内容の技術支援活動をやっています。さ

らに、個別派遣専門家も含めて技術的な意味

でのPT Aの役割は、協会が果たさなければ

いけないというので、協会発行の雑誌を毎月

定期的に送ったり、例えば英国の狂牛病やマ

レーシアのニパ・ウイルスの資料とか、いろ
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いろな国際的な話題など海外で働く専門家が

畜産獣医の分野でこの程度は知っておかない

といけないという情報等を流す活動は今でも

やっているわけです。

菱沼 関係国に JI C Aの個別派遣なり、

大使館のアタッシェなりが赴任するとき、畜

産技術協会で資料を渡したり、畜産情報を渡

しておくことをやり、赴任地で何か情報があ

ったら教えて欲しいということをやるという

のは必要でしょうね。ヨーロッパへ行く人、

アメリカへ行く人、大洋州に行く人も含めて、

そういうことをするのが大事です。畜産とい

う色のついた人だけが案件を発掘するという

ことでなく、こうすればより多くの情報が入

ってきて、そこをまた目当てに調査に行った

り、いろいろなことをすればよいですね。畜

産の専門家が専門分野の情報収集等をするの

は仕事のひとつだが、畜産以外の人を対象に

層を広げて行くことが重要ですね。

鮫島畜産の分野はほかの分野と比べて非

常に専門性が高いんです。一般に農学分野は

理解できる人でも畜産は分かりにくい。言葉

からしてわからない。専門性が高いので、畜

産以外の人に言葉を含めて少し教育して出さ

ないと、いい案件が挙がってこなくなる恐れ

があります。今、新規案件の審査をやってい

るところですが、案件採用の打率が悪いんで

す。派遣前に畜産以外の専門家も含めて、 1日

ぐらいかけて教育されたらどうかと思います。

古内 プロジ、エクトは人で決まるというぐ

らい専門家の資質は大事ですが、畜産の専門

分野については、そんなに心配していません。

日本人はだれが行っても、長期でも短期でも、

専門のことを事前に教えておく必要は少ない

んですけれども、現場ではその他のことでぶ

つかることがいっぱいあるんです。専門以外

のソフトの面は実際に専門家に任せられてい
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るところが多いので、専門家がいくら技術面

で優秀でも、少しでも人間性の問題で相手と

ぶつかると、その後は全然うまく行かない。

プロジェクトでは技術を受ける国の人は習う

ことだけでもヲ｜け目があるわけですから、そ

ういう点での事前の教育を JIC Aにもお願

いしたいんです。そこのところを理解してく

れれば、まずうまく行くと私は思います。

鮫島畜産技術協会には、 JIC Aプロジ

ェクトについて、国内支援から専門家の派遣

について全面的に協力いただいています。こ

れからは点を面にという話、あるいは本当に

農家の貧困問題の解決につながるような協力

ということで、センター型協力の成果を広げ

ていくという役割が期待されていると思いま

す。そういう面でもこれまでの実績を踏まえ

て、協会はより幅広い協力につながるように、

専門家あるいは専門家のタマゴの支援をお願

いしたいと思います。

司会畜産技術協会

は、農水省や関係機関

から各種のご支援、ご

指導をいただいて、途

上国の畜産協力を支援

しておりますが、その

範囲と内容は広く深く、

十分にカバーするには至っていません。これ

からも鋭意努力していかなければならないと

思っています。

本日は、いろいろと貴重なご意見を拝聴し、

また有益なコメントをいただいて有難うござ

いました。協会も今後、畜産分野の国際協力

事業に、ただいまのお話を大いに反映させて

いきたいと思っていますので、皆様には今後

とも変わらぬご支援、ご指導をお願いいたし

ます。長時間にわたりご協力有難うございま

した。
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「優秀畜産表彰等事業（JRA畜産振興事業）」

『研究開発部門』最優秀賞・優秀賞紹介

．中央畜産会は、平成10年度より日本中央競馬会の畜産振興事業として、

（財）全国競馬・畜産振興会の助成を受け、「優秀畜産表彰等事業Jを実施

しております。本事業は、我が国の畜産の各分野（経営、指導支援、地域

振興、研究開発）において成果をあげ模範となる事例について全国から広

く募り選考・表彰し、これを紹介・普及するものです。 （社）畜産技術協

会は「研究開発部門」について（社）中央畜産会から受託して選考を行っ

ております。

最優秀賞

毛色関連遺伝子のDNA多型を用いた豚の品種識別技術

家畜ゲノム研究プログラムチーム ・遺伝子利用技術開発グループ

［農林水産省畜産試験場・農林水産先端技術産業振興センター（農林水産先端技術研究所）］

優秀賞

家畜・家禽のサルモネラ症とマイコプラズマ症の防除に関する研究

佐藤 静夫 （全農家畜保健生所技術顧問）





最優秀賞

毛色関連遺伝子のDN A多型を
用いた豚の晶種識別技術

家畜ゲノム研究プログラムチーム・遺伝子利用技術開発グループ

［農林水産省畜産試験場・農林水産先端技術産業振興センター（農林水産先端技術研究所）］

平成10年6月頃、 DN Aレベルでの豚の品

種識別を目指し、毛色関連遺伝子のDN A多

型を用いた豚の品種識別に関する研究を開始

した。平成11年 2月頃、本研究の中から得ら

れた毛色に関連する 2つの遺伝子の塩基配列

情報を用いれば、パークシャ一種を含むわが

国で用いられる主要な豚品種について純粋種

か、交雑種かを知ることができることが明ら

かとなり、当時問題になり始めた「純粋黒豚J

の識別に有用ではと考えるに至った。

ここにいう「純粋黒豚」とは単なる黒い色

の豚のことではない。鼻端、尾端と四肢端の

計6箇所が白く「六白」といわれているパー

クシャー干重のことである。ノくークシャー干重の

脂肪は融点が高く、肉には甘みがあり特にお

いしいとされてきた。しかし、 一腹産子数が

少なく、体重の増加も遅いため飼養頭数は

徐々に減少し、平成 9年 2月時点では全国で

約12万頭（全体の約1.8%）となっていた。

最近、スーパーでは「黒豚Jの表示を多く

見かけるようになったが、消費者等から「本

当の黒豚であるか疑問」「出荷量に比べて黒

豚が氾濫しすぎているj、また「ランドレー

スなどと交配すると白い豚になる。黒豚が血

統に入っていても、白い豚を黒豚と表示する

のはどうかJといった意見があがっていた

（畜産局）。 このため農水省では「黒豚」に

ついての意見を公募し、その定義（表示）を、

純粋パークシャ一種同士の交配による産子と

することとした。ここで、食肉になった段階

で、純粋パークシャ一種であることをどのよう

に識別するかが問題となっていたが、本研究

課題である「毛色関連遺伝子のDN A多型を

用いた豚の品種識別」が問題の解決に貢献す

ることとなった。

着目した遺伝子は、毛の色に関連する

MClR （メラノサイト刺激ホルモンレセプタ

ー：メラノコルチン lレセプター）遺伝子と

色素細胞細胞等の増殖に関連するとされる

KIT遺伝子の 2つである。理由は後述するが、

1つの遺伝子の配列型だけでは主要な品種を

区別することはできない。 2つの遺伝子の情

報を用いることによって初めて、ランドレー

ス及び大ヨークシャ一種（白色）、デュロッ

ク種（褐色）、ハンプシャ一種（白黒斑）、パ

ークシャ一種 （白黒斑）、メイシャン豚 （中

国黒色種）の食肉試料での識別が可能になっ

た（当稿では以後「種」を省略して記述する）。

1 .毛色関連遺伝子について

ブタの毛色は家畜化の過程で人為的選択圧

を強く受けてきた形質であり、野生型 （アグ

ーチ； Agouti）から様々な色が出現してき

た。黒（Black）、 ドミノ斑（Domino

spotting）、赤（Red）、白ベルト（White

belt）は中近東と地中海地方起源であり、優

性白色 （Dominantwhite）は北ヨーロッパ

起源と考えられている。現在までの長年にわ
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たる交配実験の結果、ブタの毛色多型に関す

る遺伝子座は 8っすなわちA (Agouti）、 C

(Albinism）、 D(Dilution）、 E(Extenti on）、

He(Hereford）、 I(Dominant white）、

Be(White Belt）、 R(Red-eye）が推定され、そ

のうちの 5つ（A、E、He、I、Be）には毛

色多型に関与する遺伝子の存在が推定されて

いる。さらに近年、毛色の多型についての分

子遺伝学的研究がマウスとヒトを中心に進展

し、関与する遺伝子の知見が増大した。

現在わが国で主に用いられているブタ品種

も、特徴ある毛色あるいは毛色パターンを示

している（図 1写真））。すなわちランドレー

ス種と大ヨークシャ一種は白色、デ、ユロック

種は赤（褐色）、パークシャ一種は黒地に鼻

先と尾ならびに足先が白い六白といわれる品

種であり、毛色や体表面の紋様が品種を示す

特徴のーっとなっている。

「品種は通常、毛の色と体表面の紋様パタ

ーンによって識別されている。Jということ

は「毛色及び紋様を支配する遺伝子には明ら

かな品種間の違いが存在するであろう 。jと

思われた。このような考えのもとに、毛色及

び紋様に関連するとされる 2種類の遺伝子、

メラニン細胞刺激ホルモンレセプター

(MClR）遺伝子及びKIT遺伝子の多型を解析

対象として、各ブタ品種に特徴的な配列を明

らかにすることを試みた。

2.遺伝子塩基配列の測定

2つの遺伝子について、品種間の塩基配列

の違いは特定領域を Pc R増幅してDN Aシ

ーケンサーにより直接に塩基配列を決定する

ことにより見いだした。その後、塩基配列の

違いが明らかになった部分を簡易に制限酵素

断片長多型によって検出することを試みた。

制限酵素断片長多型はRFLP(Restriction 
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fragment length polymorphisms）と呼ばれ、

生物の個体間で遺伝子の塩基配列の異なる部

位に制限酵素切断部位が存在すると、制限酵

素切断断片のサイズが異なることを利用して

その遺伝子の多型を解析するものである。

3 .MCl R遺伝子

MClR遺伝子はメラニン細胞においてメラ

ニン合成を促進するメラニン細胞刺激ホルモ

ンのレセプター遺伝子であり、ブタ第 6染色

体の短腕にある。

今回、ランドレース（白色）、大ヨークシ｝

ャー（白色）、デユロック（褐色）、パークシ

ャー（黒色）、ハンプシャー（黒色）、メイシ

ャン（黒色）、モンカイ（黒色）、ニホンイノ

シシ（野生褐色）について、 MClR遺伝子の第

2膜貫通領域を含む侃4bpの塩基配列を調べた。

各ブタ品種のMClR遺伝子の塩基配列決定

を行った結果、 8箇所に塩基配列の違いを認

めた。違いの認められた部分をアミノ酸の翻

訳単位コドンで示した（表 1）。コドン90、

97, 116、119、159、161、163、238において

塩基置換が観察され、コドン116、163はアミ

ノ酸の変化を伴わない置換、その他の変異は

全てアミノ酸の変化を伴う置換であった。なh

お、コドン番号はマウスのMClR遺伝子の配

列の番号に倣った。

表1 MC1R遺伝子において塩基配列の品種間差が認め

られた部分

コドン番号

90 97 116 119 159 161 163 238 

M1 GTG CTG AAC GAC GCG CGG ATT GCG 

M2 一一一 一一C --A 

M3 一一一 一一T A一一 一一C

M4 一一一 一一T A-- T一一 一一C

M5 一一一 一一T 一T- 一C A--

M6 A一一一c- 一一C 一一A

M1：ニホンイノシシ、M1及びM2：ニホンイノシシ2個｛本はこれらのヘテ

ロ型、M3：大ヨ クシャ－6個体、ランドレース21固体、パークシャ－8個体、

ハンプシャ－8個体（ランドレースでは上記のM3に示す温基配列のホ

モ型以外に、M3およびM4のヘテロ型、M4のホモ型がある。）、M5：デ

ュロック、M6：メイシャン及びモンカイ

畜産技術 2000年 1月号



A.西洋白色種（ランドレースあるいは大ヨーク
シャ－）.本写真はデュロック（右）が交配さ
れている「三元交雑種」であるが、優性白色
遺伝子（KIT遺伝子）の影響で白色となる．

c.パークシャー（子豚）．鼻先、尾端、四肢端が
白い（六白）．肉質か‘良好であるが産子数が少
なく、増体も小さい．

E.ハンプシャー．黒色で肩部分に白色ベルトを
持つ．（日本種豚萱録協会提供）

B. デュロ ック種．毛色は褐色であり肉質がよい
とされる．

D. メイシャントン（梅山豚）．黒色で畜産試験場
保有の個体は四肢端が白い産子数が多い（ 1 
6頭程度）．

F. パークシャー（成体）．黒色六白．（日本種豚
登録協会提供）

図 1 豚の主要品種と毛色
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表 1の中の配列番号Mlはニホンイノシシ6

個体からの配列である。ニホンイノシシ2個

体はMlおよびM2のヘテロ型であった。M3

に示す塩基配列は、大ヨークシャー6個体、

ランドレース2個体、パークシャー8個体、ハ

ンプシャー8個体からのものである。またラ

ンドレースでは上記のM3に示す塩基配列の

ホモ型2個体以外に、 M3およびM4のヘテロ型

が2個体、 M4のホモ型が2個体で、あった。M5は

デ、ユロック6個体からの配列である。メイシャ

ン6個体とモンカイ3個体を調べた結果、すべて

の個体はM6に示すタイフ。のホモ型で、あった。

4. MCl R遺伝子の簡易な多型検出

4つの制限酵素（HhaI、MaeIIあるいは

NlaIII,RcaI) を用いた切断パターンの組み合

わせによりタイプ分けを行った。全てのブタ

品種において、塩基配列から予想されたとお

りのRFLPの結果を得た（図 2：写真）。す

なわち

①制限酵素HhaIで、消化した場合、デユロ ッ

ク対ランドレース、大ヨークシャー、 メ

イシャン、パークシャー、ハンプシャーの

Hha I 
LWDMB 

Mae JI Niall 
LWDMB LWDMB 

図2 制限酵素HhaI、MaeE、Niallによる豚の

品種識別．

L：ランドレース（白色） W ：大ヨークシャー（白色）

D：テ‘ュロック（褐色） M：メイシャン（黒色）

B：パークシャー（黒色）
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識別が可能であった。

②制限酵素MaeIIあるいはNlaIIIで、消化した

場合、メイシャン対ランドレース、大ヨー

クシャー、デFユロック、ノfークシャー、ハ

ンプシャーが識別可能で、あった。

③制限酵素Realで、消化した場合、デユロッ

ク、メイシャン対ランドレース、大ヨーク

シャ一、パークシャ一、ハンプシャーの識

別が可能であった（写真略）。

しかし、西洋白色種（ランドレース、大ヨ

ーク シャー）とパークシャー、ハンプシャー

は塩基配列が同ーのため、ここで取り上げた l
MClR遺伝子の多型からは西洋白色種とパー

クシャーを識別することはできなかった。

5. KIT遺伝子

MClR遺伝子の情報からだけでは、最も重

要となる西洋白色種（ランドレース、大ヨー

クシャー）対パークシャーの識別ができなか

った。そこで、毛色に関連するとされるもう

一つの遺伝子、 KIT遺伝子の塩基配列調査を

行った。KIT遺伝子は第 8染色体の短腕に存

在し、ヒトでは約70,000個のDN A分子から

構成されている。

KIT遺伝子のエクソン16から19にわたる約

4 Kbpについて、上記の8品種に加えヨーロ

ッパイノシシ（野生褐色）とユカタンマイク

ロブタ （黒色）の塩基配列を調べた。品種間

で配列の違いが見いだされた部分を抜粋して

示した（表 2）。

大ヨークシャー及びランドレースが持つ優

性白色の理由が、 c-KIT遺伝子の重複と重複

遺伝子における変異によることがJohansson

等により示唆されている。すなわち、重複し

た一方の遺伝子にはイントロン18に4塩基対

の欠失がある。さらにエクソン17とイントロ

ン17の境界の変異、すなわちイントロン17の

苗産技術 2000年1月号． 



表2 KIT遺伝子において塩基配列の品種間差が認められた
部分

position 398 549 595 659 695 844 884 958 959 1313 1342 1632 1724 1837 19刊1揃

K1 TAATC  GCCAGGGGAAA  

K 2 一一一 C 一一一一一一一一一一 T ー

K 3 一一一一一一一一一 一一一一 T ー

K 4 C G 一一一一一一 G 一一一 T - T G 

K 5 C G 一一一－ A-G-A-T ー T G 

K 6 C G 一一一一一一 G A--T-TG  

K 7 C G 一一一一一一 G 一一一 T - T G 

K 8 C G 一一一一一一 G 一一一 T - T G 

K 9 C G 一一一一一一 G 一一一 T - T G 

K10 一一 T - - A 一一 G - - A 一一 T G 

K11 一一一一 T 一一 T G--A-GTG  

position 2073 21乃22952313 2314 236112377 2391 2429加924刊 24722530お叩四II田22

K1 G CG  CCC  CG  CG  G CT  GA  C 

K 2 一一一一一一一一一一一一一一一－

K 3 一一一一一一 T 一一一一一一一一－
K 4 - G 一一一一 T C 一一－ A-AG-

K 5 - G 一一一一 T C -A-AG-

K 6 - G 一一一一 T 一一一－ A-AG-

K 7 - G 一一一一 T 一一一 一 A - A G -

K 8 ー G －一一一 T 一一一一 A - A G -

K 9 - G 一一一一 T 一一一 A A - A G -

K10 - - A T A T 一一＊ A 一一一一 G T 

K11 A - A T A 一一一＊ A 一一 G - G T 

問sition2663昂7429回17171邸428401制抑03049 31臼卸73221担却 3196羽17羽n
K1 ACT  CA  AGGCACAGTTT  

K2 －一一一一一一一一 G 一一一一一一

K 3 一一一一一一一一一 G 一一一一一一
K 4 G ー C 一一 T-A-GTCACCC

K 5 G - C 一一 T-A-GTCACCC

K 6 G ー C 一一 T-A-GTCACCC

K 7 G - C 一一 T-A-GTCACCC

K 8 G - C 一一 T A GTCACCC  

K 9 G ー C 一一 T A A - G T C 一 C c c 
K10 G G C T G T - - A G ー C 一 C c c 
K11 G - C T ー T - - A G ー C 一 C c c 

posilion 3341抑制7問地 3597櫛目的 37373刑制御5縦訓7

K1 GGGAGGAGAC A G T T  

K 2 一一一一一一一一一

K 3 一一一一一一一一一
K4A-A-A-G  A 一一一一一一

K5A-A-A-G  A 一一一一一一

K6A-A-A-G  A 一一一一一一

K7A-A-A-GA －一一一一一
K8A-A-A-G  A 一一＊ホ＊＊

K9A-A-A-GA-T 一一一一

K10 - T - G A T G A G 一一一一一

K11 - T - G A T G A 一一一一一一

K1：ニホンイノシシ、K2：メイシャンおよびパークシャ一、K3：モンカイ、

K4：ヨーロッパイノシシ（ヨーロッパイノシシとテーュロック各11図｛本は、どち

らも配列K4とKSのヘテロ接合体で、あった.）.K6～KB：大ヨークシャお

よびランドレース各1個体、K9：ハンプシャ－.K10：パークシャー.K11：ユ
カ合ンマイクロブ合

最初の塩基がグアニン（G）からアデニン

(A）に変化することにより、その転写産物

はエクソン17を欠く 。このことについて、わ

れわれの研究の中でも追試し、全ての試料に

おいて矛盾のないことが確認された。すなわ

ち、西洋白色種と有色種の違い （表2の1313

番目）、イントロン18内の4塩基対の有無（表

2の3884～3887番目）が確認された。

この塩基配列情報により西洋白色種と有色

種が識別可能となり、前述のMClR遺伝子の

情報と組み合わせ、 主要な品種識別は可能に

なった。しかし、同じ白黒斑を持つパークシ

ャーとハンプシャーの識別は未だ可能で、はな

く、後述するイントロンの塩基配列情報を用

いる必要があった。

6.パークシャーと八ンプシャー
の識別

ノfークシャーとハンプシャーはどちらも白

黒の体表面文様を持ち、前述までの配列情報

では識別できなかった。だが、 KIT遺伝子の

イントロン部分に両品種の識別に用いること

ができる多型が存在していた。イントロン部

分の配列比較の結果、以下のような塩基置換

の特徴が認められた。

①パークシャーの配列はニホンイノシシ、メ

イシャン、モンカイの配列と類似しており、

東洋起源と推察される。

②一方ハンプシャーはヨーロッパイノシシ、

大ヨークシャー、ランドレース、デュロ ッ

クの一部と類似しており、西洋起源と推察

される。

③また、鹿児島県産の一部のパークシャーの

配列はユカタンマイクロブタと類似してい

た（起源未定とした。）。

このようなイントロンの塩基配列の解析か

ら、パークシャーは東洋起源と考えられる配
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列を持ち、 KIT遺伝子959番目の塩基多型に

より詰t別できることカf明らかになった。また、

ハンプシャーは西洋起源と考えられる配列を

持つことが明らかになり、 KIT遺伝子2600番

目の塩基多型により識別できることが明らか

になった （図3：写真）。

以上のように本研究で用いた 2つの毛色関

連遺伝子の塩基配列多型を検出することによ

り、日本における主要なブタ品種、白色品種

（ランドレース、大ヨークシャー）、デユロッ

ク、パークシャー、ハンプシャーを生肉ある

いは加工肉からでも識別可能なことが明らか

となった（表 3）。

B H 

図3 制限酵素SmaIによるパークシャーとハン

プシャーの識別．

B：パークシャ－

H：ハンフシャー

表3 5種類の制限酸素を用いたハム、ソーセージ等加工肉

における遺伝子診断の結果例

制限酸素の種類（t:PCR自国幅部分が酸素で切断された、一：切断されない）

MC1R遺伝子用 KIT遺伝子用

Hha I Nlam Csp45 I Mse I Sma I 

トihaI Nlam Csp45 I Mse I Smal 

純粋パークシャ一類

ポンレスハム（A社） ＋ ＋ 

ロースベーコン（A社） ＋ ＋ 

ベーコン（A社） ＋ ＋ 

ウインナー（A社） 十 ＋ 

F1パークシャー

ポンレス（Aヰ土） ＋ ＋／ー ＋／ー ＋／ー

ロースベーコン（A社） ＋ ＋／ー ＋／ー ＋／ー

ベーコン（A社） ＋ ＋／ー ＋／ー ＋／ー

ウインナー（A宇土） ＋ ＋／ー ＋／ー ＋／ー

ウインナー（Bヰ土） ＋ 十／ー ＋ ＋／ー

ボローニア（B社） ＋ ＋ ＋／ー ＋／ー

フランクフルト（Cキ土） ＋ ＋ ＋ 

その他の品種

ポンレス（D社） ＋ ＋ ＋ 

ロースハム（E社） ＋ ＋ ＋ 

ロースハム（F社） ＋ ＋ 

ウインナー（B社） ＋ ＋ ＋ 

ウインナー（F社） ＋ ＋ ＋ 

ウインナー（Et土） ＋ ＋ ＋ 

Hha I ：＋は茶色、ーは白色とパーク

Nlalli ：＋は白色の遺伝子型をヘテロまたはホモに持つ、ーは白色

遺伝子型を持たない。さらにc-KITの他の部位の来歴判定周多型を

用いると

東洋型（日本イノシシ、中国豚、バクシャー）

西洋型（テ’ュロック、ランドレ ス、大ヨークシャー）

未定型（現在の所来歴不明で東洋型、西洋型以外の型、ハークシ

ヤーもこれを持つ場合がある。）

Csp452 ：＋宋定型と西洋、ー東洋型

MseI ：＋未定型、ー西洋型と東洋型

Smar ：＋東洋型と未定型、ー西洋型

測定結果.F1フランクフル卜以外は全て表記通りの材料が用いられて

いる。F1フランクフル卜にはパークシャーは入っていない可

能性がある。

三橋忠由（農水省畜産試験場）

奥村直彦（STAFF研究所）

‘設
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優秀賞

家畜・家禽のサルモネラ症と
マイコプラズマ症の防除に関する研究

佐藤 静夫（全農家畜保健衛生所技術顧問）

l .サルモネラ症の疫学、診断、

防除について

家畜・家禽のサルモネラ症は、生産性低下

や死亡等による被害が著しいのみならず、こ

れら感染動物由来のサルモネラ汚染畜産物が

人の食中毒の原因となるため公衆衛生上から

もその防除が重視されている。

1)サルモネラ症の発生・伝播について

1970年以降、全国の検査機関などにより家

畜・家禽から分離されたサルモネラ菌株の血

清型別を主体とした年次的な調査により、家

畜・家禽におけるサルモネラ症の発生動向を

明らかにした。1960年代後半から乳用雄子牛

の集団飼育の普及に伴ってサルモネラ症が各

地で発生し、その大部分はネズミチフス菌

(ST）で、 一部がサルモネラ・エンテリテイ

ディス（SE）による症例であった。しかし、

1977年には、初めて大分県下でサルモネラ・

ダブリン（SD）による妊娠牛の流産や子牛

の敗血症死が発生した。また、 1975～1977年

頃にかけて滋賀県下の 4戸でサルモネラ・ネ

ストベド（SN）による子牛のサルモネラ症

が発生し、死亡および淘汰率は14.3～35.2%

に達する損害を生じた。このサルモネラは世

界的にも極めて希で、 1958年にデンマーク領

の島で発生した子牛の症例から分離されてい

るのみである（1）。そのf麦、 SDおよびSNに

よる牛のサルモネラ症の発生は1980年代には

九州地域から日本列島を北上して東北地域に

達し、さらに1992年以降には北海道でもSD

による牛のサルモネラ症が発生している。こ

のようなサルモネラ症の発生状況は、海外か

らの輸入動物による新たなサルモネラの持ち

込みが、また、国内においては牛の移動によ

る伝播が考えられた。そこで、国内で高頻度

に発生する牛のサルモネラ症由来ST菌株の

薬剤耐性やプラスミドパターンを解析した結

果、近接地域に発生した子牛のサルモネラ症

由来菌では類似性が高く、これら動物を取り

扱う家畜市場や輸送途次での伝播防止対策の

重要性を指摘した（ 2）。

2）飼料のサルモネラ汚染と検査法について

飼料汚染サルモネラは、家畜、家禽のサル

モネラ感染源となるのみならず、畜産物の汚

染を介して、人のサルモネラ食中毒の原因と

もなるのでその防除対策が重視されているが、

わが国では1977年に飼料安全法が制定され、

有害微生物に汚染された飼料の製造、販売、

家畜への給与が規制され、飼料の品質管理に

微生物汚染の排除が組み入れられた。

我々は飼料原料や配合飼料のサルモネラ汚

染状況と検出されるサルモネラ血清型を調査

した結果、 1976年1月～1978年2月の調査で

は動物性蛋白原料の24.8%(76/306）から41

種類もの多様な血清型のサルモネラが検出さ

れた。しかし、これら飼料中に含まれるサル

モネラ菌数は少なく大部分の検体（68/76)
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は最確数（lOOg当たり） 100個以下であるこ

とを認めた（3）なお、飼料から検出された

多くの血清型のうち l株は、世界的にも未知

の血清型であることが判明し、 S.lbaragiと命

名し、新たなサルモネラ血清型として登録さ

れた（ 4）。

飼料安全法の施行に伴って、国の検査機関

による検査が行われることになった。しかし、

飼料中に含まれるサルモネラ菌数は微量であ

り、また、その活性は低いので、その検出に

は特殊の方法が必要とされる。そのため我々

は種々の培養法を比較検討した結果、「燐酸

緩衝ペプトン水による37℃24時間前増菌培養

後、ハーナ・テトラチオン酸塩培地で43℃増

菌培養し、 24および48時間後にDHLまたは

MLCBとBG寒天培地で分離培養する方法J

の優れていることを明らかにした（5）。 この

方法は昭和58年に畜産局が制定した飼料のサ

ルモネラ検査法の公定法に採用されている。

なお、多数の検体を検査する飼料工場など

でのサルモネラ簡易迅速検査法として、

DNAプローブ法によるキット（核酸テス

ト・サルモネラ）を開発した（6）。これはサ

ルモネラの遺伝子の特異領域とのみ結合する

検：出用DNA(Detector DNA : DNAプロー

プ）と、サルモネラの23sリボゾームRNA

を選択して捕らえる捕捉用DNA (Capture 

DNA）の 2種類の合成DNAにより、マイク

ロタイタープレート内でDNA/RNAサンド

イツチハイブリダイゼーションを行い、培養

菌液中のサルモネラの有無を判定するキット

である。被検菌液中にサルモネラが存在する

場合は、陽性反応を示し標識抗体と発色液が

反応し青色を呈する。 陰性の場合は、ウエ

ル内に標識抗体が存在しないので発色液の反

応が起こらず無色のままである。このキット

での反応には、加熱処理工程は含まれておら
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ず操作も簡便で、約 3時間の検査時間で判定

できる。また、ハーナ・テトラチオン酸塩培

地での増菌培養菌液における検出感度は約

2×1Q5/mlで、ある。各種飼料原料 （111検体）

について培養法とのサルモネラ検出成績を検

討した結果、前者では25検体、後者では24検

体がサルモネラ陽性で、両者の一致率は

99.1%である。

3）家禽サルモネラ症の予防について

家禽のサルモネラ症は鶏肉や鶏卵のサルモ

ネラ汚染が食中毒の原因となるので、公衆衛

生上からもその防除が緊急とされている。そ｝

の対策として1973年にヌルミらによって成鶏

の腸内正常細菌叢を初生ひなに投与する、い

わゆる競合排除 （Competitive

Exculusion:CE）法が報告された。既に欧米

ではこの理論に基づいた製品が開発・応用さ

れているが、我々も成鶏の正常盲腸菌群の安

定的な培養法を検討した結果、新たなCE製

品 （CEテクト）を開発した。この製品の

12.5倍希釈液の0.5mlを10羽の初生ひなに投与

し、 24時間後にSEの103CFU/0.5mlを経口接

種した場合、盲腸内SE陽性羽数4/10，平均SE

菌数（LogCFU/g）は1.28± 1.94、肝臓のSE

陽性羽数3/10で、 CE製品非投与（対照群）

ひなにおける各成績、 10/10,7.69± 0.41およ

び10/10に比較して著しく減少した。この成

績から本CE製品は、腸管におけるサルモネ

ラ定着阻止・排除効果および臓器侵入阻止効

果の優れていることが確認され、ひなのサル

モネラ感染予防に有効であることが認められ

た（7）。また、本製品を投与されたひなの盲

腸粘膜の発達が助長され、 lgAやIgG抗体産

生細胞も増加することが認められた（8）。
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2.マイコプラズマ症の疫学、診

断、防除について

1 ）鶏のマイコプラズマ症の病原体分離、発

症機序と診断液の開発について

鶏のマイコプラズマ症は、第二次世界大戦

後にわが国に発生した新しい鶏病の一つであ

る。この病気は1950年代にわが国の養鶏産業

が、輸入鶏を基盤とする多羽数集団飼育へと

急速に変換していた時期に、慢性の呼吸器障

害の多発による生産性の低下という形で問題

になったものである。当時の輸入鶏の殆どは

米国産であり、米国では既に1936年頃から慢

性呼吸器病（CRD）あるいは気嚢病として

可成りの被害があり、養鶏産業における重要

疾病とされていた。このような状況から、わ

が国への本病の伝播の恐れがあるとされてい

たが、当時は、わが国で類似の呼吸器症状を

示す家禽ジフテリーと呼ばれていた疾病もあ

り病原学的にマイコプラズマ症の発生を確認

し、その診断法や防除対策を確立することが

必要とされていた。

我々は1962年に神奈川、山口、東京および

長野などの都県下の養鶏場で発生した呼吸器

病擢患鶏群の病原学的調査により、初めてマ

イコプラズマ・ガリセプチカム

（均1coplasmagallisepticum : MG）を分離・

同定した。さらにその後も全国各地の養鶏場

における呼吸器病鶏のMG感染を証明し、わ

が国における鶏のマイコプラズ、マ性呼吸器病

の発生を確認した（9）。なお、病鶏の呼吸器

にはMG以外にも多数の非病原性マイコプラ

スマが存在するため分離培養における識別が

困難で、それまでの病原体確認の不成功の一

因ともなっていた。そこで我々は寒天培地上

に発育したMGのコロニーの周囲に鶏の赤血

球が吸着することに注目して、鶏赤血球吸着

試験によるMGの簡易同定法を確立した。し

かし、マイコプラズ、マの分離培養は細菌の培

養に比べて困難で、あり、日常的な診断法とし

ては不適である。そのため農場での簡易検査

法として血清反応の開発が必要とされた。

我々はH.E.Adlerから分与されたMGS6株を

用いてMG急速凝集反応用診断液を試作し、

多数の感染鶏群および清浄鶏群について血清

の凝集抗体価と全血凝集反応の反応発現時間

を比較検討した。その結果、血清の凝集価が

20倍（陽性限界）の鶏は全血反応で 1分以内

に、 10倍（疑陽性）のものは 1～ 2分で反応

を呈し、 10倍以下（陰性）の鶏は2分以内に

は全血反応で陽性反応を示さない事を確認し

た（10）。MG診断液とMG感染鶏群の診断基

準の確定・実用化により、野外における本症

の血清学的診断が容易になり養鶏場における

本症の予防・治療効果の判定やMG清浄化の

推進が可能となった。

また、従来は鶏の関節炎の原因とされてい

たマイコプラズマ・シノビエ （M.synoviae: 

MS）が、わが国における鶏の呼吸器感染病

原体の一つであることを明らかにし、 MGの

場合に準じてMS急速凝反応用診断液を試作

し、実験感染鶏および野外感染鶏群について

の診断液の反応成績から診断基準を設定して、

本症の血清学的診断を可能にした（11）。

一方、多くの野外鶏群はMGあるいはMS

の単独感染では無症状で、いわゆる不顕性感

染状態にあるが、他のウイルスや細菌との複

合感染、ニューカッスル病生ワクチンの投与、

あるいは飼育環境のアンモニアガスなどによ

り呼吸器粘膜におけるマイコプラズマの増殖

が助長され慢性呼吸器障害の発生誘因となる

ことを野外調査および実験により証明し（図

1 ) (12）、生ワクチン投与時における抗菌剤

投与による発症予防方法を明らかにした。さ
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らにこれらの知見、技術に基づき、種鶏場に

おける種鶏群のマイコプラズ、マ清浄化を推進

した（13）。

2）豚のマイコプラズマ症の診断法ととワク

チン開発について

豚の代表的な呼吸器病の一つである豚マイ

コプラズマ肺炎（MPS）は、マイコプラズ

マ・ハイオニューモニエ （Mycoplasmα
hyopneumoniae: M.hp）の感染により発病す

る。本病は、世界中に蔓延している，寵患率の

高い疾病であり、わが国の屠場出荷豚の約

60%に本病による肺病変が見られている。本

病による致死率こそ低いものの発育の遅延、

飼料効率の低下など生産性低下が著しく、養

豚経営の大型化、企業化が進む現在、経済的

な損失が大きく、その診断法や防除対策の確

立は最も重視されている。

我々はMoriet al. (1983）によって報告さ

れたM.hpの培養菌体を抗原とする補体結合

反応の実用化を図り、診断用抗原の市販によ

り本病の血清診断法を確立・普及した。また、

M,hp菌体の表在性蛋白抗原のウエスタンブ

ロット法による解析と感染豚の抗体応答から

46Kd抗原に対する抗体が最も早期から長期

間にわたって検出されることを明らかにし

(14）、本抗原に対するモノクローナル抗体を

用いたダブルサンドイツチELISAによる

M.hp感染豚の迅速抗体検出法を開発した。

この方法による種豚場を対象とした全国調査

の結果、 12～16週齢時は44%、出荷時には

88%がM.hp抗体陽性を示し、本病の浸潤が

極めて高度であることが確認された（15）。

一方、 M.hpに一度感染・耐過した豚は再

感染に抵抗性を示すことから、 MPSに対す

るワクチン開発の可能性が従来から示唆され

ていた。しかし、これまでの知見では過剰な

マイコプラズマ菌体を含むワクチンを豚に注
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射すると逆に肺病変が激しくなるという現象

が報告されていた。そこで我々は、 M.hpの

不活化ワクチンの抗原成分等について各種検

討を行った結果、 M.hpの培養粗ろ液を抗原

としたワクチンがMPSによる肺病変形成を

抑制し、生産性向上に有用で、あることを明ら

かにし、不活化ワクチン （マイコパスター）

を開発・実用化した。本ワクチンはM.hpを

製造用培地で培養し、ろ過後ホルマリンで不

活化し、アジ、ユパントとして水酸化アルミニ

ウムゲルを添加したものである。 本ワクチ

ンの安全性と有効性について野外の豚を用い ｝

て検討した．衛生レベルの異なる3農場 （A

農場： SPF農場， B農場：呼吸器症状が認め

られない比較的衛生レベルの高い農場， C農
場： MPSや他の慢性呼吸器病による被害の

大きい農場）の合計212頭の子豚をそれぞれ

ワクチン区と対照区に分け，ワクチン区の豚

には， 3～7週齢時とその4週後の2回不活化ワ

クチンを注射した．ワクチン注射による全身

または局所における異常は全く認められなか

った.A農場のワクチン区の豚では，第2回

注射後4週でCF抗体が有意に上昇し（p<0.05)'

CF抗体は第2回注射後12週まで持続した.B 

およびC農場のワクチン区の豚では，臨床症

状が改善され，屠場出荷時の検査において肺

病変保有頭数，肺病変面積および回収された

M.hpの菌数は，対照区に比較して有意に減

少した（p<0.05）.さらに， C農場ではワク

チンの注射により平均一日増体量および平均

出荷日齢が有意に改善され（p<0.05），飼料

要求率も改善される傾向にあった．以上の結

果から， M.hpの培養上清を用いた不活化ワク

チンは野外におけるMPSの臨床症状および

肺病変の形成を抑制することが明らかとなっ

た．さらに慢性肺炎による経済的被害の大き

い農場においては，生産成績も改善すること

畜産技術 2000年1月号



が明らかとなった (16)
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ある内家古農牧学院をプロジェクトサイトとし1994年から1999年までの 5年間実施、成果をあげた。
内蒙古草原では有名な馬乳酒のほか、在来の乳製品が豊富である。
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農林水産省畜産試

験場飼養環境部

近赤外分析法による無粉砕

牧乾草の成分分析

はじめに

近赤外分析法（NI R S）による牧乾草の

成分分析は、すでにその精度が明らかにされ

ている。NIR Sは非破壊分析法であり、迅

速でしかも簡易に飼料成分が推定でき、現在

ではフォーレージテストにおける主要な分析

法として広く利用されてきている。しかし、

NIR Sによる牧乾草の成分分析では、前処

理として試料を微粉砕する必要があり、微粉

砕のための労力および時間はNIR Sによる

飼料分析のかなりの部分を占める。そこで無

粉砕牧乾草を用いたNIR Sによる飼料成分

推定を試みた。

供試試料と飼料成分

供試試料は牧乾草49点（圏内産牧乾草30点、

輸入乾草19点）であり、その内容はイタリア

ンライグラス14点、チモシー12点、 オーチャ

ドグラス混播草 5点、 アルフアルファ乾草7

占、 アルフアルファキューブ 1点、 アJレファ

ルファペレット 1点、エン麦 3点、 スーダン

グラス 4点およびトールフェスク、パーミュ

ーダグラス各 1点であった。

飼料成分は、 一般分析法による水分、粗蛋

34 

白質（c p）、粗灰分、酵素分析法による総

繊維（0CW）、細胞内容物（0CC）、デタ

ージ、エント法による中性デタージェント繊維

(ND F）、酸性デタージェント繊維（ADF)

および酸性デタージ、エントリグニン（ADL) 

であった。これらの成分範囲は表 lのとおり

であった。

2.近赤外スベクトルの測定およ

び近赤外分析

l ）近赤外スベクトルの測定

近赤外分析計はNIRSystems社の6500型を

用い、測定したスペクトルはNSA Sソフト l

ウエアにより解析した。近赤外スペクトルの

測定は、高水分測定用セル（試料充填部の大

表 1 供試試料の飼料成分含量

供試試料 検量線作成用
(n=49) 試料（n=31)

Min. Max. Ave. Min. Max. Ave 

水分 6.8 14.4 10.2 6.8 14.4 10.3 

粗蛋白質 5.7 24.0 10.7 5.7 24.0 11.1 

ocw 43.5 80.2 63.5 43.5 72.5 63.3 

occ 14.2 45.8 27.6 19. 7 45.8 27.7 

NDF 34.4 80.3 61.8 34.4 75.2 62.1 

ADF 25.9 49.9 38.6 25.9 45.7 38.0 

ADL 2.4 9.7 6.0 2.4 9.7 5.6 

組灰分 4.0 15.9 8.9 4.0 15.9 9.1 

Min.最小値、Maxぃ最大値、Ave.平均値

（乾物%）

検量線検定周
試料 n=18)

Min. Max. Ave. 

7.0 14.4 101 

5.9 21.6 10.1 

49.5 80.2 63.9 

14.2 39.7 27.5 

39.9 80.3 61.3 

31.9 49.9 39.5 

4.7 9.3 6.8 

5.1 11.6 8.6 

ocw総繊維、occ：細胞内容物、NDF：中性テr合ージエント繊維

ADF.酸性デタージェン卜繊維、ADL酸性テrタージエントリグニン
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きさ： lOmm×203mm×35mm）を用い、

llOOnm～2500nmにおける 2nmごとの反射

スペクトルを測定した。セルへの試料の充填

は、ウエハー、ペレ ットおよびアルフアルフ

ァ乾草はそのままの状態で、キューブはほぐ

して、それ以外の試料はセルへの充填を容易

にするため、 5cm程度に切断したものを用い、

セル中の試料に間隙が少なくなるようにでき

るだけ多くの量を詰めた。近赤外スベクトル

の測定は、 1試料について詰め替えて 5回測

定した。5回測定したスペクトルは、 1回測

定のスペクトルおよび2、3、4、5反復測

定のスペクトルをそれぞれ平均化処理（平均

化スベクトル）した。

2）検量線の作成および検量線の検定

供試試料から無作為に抽出した31点を検量

線作成用として、他の18点を検量線の検定用

として用いた。 5種類の平均化スペクトルは、

二次微分処理（微分条件：Gap0, Segment 20) 

を施し、各波長における光学データと化学分

析値から各成分について変数増減法による 2

波長、 3波長、 4波長を使用した検量線を作

成した。

作成した検量線は、検定用試料を未知試料

として、これら検量線を用いて各成分を推定

し、その推定値と化学分析値との問の相関係

数（ r）および回帰推定の標準誤差（SEP）および

RPD値（SD/SEP）から、平均化に必要なスベ

クトル数および推定精度を判定した。

3）平均化スベクトルの有効性

無粉砕乾牧草の測定回数の異なる 5種の平

均化スベクトルを用いて作成した検量線を用

いて検量線の検定用試料の成分を推定した結

果を表2に示した。平均化スペクトルにより

作成した検量線における化学分析値と近赤外

推定値との相関係数（ r）および回帰推定か

らの標準誤差（ SEC）についてみると、粗

蛋白質、 Oc W、0c Cともにスベクトル数

が増えるほどrは高く、 SE Pは低くなる傾

向を示した。

表 2には、各種成分について、 5種類の平

均化スペクトルから作成した検量線により検

定用試料18点の成分を推定した結果を示した。

表 2に示した rおよび回帰推定からの標準誤

差（SEP）は、精度が最も高い傾向にあった3

波長を使用した検量線によるものである。水

分では 3反復以上、粗蛋白質および粗灰分は

2反復以上、 Oc W、0c CおよびND Fは

4反復以上の平均スペクトルによる検量線を

用いた結果で精度の向上が認められなくなっ

た。AD F、AD Lはスベクトル数に関係な

く一定の値であった。水分、粗蛋白質、粗灰

分、 Oc W、0c CおよびND Fにおいて、

一定の反復回数以上で推定精度の向上がみら

れたことは、反復数を増やすことにより、そ

の試料の多くの部位から光学的データを収集

し、その結果、試料を代表的するスペクトル

が得られたためと考えられる。

このことから乾牧草の無粉砕試料によるN

IR S分析では、スペクトルは 4反復以上の

測定が必要になると考えられた。しかしなが

ら、実用的には、試料種類および調製条件の

違い等の多様な要因が考えられることから、

より安定した精度を維持させるため、 5反復

表2 スペクトル平均化に用いたスペクトル数による推定精度

スベクトル数
1 2 3 4 5 

r SEP r SEP r SEP r SEP r SEP 

水分 0.87 1.20 0.88 1.15 0.89 1.06 0.89 1.06 0.90 1.04 

粗蛋白質 0.93 2.07 0.95 1.70 0.94 1.78 0.94 1.79 0.95 1.69 

ocw 0.88 4.23 0.89 3.95 0.98 1.71 0.98 1.62 0.97 1.61 

ace o.94 2.ss o.93 2.64 o.94 2.19 o.94 1.80 o.94 1.11 

NDF 0.94 4.14 0.95 4.13 0.98 3.13 0.98 2.98 0.98 2.97 

ADF 0.86 2.14 0.89 1.93 0.89 1.85 0.90 2.08 0.90 2.13 

AOL 0.54 1.42 0.56 1.33 0.56 1.11 0.57 1.10 0.58 1.11 

粗灰分 0.67 1.99 0.79 1.47 0.80 1.47 0.79 1.55 0.79 1.50 

ocw、ace、Oa,Ob、NDF、ADF、AOL：表1参照、r相関係数、
SEP・検量線検定における標準誤差
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のスペクトル測定による平均化スペクトルを

飼料分析に用いることを推奨する。

4）飼料成分の推定精度

表3には、 5反復測定の平均化スペクトル

を用いた各種成分の検量線の精度およびこれ

らの検量線について検定用試料を用いた検量

線の検定結果を示した。検量線は0c C、N

D F、AD L、粗灰分については 4波長を使

用した検量線により、それ以外の成分は 3波

長を使用した検量線により検定を行った。

水分、粗タンパク質（CP）、 ocw、occ、

NDF、ADFにおける検量線では、化学分析

値と近赤外推定値との rおよび標準誤差（S

EC）は、 r=0.89～0.97、SEC=0.76～4.31の

範囲にあり高い精度を示した。AD Lおよび

粗灰分は、それぞれr=0.79、SEC=0.98およ

び、r=0.81、SEC=l.58であり、他の成分と比

較して劣っていた。これらの検量線について

検定用試料を用いた成分推定（表 3）では、

c P、Ocw、0c C、ND Fは化学分析値

と近赤外推定値との rおよび標準誤差（SEP)

は、 r=0.95～0.98、SEP=l.61～2.97の範囲に

あり高い推定精度を示した。水分およびAD 

Fにおける推定精度は、それぞれr=0.90、

SEP=l.04およびr=0.90、SEP=2.13であり、

粗蛋白質、 Oc W、0c C、ND Fよりはわ

表3 5反復測定の平均化スペクトルを用いた検量線の精度

水分

検量線 被量線の椴定

使用波長
陀 SEC2 T3 SEC3 『4SEC4 r SEP RPD 

Al A2 λ3 A• 

1370 1508 1560 1236 0.92 0.83 0.94 0.76 0.96 0.76 0.90 1.04 1.83 

粗蛋白質 1974 1716 2196 1朗60.96 1.50 0.97 1.26 0.98 1.18 0.95 1.69 3.02 

ocw 1754 1968 2134 1600 0.92 3.06 0.95 2.65 0.95 2.47 0.97 1.61 4.99 

occ 1754 1888 2346 1818 0.93 2.54 0.94 2.37 0.95 2.18・0.951.75 4.01 

NDF 1234 1754 1966 2076 0.94 3.47 0.鉛 3.03 0.97 2.82・0.982.36 4.24 

ADF 1974 2368 1406 2430 0.80 3.17 0.叩2.34 0.94 1.90 0.叩2.132.28 

ADL 2210 2370 1496 1616 0.72 1.09 0.79 0.98 0.83 0.90・0.671.11 1.23 

組灰分 1620 1710 2248 1564 0.76 1.70 0.81 1.58 0.83 1.52・0.831.55 1.42 

ocw、occ、Oa、Ob,NDF、ADF,ADL.表 1参照、A＇ 、々、わ、A＜.第

1～4波長、旬、r，、「喝、SEC2、SEC，、SEC.. 検量線における相関係数、
標準誤差、r、SEP・表2参照、RPD検量線検定用試料の標準偏差に
対するSEPの比率、・：4波長までを使用した検量線、その他は3波長ま
でを使用した検量線による検定結果
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ずかに劣るものの良好な値を示した。しかし

ADL はr=0.67、SEP=l.11と低い精度であ

った。検量線の推定精度の信頼性を判定する

基準として用いられているRp D値（Ratioof 

standard deviation of reference data in 

prediction sample set to SEP）についてみる

と、ラフな分析に使用可能といわれる RPD 

値が 2.5～3.0であることから、 Rp Dが 3.0

以上である粗蛋白質、 Oc W、0c C、ND 

Fは、フォーレージテストを目的とした飼料

分析法として利用できると考えられる。AD 

FはRPD値が 2.3であること、水分はRp ~ 
Dの値が 1.8であるが、含有量のレンジが狭

いことから、実用的な場面では利用可能であ

ると考えられる。しかし、 AD Lでは、 rは

低く、 SE Pも大きいことから精度の向上を

今後検討する必要がある。また、微粉砕試料

を用いた従来法と比較しても同等またはそれ

以上の精度であったことからNIR Sにおけ

る牧乾草の水分、粗蛋白質、 Oc W、0c C、

ND F、AD Fは、無粉砕試料を用いて推定

可能で、あることが明らかとなった。

畜産技術 2000年 1月号
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岡村裕昭
（おかむら ひろあき）

摂食と繁殖の適応的調節
に関する中枢神経機構

ーl 農水省畜産試験場
生理部適応生理
研究室

1 .はじめに

個体を維持し種を保存するための摂食行動

と繁殖活動は、動物にとって根源的な生命活

動であり、脳内の視床下部と呼ばれる領域に

存在する摂食中枢および生殖中枢によって、

それぞれの活動が調節されているものと考え

られている。生体内外の様々な変化に適応す

るため、両者が密接なつながりを持ち互いに

協調しながら機能していることは古くから経

験的に想像されていたが、近年、その中枢神

経機構が形態学的また物質的側面から明らか

にされつつある。ここでは、筆者らの研究室

で得られた実験結果を中心に、その一部を紹

介したい。

卵巣ホルモンによる摂食行動の制御

卵胞期では、卵胞の発育にともないエスト

ロジ：ンの分泌は次第に増加し、やがて排卵

の引きがねとなる性腺刺激ホルモン放出ホル

モン（GnRH）の大量放出と発情行動を誘起

する。この繁殖機能に対するエストロジェン

の作用は、排卵と交尾のタイミングをうまく

一致させ、確実に受胎するためのものである。

おもしろいことに、多くの動物種の雌では、

発情行動が発現している期間に一致して摂食

量が低下することが知られている（1）。シパ

ヤギを用いて実験的に調べてみると、発情期

の摂食量の低下もエストロジェンによっても

たらされていることがわかった（2）。 まず、

卵巣を摘出して内因性の卵巣ホルモンの影響

を除去した後、次に卵巣ステロイドホルモン

であるエストロジェンあるいはプロジェステ

ロンを詰めたチューブを皮下に埋め込み、そ

の摂食行動におよほす影響を検討した。エス

トロジェン（E2）を、この動物種における排卵

前の血中濃度、 10～20pg/mlに維持されるよ

うに投与すると、約24時間後に黄体形成ホル

モン（LH）の一過性の上昇（LHサージ）と

発情が誘起され、同時に、発情行動が観察さ

れている時の摂食量および反努時間は、コレ

ステロールの投与（C）時に比べ有意に減少

した （図 1）。エストロジェンのチューブを

g/day 

1200 

600 

摂食量
mm/day 

800 

400 

反郷時間

。」 ' 一一一一一 、,, 0 

mean±s.e., (n=3）円p<0.05

図 1 摂食行動におよぼすエストロジェンの影響
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取り去ると （E2（一））、摂食行動はエスト

ロジェン投与前の値に戻った。一方、黄体期

を模倣したプロジェステロンの投与では、摂

食行動にまったく変化は見られなかった。

エス トロジェンの作用は、その特異的な受

容体を介して発揮されるため、受容体の存在

部位がエスト ロジェンの標的器官と考えるこ

とができる。エストロジェン受容体は子宮や

乳腺などの末梢の器官のみならず脳内にも広

く分布し、とりわけ視床下部の腹内側核には

多数存在している。腹内側核は、摂食行動の

抑制に関与する満腹中枢のーっと考えられて

いる。また、筆者らは、この神経核内のエス

トロジ、エン受容体を持つ神経細胞の大半に一

酸化窒素 （NO）の合成酵素が共存し、エス

トロジェンが直接作用してNOの産生を大き

く高めることを明らかにしている（3）。NOは、

脳内の二次伝達物質として様々な神経活動に

関与していると考えられており、摂食行動

(4）や繁殖活動（5）の調節にも関っている可能

性が示唆されている。

これらの既知の知見を総合して、視床下部

腹内側核のエスト ロジェン受容体とNOに的

を絞り、エスト ロジ、エンの摂食行動抑制に関

る作用機構を検討した（6）。まず、卵巣を摘

出したシパヤギの両側の腹内側核に、カニュ

ーレを慢性的に留置した。適当な回復期をお

き、 一日の摂食量がほぼ一定になったのを確

認した後、前実験と同様にエスト ロジェンを

インプラントした。ただし、今回はインプラ

ント後1日目の給餌直前に、カニューレから

NO合成酵素の阻害剤（NG-monomethyl-L-

arginine ; L-NMMA) （図 2、四角）あるい

は対照としてL-NMMAの光学異性体で生活

活性がないD-NMMA（図 2、白丸）を投与

した。対照群では、予想通りインプラン ト後

1日目、 2日目の摂食量はエス トロジェンに
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よって有意に低下 した。しかし、 L-NMMA

により腹内側核におけるNOの産生を抑制す

ると、本来起こるべき摂食量の低下は見られ

なかった （図2、黒丸）。 しかし、阻害剤を

投与しなかった2日日には、このグループで

も対照群と同じようにエストロジェンの効果

が観察された。

これらの容験結果から、以下のようなエス

トロジェンの作用機構が想定された （図 3）。

卵巣から分泌されたエストロジェンの一部が

視床下部腹内側核に存在する受容体 （ER)

に結合すると、同じ細胞内に共存するー酸化 ｝

窒素合成酵素（NOS）の活性が充進し、大

摂食量 （%） 腹内側核に薬物を投与

↓・；L山

国 D-NMMA

100 

75 

50 

25 

。

甲＼ 曹／

e問 料 2
＊ 

E2 implant 

day-1 day O day 1 day 2 day 3 

それぞれのday-4, -3，ー2の摂食量の平均値を100%とし、

その値に対し有意（ホ，pく0.05，判，pく0.01）に減少。

図2 エストロジェンの摂食抑制作用に対する

一酸化窒素合成阻害剤の脳内投与の影響

発情行動誘起.? 

ER：，エストロジ工ン受容体

NO; 酸化窒素

NOS;NO合成酵素

視床下部

エストロジェン

＠ 
図3 摂食行動および発情行動に対する

エストロジェンの作用機構を示す模式図
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量のNOが放出される。NOはガスであるた

め自由に細胞膜を通過し、産生細胞のみなら

ず周囲の細胞に一斉に作用してそれらの神経

活動を上昇させ、その結果、摂食行動が抑制

されるというものである 。月皇内側核にL-

NMMAを投与した場合には、 NOの合成が阻

害されてエストロジェンの作用が中断される

ため、血中のエストロジェン濃度が高まって

いても摂食量の低下は見られなかったと解釈

される。一方、視床下部腹内側核は発情を誘

起する中枢としても着目されている。発情行

動のようなわき目も振らない激しい行動には、

前述したNOの一斉砲火的な作用の仕方はま

さにぴったりのように見える。実際、実験動

物で、は発情行動の発現にはNOが不可欠との

報告もあり（5）、エストロジェンによる摂食

行動と発情行動の協調した調節に、腹内側核

のエストロジェン受容体－NO系が何らかの役

割を果たしている可能性は大きい。

発情期の雌は忙しい。排卵された卵子の中

に託された自己の遺伝子を確実に次世代に伝

えるためには、限られた時間の中でできるだ

け優秀な交尾相手を探しださなければならな

い。普段は優先順位の上位に位置する餌を摂

LH 

末梢血 ． ・． ・

取するという行動も、この時ばかりは後回し

にしなければならないのではないだろうか。

確かな生物学的意義は明らかではないが、発

情期の摂食行動の低下には、適応の過程での

そのような選択圧が反映されているのかもし

れない。

摂食行動と繁殖機能の調節に関与

する神経伝達物質

視床下部の視索前野と呼ばれる領域には

GnRHを産生する神経細胞が存在し、神経線

維の一部を正中隆起に投射している。その神

経終末から放出されたGnRHは下垂体門脈を

介して下垂体前葉に運ばれ、性腺刺激ホルモ

ンの分泌を調節する。GnRHは定常的で、はな

くパルス状に分泌され、そのパルス頻度は卵

巣の活動状態と密接に関連し、卵胞期にはパ

ルスの頻度が増加し卵胞の成長が賦活され、

逆に黄体期にはパルス頻度は低下し卵胞の発

育は抑制される。したがって、 GnRH分泌の

パルス頻度は、繁殖活動の状態を正確に反映

するパラメーターと考えることができる。

GnRHをパルス状に分泌させる神経機構は、

GnRHパルスジェネレーターと呼ばれている。

spikes／『nm

10000 

5000 

0 

ng/ml 
10 

。

神経活動の頻度

血中LH濃度

15:00 16:00 17:00 

図4 GnRHパルスジェネレーターの神経活動と血中LH濃度の相関
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その実体はいまだに明らかではないが、脳内

の特定の部位に電極を挿入してパルスジェネ

レーターの活動状態を多ニューロン発射活動

(multi unit activity ; MUA）として電気的

に解析する手法が開発されている（7）。我々

の研究室でもこの測定システムを導入し、シ

パヤギを用いて観測されたMUAと、同時に

採取した末梢血中のLH濃度の変動を比較し

てみたところ（図 4）、 MUAの一過性の上

昇（ボレー）はLHパルスにわずかに先行し、

かっ、必ず一対ーに対応して起こっており、

測定している神経活動が確かにGnRHパルス

ジェネレーターのものであることがわかった。

この測定システムでは、自由に餌を採食し

ている動物から連続して記録をとることがで

きる。そこで、シパヤギにMUA電極ととも

に側脳室にカニューレを装着し、そこから

種々の神経伝達物質を脳室内に投与し、その

摂食行動と繁殖機能におよぼす影響を検討し

た（表 1）。摂食行動の指標としては、制限

時間内に食べた餌の量を、また、繁殖機能の

指標としては、 MUAのボレー、すなわち

GnRHパルス状分泌の頻度を用いた。

ニューロペプチドY (NPY）を脳室内に

投与すると、摂食量は増加し、逆にGnRH分

表 1 脳室内に投与した生理活性物質の摂食行動と繁殖

機能におよぼす影響

生理活性物質 摂食行動

NPY 合

NAL •• 
CCK ••• 
CRH 4ι 
AVP •• 

NPY：，ニューロペプチドY、
NAL：，ナロキソン
CCK：，コレシストキニンー8

CRH；副腎皮質刺激ホルモン放出ホルモン
AVP：，アルギニンバゾプレッシン
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GnRH分泌頻度

••• 
合合

合合合

↑ 
＋ 

泌頻度は減少した（8）。NPYの産生細胞は延

髄や視床下部弓状核に存在し、その線維の一

部は摂食中枢のーっと考えられている視床下

部室傍核に投射している。さらに、低栄養状

態では弓状核のNPY産生が大きく上昇する

ことも多くの動物種で示されており、これら

を総合して、 NPYは体内のエネルギー不足

に関する情報を摂食中枢に伝達し、摂食行動

を強く促す物質として注目されている（9),

我々の実験からは、そのNPYが摂食を調節

すると同時に、繁殖活動の司令塔とも言うベ

きG

ることが示された 。 また、ナロキソン

(NAL）の投与では、摂食量は大きく減少し、

GnRH分泌頻度が増大した。ナロキソンは、

脳内オピオイドペプチドの一つである fJ－エ

ンドルフインの受容体を特異的に遮断する薬

物である。したがって、エンドルフイン自身

は、 NPY同様、摂食には促進的に、繁殖に

は抑制的に作用していると考えられる。実際、

オピオイドを脳内に投与すると、摂食量が増

加すること、また、脳内のオピオイドレベル

は、空腹時に高くなることが知られている「

自然界では、多くの動物が栄養状態が悪くな

ると繁殖活動を停止してしまう。さもなけれ｜

ば、妊娠や育児に要する莫大なエネルギーが

まかないきれず、母子の生存が保証されない

からである。摂食を促進し、繁殖を抑制する

NPYやオピオイドの作用は、そのような適

応的調節が必要とされる局面で効果的に発揮

されていると思われる。

一方、コレシストキニン（CCK）を投与

すると、摂食量は大きく減少し、 GnRH分泌

頻度が増大した（10）。CCKはもともと、摂食

を強く抑制する脳内の満腹因子のーっと考え

られている物質である（11）。CCKがなぜ繁殖

機能を促進する作用を持つのかはまったく不

畜産技術 2000年 1月号



明であるが、低栄養状態から回復し、腹が十

分に満ち足りている状態が続けば、 NPYや

オピオイドなどによる抑制が解除されるとと

もに、 CCKによって積極的に繁殖活動が賦

活されるのかもしれない。

ストレス系の脳内ホルモン、副腎皮質刺激

ホルモン放出ホルモン（CRH）およびアル

ギニンパゾプレッシン（AVP）の投与では、

摂食量は低下するものの、 GnRH分泌頻度に

対する影響はさほど明瞭で、はなかった。ラッ

トやサルなどの単胃動物では、ストレスによ

って繁殖機能が低下するメカニズムに、

CRHが関与していることが知られているが、

我々がシパヤギを用いて得た結果からは、

CRHそのものはむしろGnRH分泌度を高める

傾向にあることが示された。反努動物の脳内

におけるCRHの役割やストレス反応の調節

機構を明らかにしていくうえで、何やら意味

のある重要な違いであるように思われる。

おわりに

ここでは、生体内のいくつかの物質が、摂

食行動と繁殖機能を同時に調節している可能

性を紹介した。その神経機構の詳細や生物学

的意義はいまだ定かではない面も数多く残さ

れているが、摂食と繁殖の協調した調節は、

生体内外の環境の変化に適応しながら繁殖活

動を確実なものにするための巧妙な生殖戦略

と考えられる。このような適応的調節機構の

仕組みを明らかにして、それらを適切に活用

することができれば、動物が本来備える能力

をさらに有効に引きだせることになり、ひい

ては家畜の生産性をさらに向上させる管理技

術につながるであろうと期待している。

・・．． 』 ←
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現在（社）畜産環境整備機構

バイオフィル
ターによる畜
産臭気の脱臭

に関する試験
物脱臭）

1 .はじめに

畜産の分野において脱臭技術を最も必要と

している臭気は畜ふん堆肥化時に発生する高

濃度アンモニア臭気である。

良好な好気性発酵を行うことにより硫黄化

合物類や低級脂肪酸類の悪臭成分の発生を抑

えることはできるが、活発な好気性発酵には

高濃度アンモニア臭気の発生が伴う 1）。

このため密閉型強制発酵機のように発生臭

気の捕集が可能な堆肥化施設にはオガ屑脱臭

槽等の脱臭施設が付設されているが、堆肥化

時に発生する高濃度臭気の脱臭が困難である

ため十分な脱臭性能が得られていない2）。

脱臭技術として最近注目されている微生物

脱臭においても堆肥化時に発生する高濃度臭

気には対応が困難で、ある3）とされているが、
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これまでに実施した高濃度臭気の微生物脱臭

に関する基礎試験により次のような試験結果

4,5）を得た。

微生物脱臭においても直接の脱臭は菌液へ

の臭気成分吸着であり、その意味では他の脱

臭法と同様に気液の接触性や接触時間が重要

な意味を持つが、脱臭力を持続させるには吸

着した臭気成分が蓄積することなく分解され

なければならず、そのためには菌液の硝化速

度内でアンモニアを供給する必要がある。

これまでの微生物脱臭では、菌液に対する

アンモニア負荷量を意識せずに高濃度アンモ ｝

ニア臭気の脱臭を行っていたため、過剰負荷

による脱臭性能の低下を、高濃度そのものが

微生物脱臭を阻害していると考えられていた。

つまり、高濃度アンモニア臭気を脱臭する場

合は処理風量を少なくするか、菌液を多くす

るかして菌液に対するアンモニア負荷量を適

正な範囲に保つことにより持続的な脱臭が可

能になることカ王判明した。

そこで菌液量の増減が可能な構造で畜産用

として利用可能な比較的低コストの実用規模

微生物脱臭装置を試作して、密閉型強制発酵

機から排出される高濃度アンモニア臭気の脱

臭試験を実施した。

2.材料及び方法

( l)試験期間

平成10年6月～11年3月

( 2 ）試験装置

図 1に示した直径2.3m、長さ 8m、容積

33m3の円筒形横型バイオスクラパータイプ

の試作脱臭装置を用いた。

横型円筒の下部に17m3の菌液を入れて菌

液槽（悪臭成分分解槽）として使用し、上部

を脱臭槽（気液接触槽）として使用した。

菌液の循環には 3相200V、0.75kwと0.4kW

li産技術 2000年 l月号
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排出口

生

雲菌液／｜｜｜｜ I 菌液槽

菌液
P)I循環ポンプ L」側面図

図 1 試験装置（微生物脱臭装置）

の水中ポンプを用い、脱臭槽上部に18個設置 平面図

したシャワーノズルから菌液を吹き上げた後

に落下させ高濃度アンモニア臭気と接触させ

て脱臭を行った。

高濃度アンモニア臭気は菌液槽内部に付設

した口径76mm、長さ15mの塩ピ管を通過させ

て菌液との熱交換を行った後、脱臭装置内へ

導き菌液と接触させた。

脱臭施設には臭気送風機を設けず強制発酵

機の排気用ブロワーを利用して脱臭装置内へ

の送風を行い、菌液への酸素供給は脱臭槽外

壁に設けた換気扇から送られる新鮮空気と菌

液の接触により行った。なお、試験開始時菌

液として使用する活性汚泥の槽内沈殿を防止

するとともに気液接触効率を高める目的で菌

液槽内に0.75kwの水中エジェクター 2基を

図2のように設置した。

( 3）供試臭気

C=二ココー
（隔壁）

とご亡二二む

断面図 臭気日
000 0 
0 0 

0 【）

O 0 n 菌液
＝九戸司 () r、v

ヌ~IC 0 Qv  Q 。。O

~ー
水流

図 2 エジェクターの設置状況

写真1 微生物脱臭装置（左）と密閉型強制発酵機（右）

(4）使用菌液

有効容積 6ffi3の縦型円筒形の発酵槽を持

つ密閉型強制発酵機に水分75%程度の豚・鶏

ふん約500kgを毎日投入し、毎分l.5m3程度の

下部送風と連続的な撹祥を行って堆肥化発酵

させ、その時に発生した高濃度アンモニア臭

気を供試した。密閉型強制発酵機と脱臭装置

の設置状況を写真 1に示す。

試験開始時菌液には牛舎汚水処理施設の曝

気槽から採取した活性汚泥液を使用し、試験

期間中強制発酵機排ガス以外の栄養補給を全
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く行わず、菌液落下時に起きる曝気以外は特

別な曝気を行わなかった。

( 5 ）試験方法

強制発酵機発生臭気、前処理後の脱臭装置

流入臭気、処理臭気の各悪臭成分濃度及び臭

気温度を毎月 1回測定して前処理と脱臭装置

の悪臭成分除去性能、気液接触時間、菌液に

対するアンモニア負荷量等の運転状況を調査

した。

悪臭成分の微生物分解状況を示す各種イオ

ンの蓄積状態を把握する目的で、菌液のpHと

NH4、N02、N03イオン濃度を測定した。ま

た、硝化菌の増触状況を把握する目的で菌液

のDO、T-S、VTSを測定するとともに亜硝

酸菌、硝酸菌数を測定した。

( 6 ）分析・測定方法

悪臭成分の内、アンモニアは月に 1回検知

管により直接測定し、低級脂肪酸4物質と硫

黄化合物 4物質はガスクロマトグラフにより、

臭気濃度は 3点比較式臭い袋法により月に 1

回測定した。

菌液中の細菌数については亜硝酸菌、硝酸

菌を土壌微生物実験法により月に 1回測定し、

菌液中のイオンについてはNH4、N02、N03

をイオンクロマトグラフにより月に 1回測定

した。

4.結果及び考察

( l ）脱臭装置の運転状況

表 1に毎月測定した脱臭装置の運転状況を

示した。外気温と処理臭温度は季節の影響を

受けて変化しているが、発酵機排気温度と冷

却後の原臭温度の変化はなく、試験期間中の

平均値では発酵機排気温度が46.8℃、原臭温

度が40.3℃であるため塩ピパイプによる菌液

と熱交換により 6.5℃低下したことになる。

試験期間中に脱臭装置へ送り込んだ原臭の
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風量は 2m3／分程度で、安定しており、菌液

への酸素供給を目的とした換気扇による外気

導入量も 1m3／分程度で、安定していた。し

たがって脱臭装置への総送風量は平均値で

3.06m3／分となり、脱臭槽容積が16mJで、ある

ことから脱臭装置の気液接触時間は約5.2分

と計算された。

( 2 ）脱臭性能

表 2に毎月測定した各悪臭成分の脱臭状況

を示す。発酵機からは試験期間中、低級脂肪

酸4物質の発生は認められなかった。

発酵機排気ガスのアンモニア濃度は内部の

発酵状況により430～l,730ppmまで変化した

が 9回測定の平均値は1,114ppmとなり脱臭

原臭の平均値が1.022ppmで、あることから平

均値による単純計算では冷却前処理により約

8.2%のアンモニア除去率が得られたことに

なる。

脱臭原臭の平均送風量と平均アンモニア濃

度から算出した脱臭装置へのアンモニア供給

量は約3.002e c2.218g) ／日となり、菌液槽

容積が17mJで、あることから菌液に対するア

ンモニア負荷量は試験期間中の平均で

134g/m3・日と計算された。

処理臭のアンモニア濃度は検出されなかっ

た3回の測定を含めた 9回測定の平均値が

0.6ppmとなった。脱臭原臭平均値との単純

計算では99.94%の除去率が得られたことに

表 1 微生物脱臭装置の運転状況

経過期間 原m臭l／風骨量 処理m臭l／骨風量 外気m導，，骨入量 尭気酵温擾度排℃ 原度臭温℃ E温I理度臭℃ 外量Zt 

開始時 2.00 3.02 1.02 44.7 38.8 25.5 256 

1ヵ月｛量 1.94 2.96 1.02 45.9 38.5 24.2 28』

2ヵ月後 1.90 2.92 1.02 49.5 42.6 25.9 280 

3ヵ月f量 2.12 3.14 1.02 54.0 45.8 30.3 田1

4ヵ月後 2.06 3.08 1.02 48.8 42.4 24.2 20.1 

5ヵ月後 1.98 3.00 1.02 44.7 38.4 22.3 15.7 

6ヵ月後 2.13 3.15 1.02 46.3 39.2 14.3 13.I 

7ヵ月後 2.07 3.09 1.02 44.5 38.8 12.1 11.9 

8ヵ丹後 2.15 3.17 1.02 42.7 38.2 13.2 10.1 

平均値 2.04 3.06 1.02 46.8 40.3 21.3 200 

注）試験開始は 6庄16日

畜産技術 2000年1月号
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なるが、菌液への酸素供給のための外気導入

を原臭の稀釈と考えると脱臭前のアンモニア

濃度は約68lppmとなるため脱臭槽のアンモ

ニア除去率は99.91%と計算され、どちらの

除去率計算でも十分なアンモニア除去が行わ

れていたことになる。

処理臭にアンモニアが検出された時の風下

表 2 各悪臭成分濃度の変化

名
一
間
開
臭

開
一
醐
却
問

田

平

均

脱開
始
時

風下 2m

アンモ 硫化
ニア 水素

ω
叩

d

d

n

o

n

o

n

n

 

乱

d

d

d

R

n

n

n

 

2m地点における濃度低下率は50～ 100%と

なり、最も高濃度であった 6ヵ月後の濃度で

も0.4ppmで、あり、悪臭防止法に定める敷地

境界線における許容限度濃度（ 1 ppm）以

下にすることができた。

硫黄化合物 4物質は測定時点の発酵状況に

より発生濃度が大きく異なっているが装置に

単位： ppm（除く臭気濃度・指数）
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1 I 発酵排気

力｜脱臭原臭

~I 処理臭

風下 2m

1,540 

1,440 

0.4 

n.d 

n.d 

n.d 

n.d 

0.8940 

0.7904 

0.0084 

n.d. 

0.0242 

0.0180 

0.0031 

n.d 

0.6544 

0.2903 

0.0112 

n.d. 

13,644 

9,772 
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0.7084 
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n.d. 
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0.0010 

n.d 
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0.1528 

0.1490 

0.0276 

0.0010 

5,495 

3,090 

55 

17 

37.4 

34.9 

17.4 
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《 l 発酵排気

元｜脱臭原臭

~I 処理臭
風下 2m

1,730 

1,620 

1.2 

0.8937 

0.7558 

0.0172 

n.d 

0.9318 

0.8254 

0.0218 

n.d 

0.1215 

0.0910 

0.0208 

n.d. 

0.6164 

0.5580 

0.0286 

0.0012 

17,783 

11,485 
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42.5 

40.6 

22.4 

14.1 n.d 25 

4 I 発酵排気

力｜脱臭原臭

~I 処理臭
風下 2m

1,640 

1,500 

2.2 

0.2 

0.9954 

0.9087 

0.1002 

0.0067 

0.3230 

0.1890 

0.0062 

n.d 

0.0754 

0.0644 

0.0132 

n.d 

0.8325 

0.5320 

0.0121 

n.d 

17,378 

13,644 
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42.4 

41.4 

22.4 

13.4 22 

5 I発醇排気

カ｜脱臭原臭
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風下 2m
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0.6 
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0.1166 

0.0452 
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n.d 
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42 

17 

38.0 

37.2 

16.2 

12.3 

6 I .発酵排気
力｜脱臭原臭

~I 処理臭

風下 2m

1,460 

1,280 
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0.2270 

0.0243 

n.d. 

0.2880 

0.2560 

0.0038 

n.d. 

0.0740 

0.0667 

0.0025 

n.d. 

0.1660 

0.0768 

0.0052 

n.d 

17,378 

12,317 

55 

17 
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~I 処理臭

風下 2m

950 

780 

n.d 

n.d 

円d

n.d. 

n.d 

n.d. 

0.0480 

0.0363 

0.0012 

n.d 

0.0702 

0.0601 

0.0043 

n.d 
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0.0026 
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0.2548 

0.0108 

0.2015 

0.1628 

0.0068 

風下 2m n.d n.d. n.d. n.d. 0.0006 

i主）低級脂肪酸4物質は発酵排気臭気から検出せず。 ndは検出限界濃度以下。
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よる脱臭状況は 4物質とも同様の傾向を示し、

9回測察値の 4物質の総平均除去率は冷却前

処理ではアンモニアより高い19.9%の除去率

が得られたが、脱臭原臭と処理臭の比較では

硫黄化合物が水に溶けにくい性質であるため

アンモニアより低い93.4%の除去率となって

いる。

アンモニアと同様に酸素供給のための外気

導入を原臭の稀釈と考えた場合の硫黄化合物

4物質の平均除去率は90.0%と計算される。

導入外気を稀釈と考えた場合の除去率が

3.4%も低下するのは原臭や処理臭に含まれ

る硫黄化合物 4物質がアンモニアと比較して、

ごく微量であることも理由の一つになってい

る。

このように処理臭の硫黄化合物 4物質濃度

が非常に低濃度であるため風下 2m地点で、は

4ヵ月後の硫化水素と 2、 3、8ヵ月後の二

硫化メチルを除く全ての測定で検出限界濃度

以下となり、検出された0.0067ppmの硫化水

素と0.0006ppm～0.0012ppmの二硫化メチル

を含めて硫黄化合物 4物質も悪臭防止法に定

める敷地境界線における許容限度濃度（硫化

水素は0.02ppm、二硫化メチルは0.009ppm)

以下にすることができた。

低級脂肪酸類は良好な堆肥化発酵時には発

生が希な悪臭物質であり、本試験でも試験期

間中発酵機排気臭気からは検出されなかった。

発酵機排気の臭気濃度は平均11,951と高く、

冷却前処理により平均で28.1%程度低下して

脱臭原臭の平均値は8,596となり、処理臭の

平均が82であるため脱臭槽における臭気濃度

の平均低下率は99.0%と計算され、導入外気

による稀釈を考慮しても98.6%の濃度低下率

を得ることができた。

風下 2m地点の平均臭気濃度は17.7となり、

処理臭からの濃度低下率は78%程度と、悪臭
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物質と比較して低くなっているが、これは臭

気濃度が官能試験による測定のために稀釈に

よる濃度低下が必ずしも稀釈倍率に比例しな

いことが原因になっている。

官能試験では全ての臭いが測定対象となる

ため本試験の例では菌液臭の影響6）を無視

することができず、その意味で脱臭装置出口

における臭気濃度の一桁台への低下は難しいν

同様のことが臭気指数にも言えるが、臭気指

数は臭気濃度の対数値を10倍した数値である

ため臭気濃度より変化の少ない数値であ り、

数値の性格上、高除去率やー桁台の数値が得 1

にくい指数である。

( 3 ）菌液性状と菌液の硝化菌数

試験期間中毎月測定した菌液性状と各イオ

ン濃度を表3に示した。

菌液の水温は季節の影響を受けて上下して

いるがpHは6.3～8.2の範囲で、比較的安定して

おり試験期間中の菌液に対するアンモニア負

荷量が菌液のアンモニア硝化量の範囲内であ

ったことが判る。

菌液のDOは4.26～5.37ppmの範囲で、変化し

ているが、いずれの濃度であっても好気性菌

には十分な溶存酸素濃度であり、換気扇によ

る導入外気と菌液シャワーの接触により菌液

への酸素供給が十分に行われたことを示して

いる。

NH4、N03の各イオン濃度は試験経過に伴

い確実に増加した。N02イオンがほとんど増

表3 菌液性状と各イオン濃度 単位：pm(pHを除〈）

経過期間水温 EH DO T-S VTS NH4 N02 N03 

開始時 24.5℃ 7.08 4.54 5, 146 3,640 2 46 

1ヵ月f量 23.8℃ 6.84 4.78 7,130 5,360 610 0.76 753 

2ヵ月f量 24.2℃ 6.30 4.28 12,227 10, 700 1, 120 0.95 1,212 

3力月後J 29.1℃ 7.32 5.04 16,856 14,680 1,890 0.86 2,086 

4ヵ月f圭 22.8℃ 6.88 4.90 21,320 18,398 2,487 0.43 2,480 

5ヵ月f量 20.6℃ 6.38 4.26 25,384 22,600 2,986 0.81 2,9例

6力月後 13.8℃ 7.54 5.12 27,800 26,000 3,640 0.36 3,740 

7力月後： 11.2℃ 8.20 4. 78 29,666 28,000 4,420 0.29 4,6田

8力月f量 12.0℃ 7.98 5.37 31,787 30,227 4,900 1.04 5』4国
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加せず、 N03イオンが増加しているのは硝化

菌によるNH4の硝化が順調に進行したことを

示すものであり、 NH4イオンの増加は硝化に

よって増加したN03と結びついて安定状態と

なったNH4が測定されたもので、未硝化な

NH4の蓄積を示すものではない。

菌液のT-S濃度は試験経過とともに高くな

り、 8ヵ月で約 6倍の濃度となり、そのほと

んどがVTSであることから硝化菌を中心と

した菌数の増加があったことを示唆している。

試験期間中に毎月測定した菌液の硝化菌数

を表4に示す。

試験開始時の菌数は亜硝酸菌が104、硝酸

菌が105のオーダーで検出されたが、試験経

過とともに菌数の増加傾向が顕著に見られ、

試験開始 8ヵ月後には亜硝酸菌が107、硝酸

菌が108のオーダーまで増殖した。

昨年度の試験7）では菌液の撹枠が不十分

で、あったために活性汚泥の沈殿による菌液中

硝化菌数の減少傾向が見られたが、 2基の水

中エジェクターを設置したことにより沈殿が

防止され硝化菌数やVTSの増加が図られた

ものと思われる。

( 4）各種塩類蓄積が脱臭性能に及ぼす影響

8ヵ月の長期運転により 表 3に示すように

NH4とN03の濃度が、それぞれ5,000ppm程度

まで上昇したが、その濃度においても表4に

示したように亜硝酸菌、硝酸菌は減少せず、

表2に示す脱臭性能も低下傾向は現れていな

表4 菌液中の硝化菌数（個／ml)

経過期間 亙硝酸菌 硝酸菌

開始時 1.2×104 1.7×105 

1ヵ月後 5.4×104 4.6×105 

2力月後 1.7×105 7.5×105 

3ヵ月後 4.2×105 4.9×106 

4ヵ月後 8.3×105 6.5×108 

5ヵ月後 2.4×106 1.5×10? 

6力月後 4.4×106 3.5×10? 

7ヵ月後 2.4×107 4.9×107 

8ヵ月後 3.6×107 1.6×108 

い。このことにより今回の脱臭条件において、

少なくとも 8ヵ月の運転期間内では、塩類蓄

積による脱臭性能への悪影響は見られなかっ

たことになり、より長期間の試験を行って硝

化菌の生存を脅かす塩類濃度を確認する必要

カfある。
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出雲章久
（いずも あきひき）

大阪府農林技術センター
畜産部

新大阪アヒルの
作出について

1 .はじめに

アヒルは大阪の特産畜産物で、昭和30年代

後半の飼養羽数は20万羽を超え、全国の80%

を上回っていたl)。その後、飼養羽数・飼育

農家とも減少していったが、昭和54年の農林

水産省畜産局の肉用アヒルに関する統計は、

大阪府と大阪以外の府県での集計となってお

り、アヒルに関して長く大阪が日本の中心で

あったことが窺える。

現在でも大阪は全国有数のアヒル飼養羽数

を誇り（平成 7年度全国 5位）、各農家の飼

養規模は非常に大きい。こうした背景を受け

て、大阪にはアヒルのヒナの生産から肥育・

解体 ・流通 ・小売りなどの農家や業者がそろ

っており、ここに蓄えられた様々なノウハウ

は、地域の貴重な財産と言える。

また、大阪の消費者にとってもアヒル肉は

「合鴨肉jの名前で親しみ深い食材となって
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おり、近年の食生活の多様化に伴って需要も

増加し、スーパーマーケットなどで見かける

ことも多くなってきた九

大阪におけるアヒルに関する試験研究は、

昭和24年の卵肉兼用種「大阪アヒル」の作出

に始まる。昭和40年には「改良大阪アヒルJ
（以下大阪種）を実用化し、大阪を中心に広

く飼育されていたが、アヒル飼育の目的が肉

の生産に限局されるにつれて、海外から導入

された大型の肥育専用肉用種 （以下肉用種）

が多く飼われるようになってきたI）。 この間

の経緯は、鶏肉の生産における地鶏とブロイ 1
ラーの関係と同じである。特に、解体時にお

ける羽毛の抜けにくさが、同じ手間でより多

くの肉が得られる肉用種を増加させた。

平成 2年度から我々は、大阪種を基礎系統

として、消費者の健康志向にマッチする低脂

肪さと、経済性を満たす大型さを兼ね備えた

肉用アヒルの系統造成を実施してきた3）。 大

阪アヒルの復権を目指して、肥育試験による

肉と脂肪の生産性を検討する一方で、肉質に

も様々な検討を加え、その結果である新大阪

アヒルは、本年度より、農家での実証試験を

実施している。ここでは肥育試験の結果を中

心に、これまでの経過を紹介したい。

2.材料及び方法

交配は図 1の通り、大阪種を雌系、肉用種

を雄系として、 F3以降は兄弟交配を繰り返

した。次世代作成のための種用アヒルは、ふ

大阪種 ♀ ♂ 肉用種

F 1 ♀ ♂ 肉用種

F 2 ♀ ｜ ♂ F 2 

F 3 ♀ ー「 ♂ F3 

図 1 交配の方法
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化後3週まで加温を行い、 1 -4週・ 5-10 

週・産卵開始まで・産卵開始後の 4期に分け

て、アヒル肥育前期用ベレ ット飼料ファース

ト（CP21% ・ ME2.9Mcal：日和産業）、鶏中

すう用飼料（CPl7% ・ Me2.8Mcal）、鶏大す

う用飼料（CP14%・Me2.7Mcal）、肉用種鶏

用ペレット飼料ブリーダー（CP19%・ 

Me2.7Mcal：日和産業）をそれぞれ定量給与

した。7週までに 2-3回、より大きな個体

を残すための選抜を実施し、雄で約60%、雌

で約85%の選抜率とした。雄 1に雌 3-4の

比率で自然交配させ、 360日まで個体毎また

は群毎の産卵調査を行ったヘ

肥育試験の期間は農家での現状（関東では

7 -8週、関西では 9-10週）から10週とし、

ふ化後3週まではブルーダーによる加温を行

った。餌付けから 3週まではファーストを給

与し、これ以後の給与資料は試験目的によっ

て変更した。飼料は水と共に自由摂取させ、

照明は終夜点灯、飼育密度は 3週まで20羽／

即、以後10週まで、な3.3羽／m2とした。 3週

以降毎週、飼料摂取量と個体毎の体重を測定

し、 8・9・10週で解体試験を実施した3,4）。

系統造成中の 4週以降の飼料は、肉用種の

肥育条件に合わせ、ブロイラー仕上げ用ペレ

ツト飼料メリット（CP18.5%・ME2.7Mcal:

日和産業）を給与した。新大阪アヒルの基礎

系統が決まってからは、新大阪アヒルの特性

をより低コストで発揮させるための飼料給与

を考えるため、 4-7週の中期と 8-10週の

後期に分けて、鶏中すう用飼料や鶏大すう用

飼料を給与する他、リサイクル飼料の活用を

試み、成分の低下と肥育成績を検討した。

解体試験は前週の体重測定の結果から、平

均体重±標準偏差以内の個体雌雄 3羽づつを

用いて行った。一般の処理場の方法に従い、

放血と殺後、 63℃90秒の湯浸けを行い脱毛機

にかけた。残存する羽毛は、加熱溶解したロ

ウにアヒルを浸け、これを氷水で急冷した後、

固ま ったロウとともに引きはカfした。なおも

残る羽毛はピンセットで抜去し、流通するも

のに近い処理を行った。各個体の右半身を肉

質などの測定に供し、左半身は量的な測定の

ため、皮と皮下脂肪を除去した後、部位また

は筋肉毎に重量やサイズを測定した3.4）。

3.結果及び考察

種アヒルとしての性能を検討した結果を表

1に示した。育成時の損耗は生後 1-2週に

多く、その後は散発的であった。50日での最

終選抜から産卵率を計測した360日までの生

存率は90%前後で、年によって若干前後した

が、継代とともに一定の方向に進むことは無

かった。産卵率は大阪種に比べるとやや低下

する傾向にあったものの、ほほ80%以上を維

持しており、系統の維持や肥育素ヒナの生産

に問題はないものと考えられた。種卵の受精

率やふ化率には、継代による影響は全く認め

られなかった。受精率の高さへは雌雄の比率

の影響が否定できないが、我々は他の比率で

の測定を行っていないため詳細は不明で、ある。

ふ化率は設備や用具の改良など継代以外の要

因によってやや上昇した。以上の結果は、他

の品種の報告5）と比べても同等もしくはそれ

以上の能力を示しており、新大阪アヒルの増

表 1 系統造成に伴う種禽性能の変化

大阪穫 F 1 F 5 F 7 

育成率制（%） 95.3 97.2 94.2 94.7 
生存率蛇（%） 92.6 91.2 89.7 90.6 
産卵率同（%） 84.1 81.3 82.6 80.9 
受精率 （%） 92.6 93.1 91.5 91.2 
ふ化$＊4(%) 75.5 74.6 80.1 82.1 

* 1 50日までの生存率
* 2 360日までの生存率
* 3 産卵開始から360日まで
*4 受精卵に対するふ化率
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殖性に問題ないことを示すものと思われた。

肥育試験における各世代の成長曲線を図 2

に示した。継代に伴って肥育成績はF1から

徐々に向上して行ったが、 F1での増加が予

想以下であったのに対し、肉用種を交配しな

くなったF3以降も増加が続いたため、 F5 

の10週の雌雄平均体重は3548gとなった。こ

れは、大阪種と肉用種の聞に見られた 1kg以

上の体重差の約70%をカバーしたことになる

が、 F5からF7にかけての肥育成績はほと

んど向上せず、 F7の段階で新大阪アヒルの

基礎系統とした。肥育時の新大阪アヒルは、

大阪種に比べて胸張りが大きく、やや太い外

観となっていた（図 3）。

大阪種、肉用種、 F1、F7の飼料要求率

を表2に示した。なお、新大阪アヒルに関し

ては現在最終的な成績を検討中であり本報告

の数値はF7の数値を示した。飼料要求率全

体の動きはこれまでの報告と類似したもので

あったが6）、4系統の中では肉用種の要求率

がやや低く、大阪種と F1はやや高く推移し、

F7は両者の中間の値を示すことが多かった。

これは、この間の肥育試験の飼料給与法が、

主に肉用種向けの方法であったことが影響し

ていると考えられる。図2のように体重増加

の持続性に大きな差がある大阪種と肉用種で

は、増体のために必要とする栄養成分の量や

その代謝過程に差があり、上記の結果に結び

ついたのではないだろうか。そしてF7の増

体はむしろ肉用種に近かったが、栄養などの

代謝は大阪種の影響を強く残していたものと

思われる。

解体試験の成績を表3に示した。系統造成

のための肥育試験では 8週から10週にかけて

解体試験を行ったが、この間の体重増加か少

なかったことと、この間に急速に成長した部

位がなかったために、週齢による有意差は認
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められなかった。表では週齢と性をプールし

て系統間の比較のみを行った。

表3の生体重は、大阪種と F1、F7およ

び肉用種の聞に有意差が見られた。これを反

4 

体重 （kg)

A
m
D
D

ハU
n
u3 

E 

2 

遇

μ」 5 10 8 

A：肉用種 B: F7 C: F3 

0・F1 E：大阪種

図2 系統造成に伴う成長曲線の変化

図3 肥育10週の大阪アヒル（0）と新大阪アヒル（N)

表2 系統造成に伴う飼料要求率制の変化

大阪種 F 1 F 7 肉用種

3週 2.10 2.09 2.03 1.93 

4週 2.11 2.55 2.04 1.97 

5週 2.23 2.64 2.17 2.13 

6週 2.32 2.73 2.39 2.44 

7週 2.59 2.89 2.67 2.68 

8週 3.04 3.17 3.02 2.90 

9週 3.33 3.47 3.28 3.23 

10週 3.76 3.87 3.67 3.56 

初生時から各週までの飼料要求率を示した

音産技術 2000年 l月号
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映してと体重にも同様な有意差が認められた

が、生体重に対する割合を見るとこの有意差

はすべて消失し、系統間に差はなくなった。

同様な結果は中抜き体重でも認められた。

浅胸筋について比較すると、その重量にお

いては、と体重と同じ様な有意差が認められ

たが、生体重に対する浅胸筋の重量割合を見

ると、ここでも重量で認められた有意差は全

て消失し、系統間に差はなくなった。同様な

結果は過去の報告に示されており 3.4.7.8）、肉の

生産割合を向上できない原因が素材としての

アヒル自体にあるのか、これまでの肉用アヒ

ルの改良方向にあるのか興味が持たれる。な

お、サイズの測定結果から、浅胸筋の重量差

は、主に長さと厚みの差異によることが示さ

れた。

脂肪の生産量の結果を見ると、アヒルの脂

肪の大部分を占める皮下脂肪において、重量

で認められた系統間の有異差が、生体重に対

する割合を見ても消失しない結果が示され、

肉用種に比して大阪種が有意に低脂肪な系統

であることが確認された3，ヘ
F7の結果は、生体重や浅胸筋の重量の測

定で、は大阪種やFlそして肉用種の双方と有

表3 系統造成に伴う筋肉・脂肪の生産性の変化

大阪種 F 1 F 7 肉用稜

生体重 (g) 2826.7±178.Sa 2982.5±201.1a 3386.7±211.3b 3602.5±219.Sc 
t体重 (g) 2556.7±130.4a 2687.5士184.2a 3057.8土203.6b 3270.8士214.8c
と体重 (%)*1 90.1±5.7 90.5士6.1 90.3±6.0 90.8±6.0 

活踊踊 重量（g) 258 0±25.6a 252.1士26.3a 308.2±25.4b 332.8士26.6c
重量（対）＊1 9.1±0.9 8.5±0.9 9.0土0.7 9.2±0.7 

長さ（mm) 179.0土7.3a 184.7士5.4b 185.8±70b 186.3±6.Sc 
幅（mm) 82.8士5.6 81.9士5.4 80.8士3.9 80.4±3.5 

厚さ（mm) 21.1士1.8a 20.0士0.9a 23.4土1.Sb 23.8士1.8b
直下臨防 (g) 558.0士69.3a 610.0土問7a 711.1±91.2b 875.6士111.8c
直下臨助 （抑制 19.8士2.Sa 20.5±2.8a 21.0土27a 24.3±3.1b 
腹陸脂肪 (g) 46.0士9.4a 49.5土13.0a 57.6±11.8b 84.3士17.?c
車ti~助 （先）削 1.6a 1.7a 1.Ba 2.4b 

平均値±標準偏差

a-b-c異符号f聞に宥意差あり（95%)

*I 生体重に対する割合

意に異なる中間の値をとりつつ、生体重への

比率では変化しなかった。しかし、皮下脂肪

に関しては、重量こそ上記と同じ結果であっ

たが、生体重への比率までは、大阪種やFl

と同じグループに属し、肉用種との聞に有意

差を示して、低脂肪大阪種につながる系統で

あることが再確認された。この結果は皮下脂

肪を付けた浅胸筋の切断面の比較に端的に示

されていた（図 4）。

新大阪アヒルの実用化を考えると、肉用種

よりも体重と脂肪が少ないため、商品として

販売される肉の重量の減少が懸念された。そ

こで、農家サイドの発想から肥育の低コスト

化に取り組み、低脂肪な新大阪アヒルの特性

を発揮させながらも、肥育体重を減らさない

新大阪アヒルに最適な肥育技術を検討した。

表4に示したように、肥育中期での極端な栄

養低下は肥育成績を低下させたが、肥育中期

と後期で段階的に飼料成分を低下させた場合、

体重の減少はわずかで、脂肪の減少率が筋肉

〆一、
A ：大阪種 B : F 7 c：肉用種

図4 肥育10週の胸肉の切断面の比較

表4 系肥育中一後期の餌料切り替えと肉及び脂肪の生産性

鋼n切替 （中緋-ii期） A-B B-B B一C Cー C

生体重 (g) 3283.4士512.6a 3239.7士486.2a 3176.4土紛6 2筋7.9±328.4b

浅胸筋 (g) 3027士26.4a 297.1士24.2a 288.6±23.1 226.3±22.Sb 

皮下脂肪（g) 701.5土84.9a 聞社78.?b 613.7士678b 585.6土57.8c

平均値±標準偏差

a ・ b ・ c異符号聞に有意差あり（95%)

飼料給与は、肥育期間を 3週までの前期には合鴨肥育用御前期

飼料（本文参照）を給与した。

その後 7週までの中期と、それ以後10週までの後期に関しては、

A・鶏用中すう飼料、

s：鶏用大すう飼料を、飼料切り替えの欄の通りに給与した。
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の減少率をやや上回っていた。また、豆腐粕

や生米ヌカなどのリサイクル飼料を活用する

ことで、粉状飼料の食べこぼしを減少させ得

るなど、飼料成分以外の面での低コスト化が

達成できることも明らかとなった。

実用化のための今一つのポイントとして、

流通サイドの発想から「大阪特産」が上げら

れるが、これも高い肉質あってのものと考え

られる。そこで、アヒル専門の解体・流通業

者の協力を得て、脱羽したと体を業者に持ち

込み、実際に流通の現場で行われている方法

で解体を行い、得られたムネ・モモなど実際

の商品となるパーツの重量や、と体重量への

割合を検討するとともに、肉質などの全体的

な評価を行っているが、これまでのところ肉

量・肉質とも高い評価を得つつある。

こうした結果や、新大阪アヒルに最適な肥

育方法をまとめてマニュアル化するとともに、

肥育素ヒナ生産のための衛生管理を再点検し、

肥育農家の実証試験では、成績の確認と現場
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での問題点の発見と解決を目指すなど、実用

化に向けた最後のポイントを、 着実に処理し

ていきたいと考えている。
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日本八ム株式会社中央研究所

山田良司（ゃまだ りょうじ）
中央研究所長

はじめに

日本ハム株式会社は1963年に創業し、ハ

ム・ソーセージ、加工食品、食肉の三つの事

業を柱として、家畜の飼育から食肉・食肉加

工品の製造・販売までの一貫体制を築いてま

いりました。そして、「幸せな食創り」を合

言葉に、水産物、乳製品、 ドライフーズ、外

食産業など幅広い分野に事業展開しています。

日本ハムでは、「商品技術研究所」がハ

ム・ソーセージ分野を、また「商品開発研究

所」が加工食品分野と、それぞれ事業分野別

に加工技術及び

さらに「中央研究所Jは、これら研究所と緊

密な連係を取りながら独自の研究開発を行う

不ツトワークを構築しています。

日本ハム中央研究所の研究分野

当研究所では、食肉を素材とする食品の開

発、動物組織に含まれる生理活性物質の探索

及ぴその生産技術の開発、同生理活性物質を

活用した機能性食品の開発、当社が保有する

畜産資源を活用したベットフードの開発など

を行っています。また、当社製品の安全・衛

生管理にも注力しています。これらの研究開

発には、テーマごとにプロジェクトチームを

グラビアA頁

編成し取り組んでいます。

本稿では、当研究所の研究成果に基づいて

開発された商品をご紹介いたします。

．食物アレルギーを起こしにくい食肉製品

畜産物の中でも鶏卵・牛乳及びそれらの加

工品は、アレルギーを引き起こしやすい食

品・食品素材としてよく知られていますが、

最近になって食肉・食肉加工品に対するアレ

ルギーも注目されるようになってきました。

そこで、農林水産省畜産試験場と共同で、食

肉加工品にしばしば使用される牛乳や鶏卵タ

ンパク質などのつなぎ成分が、アレルゲンと

なる可能性を明らかにするとともに、原料肉

の動物種によってアレルゲン性に差異がある

ことを見いだしました。そこで、これらの結

果に基づき、つなぎ成分を一切使用すること

なく、比較的アレルゲン性が低いブ夕、ウサ

ギ及び七面鳥肉を使用して、食物アレルギー

を引き起こしにくい食肉加工品「アピライトj

を開発しました1）。 （グラビア写真 2)

なお、「アピライトJは厚生省よりアレル

ゲン除去食品（乳・卵アレルギー用）の表示

許可を受け販売いたしておりますが、ご利用

いただいておりますお客様からは「アトピー

患者の子供にも、家族と同じ献立を出せるの

で食車が明るくなったjなど、感謝のお言葉
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を数多くいただいております。

・血中コレステロール値を改善する食肉製品

食肉製品は良質のタンパク質を含有し、そ

の美味しさで人々の食生活を豊かなものにし

てきました。

しかし、飽食・過食の時代を迎え、家畜脂

質がコレステロールを含有し、飽和脂肪酸の

含有率も高いことから、食肉・食肉加工品の

過剰摂取と成人病、特に冠動脈性疾患との関

連が注目されています。そして一部には、食肉

製品の摂取があたかも成人病発症の一因であ

るかのような短絡的な誤解も見受けられます。

一方、食餌性コレステロールと冠動脈性疾

患の因果関係の見直し、畜産脂質中に多く含

まれるオレイン酸の有用性の再評価と各脂肪

酸ごとの血中コレステロール値への影響の見

直しなどが行われています。

そこで高脂血症の人や、「お肉が好きだけ

れどもコレステロールが気になるjと言われ

る方にも安心して食べていただける食肉製品

「バランスサポートJと「ワンデイバランス

を開発しましたの。これらの製品を用いた臨

床試験から、 2週間の摂取期間中に血中の総

コレステロールとトリグリセライドの値が有

意に減少し、善玉コレステロ ールである

HDLコレステロールの値が有意に増加する

ことを確認しました。

なお、「バランスサポート」と「ワンデイ

バランスJは、厚生省より特定保健用食品と

して「コレステロールが気になる方の食生活

の改善に役立つ」旨の表示が許可されていま

す。

．肝機能向上作用を有するポークペプチド応

用製晶

飲酒は、心身をリラックスさせたり、社会

生活を円滑に過ごすための手段として、現代

生活には欠くことが出来ません。
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しかし、過度の飲酒はアルコール性脂肪肝、

肝炎および肝硬変などの重篤な肝障害を引き

起こすことが報告されています。一方、酒の

肴にタンパク質食品を摂ると酔いが緩やかで

あることはよく経験しますし、食前酒ととも

に供されるオードブルには生ハムやパテ、テ

リーヌなどの食肉製品がしばしば用いられて

います。

そこで、当研究所は東北大学と共同研究を

行い、豚肉タンパク質を酵素分解し、分画調

製したポークペプチドが肝臓のアルコール代

謝能力を高めることを見いだしました。これ）

らの結果に基づいて、ポークペプチドを応用

してアルコール代謝促進飲料「ペプコールj

を開発しました4）。 （グラビア写真 3)

臨床試験から、「ベプコール」 150mlを担

取した後、アルコール（焼酎のお湯割り 1杯

相当量）を摂取した場合には、呼気アルコー

ル濃度の上昇が対照群よりも有意に抑制され

ることを確認しました。

．食肉を素材とする要介護者向け製品

高齢化が進行する中、岨噌能力や鴨下能力

を低下させてしまった人でも美味しく食べら

れる食品やメニューの開発が望まれています

特に、特別養護老人ホームや老人保健施設で1

は、これらの要件を満たす食肉を素材とする

食品の提供が望まれています。そこで、当研

究所では肉をスリミ状に加工したペースト

「ご、長寿食柔品jを開発しました。本製品ll

( 1 ）加熱調理すると固形化するので、「きさ

み食」や「流動食」では表現できなかった見

栄えや盛付けを演出することができ、楽しい

食事を提供することができる、（ 2）適度の軟

らかさを有するので岨鴫や礁下機能に障害を

有する人でも美味しく食べることができるt

( 3 ）いろいろな料理素材として応用できbー

などの特徴を有しています3）。
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4砂鶏軟骨由来E型コラーゲンを応用したスープ

我が国の慢性関節リウマチの患者は70万人

とも言われ、診断を受けていない人を含める

と300万円にも達すると言われています。

慢性関節リウマチは、関節に炎症が起きる

病気であり、自己免疫疾患の一つであると考

えられていますが、病因は十分には理解され

ておらず、根治療法は確立されていません。

しかし、最近になり、関節軟骨中に多く含ま

れている E型コラーゲンを摂取すると、経口

免疫寛容と呼ばれる現象により症状が軽減さ

れる治療例が報告されました。

そこで、当研究所は各種のコラーゲンを慢

性関節リウマチのモデル動物に投与して、経

口免疫寛容による関節炎の発症抑制効果を調

べました。その結果、（ 1）加熱処理された E

型コラーゲンの投与は関節炎の発症を強く抑

制する、しかし、（ 2）骨などに含まれる I型

コラーゲンの投与では関節炎の症状を抑制で

きないことを確認しました5）。

そして、これらの結果に基づき、鶏軟骨由

来E型コラーゲンを配合した「コラーゲンス

ープ」と「コラーゲンウエハース」を開発し

ました。（グラビア写真 4)

コラーゲンスープを慢性関節リウマチ患者

に毎日摂取していただ、いたところ、重症化し

やすい遺伝子をもっ患者の場合、症状の改善

されることが、共同研究者の整形外科医によ

り確認されました。

.美容を訴求する食品

日本人の平均寿命が世界ーになって既に久

しく、「加何に健康に生きるかJが重視され

るようになっています。さらに、女性の場合

には、「女日何に美しさを維持し続けるか」も

重視されています。このような女性のニーズ

に応えて、各種の美容食品や健康改善食品、

なかでもコラーゲンを配合した美容訴求型の

食品が上市され、その市場規模は年々増加し

ています。

そこで、当研究所ではコラーゲンの美容食

品としての機能を検証する目的で、 1食当た

り1gの鶏コラーゲンペプチドを含むスープ

を調製し、 20～40歳の女性に 8週間摂取して

いただき、シワや老化に関係する肌の水分量

を測定しました。その結果、コラーゲンスー

プを飲んだ女性は対照群の女性よりも、肌の

水分量が有意に高値を維持することを確認し

ました。これらの結果に基づき、「べっぴん

館コラーゲンスープ」と飲料「きれいになあ

れjを開発しました6）。（グラビア写真 5) 

上記のコラーゲン応用製品開発のほかにも、

当研究所では医療材料用コラーゲンの生産や

用途開発を行うとともに、細胞培養用コラー

ゲン (I、E、E、町と V型コラーゲン）の

販売も行っています。

3.おわりに

人類にとって健康であることは、いつの時

代になっても変わることのない永遠の願いで

す。その願いに、私共の研究が少しでもお役

に立てることを目標として、日本ハム中央研

究所は「ヘルスサポート宣言jのもと研究開

発を行ってまいります。

今後とも関係各位のご指導、ご助言並びに

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

引用文献

1 ）高畑ら：食品工業， 42(4 ), 22-28 (1999) 

2）森松：食肉の科学， 37(1 ), 34-40 (1996) 

3）ミートジャーナル， 36(6 ), 50-53 (1999) 

4）佐藤ら 第45回日本栄養改善学会大会要旨集，
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6）塩田ら： FoodStyle 21, 3 ( 8 ), 45-48 (1999) 
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舎動物ゲノム研究の流れ

(10）ブタのDNAマーカーと経済形質との連鎖解析
和田 康彦（わだ やすひこ）農林水産省畜産試験場育種部家畜ゲノム研究チーム

はじめに

ここ数年の間にDNAを取り扱う技術が急

速に進歩しています。その結果、ヒトの医学

分野においては多くの遺伝病の原因遺伝子が

解明されるなど、画期的な成果が続々と発表

されました。それに刺激されて、基礎生物学

の諸分野にとどまらず、薬学、食品工学、育

種学から考古学に至るまで、 DNAを扱う研

究は空前の大ブームとなっています。また、

各企業は収益チャンスを求めてこの分野に殺

到しており、各国政府もこの分野の基礎研究

に重点的に研究予算を配分するとともに、新

産業育成のための道筋をつけようとやっきに

なっております。このような情勢の中で世界

各地のブタの遺伝育種分野の研究者たちは、

いち早く DNAマーカーを用いたブタの育種

改良を目指して研究を開始し、すでに多くの

研究成果を発表しております。今回は、ブタ

における質的形質と量的形質のマッピング研

究の現状を紹介するとともに、今後の展開に

ついて触れてみたいと思います。なお、連鎖

解析の理論や学術用語、わが国における豚の

マッピングプロジ、エクトの現状については本

稿末尾にあげた参考文献をあわせてご参照い

ただければより深い理解が得られると思いま

す。
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1 .なぜマッピンク‘するのか？

ある形質に関連する遺伝領域を遺伝子座と

言います。この遺伝子座がどの染色体上に内

在するのか、そして染色体上のどのあたりド

存在するのかを決めることをマッピングと言

います。では、何故われわれ研究者はマッピ

ングにこだわるのでしょうか？ その最大の

理由は組み換えという現象にあります。本連

載のなかでもすでに述べられているように、

親から子へ遺伝子が伝えられる時には染色体

という単位で伝わります。たとえば l番染色

体は父親から、 2番染色体は母親から伝わる

わけです。しかし、小さな頻度ですが染色体

の一部は父親から、その他の部分は母親から

伝えられることがあります。この現象を組み

換えと申しまして、連鎖解析はこの組み換え

を利用した技術です。

組み換えには距離的に近い遺伝子ほど組み

換えしにくいという法則があります。たとえ

ば、中国豚で産子数を多くする遺伝子座を見

つけたとします。これを利用して敵米品種の

産子数を改良しようとする場合、その遺伝子

座の近くに発育を悪くする遺伝子座がありi

すと、産子数は多くなったけれど発育は悪（

なったということになりかねません。まι
実際に利用する場合は、 DNAマーカーを世

って選抜をするわけですが、 DNAマーカ〆

の位置とその形質を支配している遺伝子その

ffi産技術 2000年l月号
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ものとの聞に距離がありますと、選抜の世代

が進むにつれて組み換えが起こってしまいま

す。中国豚の遺伝子を導入しようとしている

のに、少しずつ欧米品種の遺伝子に戻ってし

まうわけです。ですから、 DNAマーカーを

利用した選抜や遺伝子導入をする場合には、

できる限り形質に関連する遺伝領域を狭めて

おかないといけません。そのために、より精

密なマッピングが必要となります。さらに、

ヒトやマウスなどでは家畜にくらべて分子遺

伝学の研究が進んでいるわけですが、ヒトや

マウスでの成果を利用するためには、家畜に

おける経済形質に関する遺伝子座が、ヒトや

マウスなどでどの染色イ本のどのあたりにくる

のかを決める必要があります。この関係が明

らかになりますと、ヒトやマウスでDNA塩

基配列が決定され、マッピングもされている

遺伝子の中から、その遺伝子座の責任遺伝子

の候補を探すことができるようになります。

責任遺伝子が明らかになれば、組み換えの心

配をすることなく選抜することができるよう

になり ますし、遺伝病などの場合、遺伝子診

断も可能となり ます。

2.ブタにおける質的形震のマッ
ピングの現状

毛色などの数量的に示すことができない形

質を質的形質と言いますが、この質的形質の

多くは lつまたは多くとも数個の遺伝子に支

配されています。劣性ホモ個体で奇形になる

ような遺伝病も質的形質に含めてもいいでし

ょっ。これらの質的形質をマッピングするた

めにはその形質の遺伝形式を決定する必要が

あります。遺伝様式とはたとえば、劣性ホモ

個体で、奇形になるとか、あるひとつの遺伝子

座において優性ホモ個体とヘテロ個体の毛色

が白になる、などの遺伝の仕方を指す言葉で

・・．． 』』ー

す。遺伝様式が決定できたら家系内の各個体

の遺伝子型を決定し、そのデータをDNAマ

ーカーと同様に連鎖解析にかければ、その質

的形質をマッピングすることができます。

ブタにおいてはすでに毛色の優性白の遺伝

子座が第 8染色体にマ ッピングされており、

その原因遺伝子も幹細胞成長因子受容体

(KIT）という遺伝子であることが明らかに

なっています。また、毛色に関する E遺伝子

座も第 6染色体にマッピングされ、原因遺伝

子がメラニン細胞刺激ホルモン受容体

(MCIR）であることも明らかにされました。

これらの成果を利用して畜産試験場と

STAFF研究所では豚肉からの品種判別の技

術を開発しました。わが国で黒豚肉と称して

売られていた肉のかなりの部分がパークシャ

ーの純粋種ではない可能性が高いことが新聞

報道されたことは記憶に新しいところです。

また、ハンプシャ一種で、見つかった肉質に関

するRN遺伝子座はすでに第15染色体上にマ

ッピングされていますが、さらにその原因遺

伝子を探査するための研究が複数のグループ

によって実施されています。さらに、畜産試

験場のゲッチンゲンミニ豚で発見された第 6

染色体上の初期匹における致死遺伝子座につ

いても、現在までにその遺伝領域を 2センチ

モルガンにまで縮めることに成功しています。

3.ブタにおけるQTL解析の現状

家畜における経済形質の多くは質的形質で

はなくて形質値が連続して分布している量的

形質です。量的形質の特徴は関与している遺

伝子の数が多いことと、遺伝以外の環境の要

因によっても影響されることです。そこで、

量的形質に関与する遺伝子座（QTL）をマ

ッピングするためには通常の連鎖解析手法と

は異なる方法（QTL解析法）が必要になっ
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てきます。紙面の関係から詳細を述べること

はできませんが、家畜においては環境要因の

効果を統計的に取り除くことと、注目してい

るQTL以外のQTLの効果をどのように取り

除くかが鍵となります。また、実験動物や作

物でのQTL解析と同様にDNAマーカーのタ

イピングのミスやサンプリングによるデータ

の揺れを考慮することも重要なことです。た

だし、どのようなQTL解析手法を採用して

も、その解析精度は集団の構造と集団構成員

の頭数、当該領域におけるDNAマーカーの

分布密度などに強く影響されます。そのため、

頭数が多くとれない牛や豚においては手法の

違いよりも頭数の違いなどの方が解析精度に

大きな影響を与えます。

豚においてもスウェーデンを中心とする北

欧グループ、イギリスのロスリン研究所のグ

ループ、アメリカのUSDAのグループなど10

以上の研究グループで遺伝的に異なる品種問

の交配によるF2家系、または、戻し交雑家

系を作成し、 DNAマーカーのタイピングを

行い、形質の測定値とあわせてQTL解析を

実施しています。わが国でも1994年から農林

水産省畜産試験場で梅山豚とゲッチンゲンミ

表 1 DNA育種事業において検出した主なQTL

担当場所

岩手県畜産試験場

群馬県畜産試験場

静岡中小家畜試験場

鹿児島県畜産試験場聾豚部

手口回（1999）より
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形質

枚肉比重

椎骨数

脂肪厳組成

小腸長

推骨数

生時体重

DG 

背脂肪厚

脂肪酸組成

椎骨数

生時体重

DG 

枝肉歩留

ロース芯断面積

染色体

2 

12 

8 

7 

12、14、16

6 

4、8
4 

4 

ニ豚によるF2家系の作出を開始し、平成i

年度から道県への委託研究としてDNA育程

事業がスター トしています。 すでに平成 6 ~

度開始の 4県については事業は終了し、表l

に示すような多数のQTLを検出しています

DNA育種事業は第 1期 8道県に続いて今年

度から第 2期に入札マッピング精度の向上

と豚育種への応用への橋渡しを目指して引j

続き精力的な研究が行われています。

表2に質的形質と量的形質をあわせて班

までに豚においてマ ッピングされているお｛

な遺伝子座を示します。QTL解析でマッサ

ングされた第 2染色体の赤肉割合などに断

るQTLはすでに詳細なマッピングが終了L

その原因遺伝子はほぼIGF2遺伝子に絞り詰

まれています。第7染色体の発育などに関与

する遺伝子座はおそらく MHC領域付近に1

在するものと思われ、内外の多くの研究者『

注目を集めています。第 1染色体の発育にI

するQTLと椎骨数に関するQTLはその闘

が重なっており、農林水産省音産試験場ぶ

ネソタ大学は共同でこの領域のDNAマーイ

ーを開発しているところです。その他にもf

4染色体や第 6染色体の発育のQTL、第』

染色体の排卵数のQTLなど中国豚と欧米J

種の交雑家系において大きな効果を持f

QTLがマッピングされています。

4.今後の展開

わが国をはじめ豚のQTL解析を実施しf

いる研究グループはゲノム全体から大きが

果を持っているQTLを検出するという第

段階は終了し、当該領域上にDNAマーか

をさらに開発して詳細マッピングをする第

段階へ入っております。また、 一部のグ！ド

プは豚育種への応用を意識して、欧米品種

うしによる交雑家系の作成や実際の育種集

畜産技術 2000年l財
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表2 豚においてマッピングされた主な遺伝子座

染色体 形質 原因遺伝子 発表者

発育、背脂肪厚 Rohr巴rand Ke巴｜巴（1998),Paszek et a/.(1999a），室伏ら（1998），加治佐ら（1998)

屠体長、椎骨数 Rohrer and Keele(1998), Wada et a/.(1998），室伏ら（1998），力日；台佐ら（1998)

2 赤肉割合、枝肉比重 LGF2? Nazer et a/.(1999), Joe 「ieta/.(1999) 

4 発育、背脂肪厚など Andersson eta/.(1999), Wa「iget a/.(1998), Walling et a/.(1998) Knott et a/.(1 
998), Paszek et al. (1999a) 

6 発育、背脂肪厚 Paszek et a/.(1999ab) 

6 死産数、繁殖障害 Wilkie et a/.(1999), Mikawa et a/.(1999) 

6 赤肉割合、肉質 Geldermann et a/.(1996) 

6 毛色 MC1R Kijas et a/.(1998) 

7 発育、背脂肪厚 Rothschild et a/.(1995), Wang et a/.(1998), Wada et a/.(1999), 

7 屠体長、椎骨数 Rohrer and Keele(1998), Wada et a/.(1999) 

8 発育 Paszek et a/.(1999a) 

8 排卵数、黄体数 Rathje et a/.(1997), Wilkie et a/.(1999) 

8 毛色 KIT Johansson Moller et a/.(1996) 

10 発育 Kno口eta/.(1998), Wada et a/.(1998) 

12 背脂肪脂肪酸組成 室伏ら（1998)

13 発育 Knott et a/.(1998) 

13 大腸菌抵抗性 Edfors-Lilja et a/.(1995) 

14 背脂肪脂肪酸組成 室伏ら（1998)

15 肉質（acidmeat) Milan et a/.(1996), Mariani et a/.(1996) 

16 肉質 Paszek eta/.(1999b) 

和田（1999）より

によるQTL解キ斤、さらにはDNAマーカーに

よる選抜や遺伝子導入のプロジェクトを開始

したところもあります。

一方、技術的には従来の連鎖解析手法とは

別に、交雑家系で、のタイピングを必要としな

いRHマッピングの技法がヒトやマウスで急

速に普及しております。また、ヒトゲノムプ

ロジ、エクトによりヒトのDNA塩基配列は急

ピッチで解読されており、 cDNA解析の結果

を重ね合わすことによって、ほとんどすべて

の構造遺伝子の位置と塩基配列はあと 5年程

度で解明される予定です。さらに、どの遺伝

子がどの組織あるいはどの細胞で発現してい

るかを明らかにするDNAチップ、マイクロ

アレイの技術が急、速に普及し始めております

し、ある遺伝子を欠失させたノックアウトマ

ウス技術も確立されました。従って、遺伝子

の位置と構造だけで、なく遺伝子の機能につい

てもヒトやマウスにおいて徐々に明らかにさ

れてくると思われます。そうなれば、ヒトや

マウスの情報から家畜の遺伝子の位置と構造

を予想することが簡単にできるようになりま

す。これは画期的なことであり、表 1や表2

で示したQTLの多くはそう遠くない将来に

その正確な位置と構造が明らかにされること

でしょう。

このような情勢のなかで、農林水産省畜産

試験場は家畜衛生試験場、農林水産先端技術

研究所（STAFF研究所）および道県の畜産

関係試験研究機関の協力を得て、豚ゲノム解

析に関わる多くの研究開発を行っております。

すでに、染色体物理地図、全ゲノム領域にわ

たるマーカ一連鎖地図、 BACライブラリが

完成しており、各組織のcDNAライブラリや

RHマップなどを作成中です。そして、第 6

染色体の致死遺伝子領域についてのBACコ

ンテイグマップの作成、第 1染色体のQTL

領域、第 7染色体、第4染色体についてのマ

ーカーの開発を行っています。今後、これら

の基礎的な成果をもとに詳細なQTLマッピ
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ングなどを実施する予定です。

おわりに

いつの時代にも先端技術は存在していまし

た。時代が先端技術を作り出すとともに、作

り出された先端技術が新しい時代を切り開い

てきたことを歴史は教えています。ブタの育

種改良においては100年前の新技術はFisher

流の統計学であり、 50年前の先端技術は系統

造成と交雑利用でした。そして現代の最先端

技術はゲノム解析であります。ゲノム解析に

ついては過小評価されている向きもあるよう

ですが、単にブタの育種法を変えるのみなら

ず、畜産業そのものさえも変革してしまいか

ねないパワーを秘めているのです。この点が

ウシにおける受精卵移植技術とは根本的に違

うところです。なぜならば、ウシにウシ以外

の受精卵を移植することはできませんが、

DNAには種の壁はないからです。細菌で得

られた成果をブタで利用し、ブタで得られた

成果をヒトで利用する。それが可能であり、

まさにそのようなタイプの共同研究が始まり

つつあります。

いつの時代にも最先端技術は難解であり、

最初は過大評価され、次に過小評価されがち

なものです。しかしながら、その聞にも技術

の進歩は続き、そして多くのものを得たこと

と、何がしかのものを失ったことに気づくこ

とになります。けれども、貿易の自由化とい

う荒波にもまれるわが国の畜産業を想う時、

後ろを振り返っている余裕などないことに気

づくはずです。若い優秀な研究者達が日夜、

苦心惨惜してDNA研究をしている姿を見る

につけ、彼らの研究成果が産業界に有効に利

用されていくことを願ってやみません。
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パキスタンの水牛点描
佐藤 輝夫 （さとう てるお） JICA専門家パキスタン駐在

はじめに

筆者は現在、 JICA畜産技術協力専門家と

してパキスタンに派遣され、約20名のカウン

ターパートを対象に家畜衛生技術の指導にあ

たっている。すでに 3年を経過しているがこ

の間当地で一般に飼養されている水牛

(Nili・Ravi種：リバー型水牛）と仕事上かか

わることが多い。熱帯の水牛に関しては、柏

原I）がその役割、特徴、繁殖、利用につい

て、蘭ら2）がパキスタンにおける水牛の生

産性、消費について、佐藤3）が乳用水牛の

繁殖生理について報告している。したがって

水牛についての全体的な詳細な解説としては

それらを参考としていただくとして、著者は

パキスタンの水牛（一部は牛）について概要

を簡単に紹介するとともに、当地で体験 ・見

聞したことで、珍しく感じたこと等について

紹介してみたい。

l .パキスタンにおける水牛飼育
の概要

パキスタンの農業地帯は濯概地域

Grrigated -area）と降雨地域（rain-falト

area）に分けられる。前者の年間降雨量は

250～600rnmで、あり、後者のそれは250mm以下

で、これはほぼ砂漠の状況に匹敵する。主な

州としては前者で、はパンジヤフ、、j、｜、

ハロチス夕ンj、｜．｜がある。主要農作物は麦、米、

トウモロコシ、綿花、サトウキピ、甜菜（シ

ユガービート）、ナツメヤシ（dates）、タバ

コなどである。水牛はこれらの農作物生産と

結びついた複合経営の中で飼育されている。

約2100万頭の水牛はパキスタン国土の全域

でまんべんなく飼育されており、その用途は

次の通りである。

①牛乳の生産と販売。

②雄牛は12月齢まで飼育され肉用／素牛とし

て販売される。

③役用として耕作や農産物の運搬に利用。

④村の中の役牛に支障がある農家には一定期

間無償で貸与し、助け合う習慣がある。

⑤糞尿は堆厩肥として利用する場合と、牛糞

を乾燥して家庭用の燃料として利用する場

合とがある。

水牛飼育の経済効果としては次のことが考

えられる。

①濯i既地域では農作物の生産性が高く、その

副産物も多量に得られる。水牛飼育により

これらの副産物を十分に利用して牛乳の生

産が行われ、農産物収入に乳代収入が加わ

り農家収入の増大に貢献する。

②砂漠に近い気候条件の降雨地帯における農

作物の収量は雨量に大きく左右される。そ

の結果農家収入が大幅に減少する年がある。

このような場合、水牛は野外で乏しい草を

探して食べることで個体を維持し、極めて

少ないながらも牛乳を生産することができ、

これが現金収入源になる。このような地帯

では、農家の最低生活を維持するために水
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牛飼育が不可欠で、あると考えられる。

③いろいろな水牛飼育農家の人に、どの位の

年間収入があれば御の字かと尋ねてみた。

多数の人が年間の現金収入が 6～10万パキ

スタンピイ（14から24万円）と答えた。こ

れは、 3～ 5頭の水牛の年間乳代収入に相

当する。

2.牛と水牛

牛と水牛は種が異なり（染色体数が異なる）

両者の交配は成り立たない。その他の特徴の

違いを念のため表 1に示す。

3.水牛の採血

1999年2月から 7月の 5ヶ月間に筆者は原

虫病調査の目的で約600頭の水牛から採血を

行った。採血の際は飼主が棒を振り上げたり、

棒で体を擦りながら、動いてはならないと水

牛を叱略すると暫くは我慢する。しかし嫌い

な注射をされ痛みで怒ると、前脚をあげ叩こ

うとする。そのため、採血前には前脚をロー

プで8の字に縛らなければならない。この経

験から、どちらかといえば水牛は牛を扱うと

いうより、北海道で馬を扱っているような印

象を受けた。

4.牛と水牛の糞

牛と水牛は役用、乳用などの用途の他に、

その糞は乾燥し家庭用の燃料として利用され、

このことはパキスタン全土で行われている。

両手を使って柔らかい糞を厚い円盤状に丸め、

塀や畜舎の壁に張り付けて日干しにするので

ある。牛の原虫病の調査を行う機会があった

時、この日干し円盤状の牛糞をはがしたとこ

ろ、牛糞と壁の聞に無数のダニが生息してい

るのを見つけ、大変驚いたものである。
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.., 
5.水牛の季節繁殖性

水牛の繁殖には季節性があるという見解が

多い。筆者がパンシャブ州のラワルピンデイ

地区の人工授精所で収穫した水牛の季節別授

精頭数を表2に示した。寒期に比し猛暑期の

授精頭数は 5割程度と少ないが、充分授精は

行われている。したがって水牛はこのデータ

から見て周年繁殖であることが明かであると

理解している。

表 1 牛と水牛（waterbuffalo:Nili-Ravi）の比較

牛 水牛

染色体数 60 50 

俵息地 温帯から熱帯 熱帯

パキスヲン圏内の飼育数排貌 1,700万 1,900万

皮膚 厚い 薄く、滑らか

i干腺 有り 少ない

角の形状 円錐状 幅広く、平ベ‘ったい；

渦巻状、釣富十状

暑熱の影響 ｜日陰に隠れる ｜泥水叩仰る

発汗する 呼吸速迫

表2 Rawalpinndi Division （ラワルビンデイ地区）における

6か所のサブ人工授精所の水牛授精頭数

季節（月） 1995年 1996年 合計（%） 季節目I)

春

2 114 581 

3 107 616 723(7.5) 1,894(19.町

4 100 376 476(5.0) 

夏（猛暑）

5 82 424 

6 152 453 605(6.3) 1,803(188) 

7 141 551 692(7.2) 

秋

8 73 560 

9 101 692 793(8.3) 2,555(26.司

10 177 952 1,129(11.8) 

冬（寒気）

11 186 1,026 

12 178 966 1, 144(11 .9) 3,332(34自

136 840 976(10.2) -

1,547 8,037 9,584(100) ， 



6.水牛の性成熟

牛に比べると水牛は性成熟が遅いことが問

題であるという意見をパキスタンの技術者か

ら頻繁に聞かされる。しかし他の牛に比較し

て発育が遅いという結論だけが強調されてお

り、この発育遅延は本当に品種の持つ特性な

のか、あるいは飼養管理失宜によるものかを

調査吟味した報告はこれまでのところ見当た

らない。

7.幼畜のへい死率が高い理由

水牛の幼畜はへい死率が高いと言われてい

る。しかし、これは気候等の理由というより

は飼養者である農家の貧困さが理由と言える。

すなわち分娩後の水牛の乳は多くの場合換金

のため販売されてしまい、子牛の晴乳用に廻

すだけの余裕さえないことが幼畜の栄養不良、

へい死率の高いことにつながっていると考え

られる。

8.水牛の発情発見

水牛は夜行’性で、あるため発情発見が難しく、

このため繁殖性に問題があることは事実であ

る。しかし熱意ある人工授精師と水牛酪農

家の協力により、年間分娩率が80%前後の水

牛牧場があることも事実である。この人工授

精師は担当している牧場の繁殖データをほと

んど記憶しており、これには感服した。

雌水牛の発a｜育発見法について、ひとりの伝

統的水牛農家のやり方を次に紹介したい。

①多頭数の水牛飼育で、は試情雄が必要で、ある。

①毎朝、外陰部からの粘液を確認する。

①発情の 3日前になると乳頭乳槽部に乳汁が

蓄積する。

④発情前に乳量が減少する。

9.種雄牛

水牛の種雄牛についての和文の報告が少な

いので、入手できた若干の文献と当国におけ

る筆者の経験を基に紹介する。

①雄牛の発育に関する報告によると、生時体

重は42kgで、 6歳齢まで発育を続け、この

時の体重は約782kgになり、 13歳齢まで維

持する。約22ヶ月齢で春機発動がみられ、

初回射精は約26.5± 0.8 (M ± S D）ヶ月齢

であった。

②週一回の精液採取により、 1ヶ月当たりの

精液量は13± lOml (M ± S D）で季節聞

の差は少ない。 1回射精当たりの精液量

2.0mlで、あるという。

③水牛の精液採取

水牛の精液採取技術はホルスタインのそれ

と異なる点があるので、筆者は経験した方

法を次に紹介する。

精液採取は可能な限り日の出前に開始す

る。午前8時頃には気温が上昇し始め、水

牛の種雄牛の性的興奮は極端に抑制される

ようになる。

複数の種雄牛から精液を採取する場合、

それぞれの牛に 1人ずつ引き手をつけ、引

き手が輪またはー列になり、前進しながら

牛の性的興奮を誘う。約20分後には、陰茎

が勃起し始め他の雄牛に乗駕を始めるよう

になる。第一回目と第二回目の射精間隔は

5～10分以内であるが、 30～40分に及ぶ雄

牛もいる。水牛のー突きの速さは牛より遅

く弱い。

精液は乳白色からきれいな青色を帯びた

色彩である。水牛の精液量、精子濃度、採

取直後の活力と直進性は牛より低いといわ

れているが、筆者らが1996年11～12月の冬

の期間、 1997年 5～ 7月の猛暑の期間に採
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取した精液の精液量と精子数を表3にしめ

した。これによれば飼料の給与と管理が適

切であれば、猛暑が精液性状に悪影響を与

えることはないといえる。この猛暑期間の

飼料の種類は種雄牛 1頭あたり綿実 2kg、

フスマ 2kg、麦稗 2kgと刈り取ったばかり

の緑餌20kgで、あった。予算不足のため飼料

費の支給が停止され、綿実、フスマ、麦稗

の給与が中断された期間には種雄牛の性的

興奮が明らかに弱くなり、射精回数と精液

量の減少が顕著で、あった。

牛精液に使われている希釈液は水牛に適

さないという技術者が多いが、筆者らの実

験室内における凍結精液の検査結果と野外

受胎試験によると、牛に使われる希釈液が

水牛にも利用できるといえる成績であった。

10.人工授精の状況

パキスタンでは牛の人工授精の普及率が著

しく低いと言われているが原因を具体的に考

えようとする試みが乏しい。筆者が多数の牧

場主に人工授精を取り入れない理由を尋ねた

ところ、人工授精の受胎率が本交のそれより

も低いこと、娘牛の乳量が母牛よりも少ない

こと、ホルスタインの精液を授精したのにサ

ヒワルの子牛が生まれたことがあること等の

不満が多かった。しかし、これらは解決が可

能な問題ばかりであろうと考えられる。

11.牛の耐暑性

熱帯の猛暑により家畜の生産性が低下する

と断言する技術者が多い。暑熱が人々の日常

生活にいろいろな苦痛を与えているので、温

度がさがれば諸問題が解決すると想像してい

る畜産技術者が多い。筆者は、このような姿

勢、考え方が当地の畜産技術開発の盲点にな

っているように思う。
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a・v
表3 冬と猛暑時期の水牛（Nill-Ravi）の精液量と精子数（m±s副

射精量 （ml) 射精ごとの精子数（×1Q6/ml)

初回第2回計 初回 第2回

冬 n=31 4.2±1.6 3.2士1.37.9±2.7 1,186±862 1,141±714 

猛暑 n=27 3.7士2.12.6±1.0 6.3士2.8 1,854±915 1,597±923 

その一例を述べると筆者がJICA専門家と

して指導にかかわったハリムラート牛精液凍

結事業所では1986年の開設以来、毎年の 5～

8月の猛暑時期にはホルスタインとジャージ

一種の種雄牛から精液採取ができないという

のが通念になっており、その期間の凍結精叫

製造数はほぼ零であった。これに対し、筆者

が飲み水と飼料が十分与えられて種雄牛の健

康が維持されれば、猛暑は精液採取に悪影響

はないと断言したところ、試してみようとい

うことになり、筆者のカウンターパートが猛

暑期間中に飲み水と飼料の確保と給与に目ー

杯努力した。その結果、凍結精液の製造数Ii

猛暑期にも減少せず、若干であるがむしろ増

加した。

12.水牛の改良

水牛の改良がなかなか進まないと言われて

いる。これは育種に関係している技術者の引

本的技術に問題があるように思える。すなわ

ち不断に牛を観察しないこと、乳量の計量方

法、脂肪率測定用の試料の取り方がきちっと

していないこと、牛の個体識別に問題がある

こと等の改善すべき課題が多いことである．

言いかえれば、データの信頼性に万全の関心

を払った作業を実施することが、水牛の改良

を進める方法と考えられる。

13.ワクチン

パキスタンで製造されている動物用ワクチ

ン等を参考までに表4に示した。使用する倒



表4 生物学的製剤lの一覧表

1. Haemorrhagic septicaemia vaccine(adjuvant) 

2. Blackquarter disease vaccine. 

3. Listeriosis vaccine 

4. Carpine pleuropneumon1a vaccine 

5. Enterotoxemia-cum-lamb dysentry vaccine 

6. Anthrax spore vaccine 

7. Spirochaetosis vaccine 

8. Fowl cholera vaccine 

9. Rinderpest cell culture vaccine(TCRV) 

10. Foot and mouth disease vaccine(cell culture). 

11. Antirabies vaccine(semple冶）

12. Antirabies vaccine(Flury) LEP single shot 

13. Antirabise vaccine(Flury HEP) single shot. 

14. Canine distemper vaccine 

15. Sheep pox vaccine(Roumanian strain) 

16. Sheep pox tissue culture vaccine 

17. Goat pox cell culture vaccine 

18. African horse sickness vaccine. 

19. Newcastle Disease vaccine 

20. Mareck's disease vaccine 

21. Fowl pox vaccine 

22. Hydropericardium syndrome vaccine. 

23. Foot-and-mouth disease serum 

24. Mallein(ordinary and cゅncentrated)

25. Tuberculin P. P. 0. (avian and mammalian) 

26. Brucella abortus aggluination concentrate. 

27. Brucella abortus milk ring test antig巴n

28. Rose bengal plate test antigen 

29. Salmonella pullorum stained antigen. 

Note:Veterinary Research Institute, 

Punjab Government, Lahore, Pakistan, 1997 

~ 

.... ，圃園、

の獣医師にその予防効果について尋ねたとこ

ろ、予防効果が安定していないとの意見が多

く、 筆者も同様な経験をしたことがあった。

終わりに

熱帯の途上国諸国で重要な役割を果たして

いる水牛について、今後とも十分な研究が行

われ、その価値を生かした利活用が図られる

こと、それに対する日本の一層の支援がなさ

れることを祈念するものである。なお、情報

の提供を頂いたパキスタンのラワルピンデイ

地区の人工授精師の方々、 JICAカウンター

ノfートのDr.M. Bakhsh及び、Dr.M. Riazに深

謝する。
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花立信二
（はなだて しんじ）

農林水産省

家畜生産課

クローン牛問題
の現状について

1 .はじめに

クローン技術の研究開発については、「ラ

イフサイエンスに関する研究開発基本計画」

（平成 9年 8月13日 内閣総理大臣決定）の

基本的方針を踏まえ、農林水産省として「家

畜クローン研究に関する情報公開の考え方に

ついて」（平成10年 5月11日 農林水産技術

会議事務局先端産業技術研究課長並び、に畜産

局家畜生産課長連名通知）によって家畜クロ

ーン研究の情報公開（研究中の実施機関名、

具体的研究内容等）を実施してきているとこ

ろである。

家畜クローン研究の現状（平成11年9月30日現在）

1.家畜クローン研究を実施している研究機関
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受精卵クローン牛を研究している研究機関数

49機関

体細胞クローン牛を研究している研究機関数

41機関

2.受精卵クローン牛

受精卵クローン牛が出生した研究機関数 34機関

受精卵クローン牛の出生頭数 496頭

うち育成・試験中の受精卵クローン牛頭数

150頭

うち出術等がなされた受精卵クローン牛頭数

183頭

うち食肉処理されたことが確認された頭数

受胎中の受精卵クローン牛頭数 44頭

3.体細胞クローン牛

体細胞クローン牛が出生した研究機関数

78頭

18機関

体細胞クローン牛の出生頭数 98頭

うち育成・試験中の体細胞クローン牛頭数｜

56頭

受胎中の体細胞クローン’｜二頭数 64頭

畜産におけるクローン技術は、人工的に行

う繁殖技術として人工授精技術、受精卵移植

技術と進化してきた中での先端技術であり、

優秀な家畜を複数コピーできることで、改良

増殖の分野に大きく貢献できる有効な手段と

して、畜産の関係者より期待されている。

例えば、現在国内で、生産が行われている受

精卵クローン牛の生産技術に、性判別の技術

を利用することで、性も遺伝的能力も同ーな

受精卵を複数得られることが可能になれば、

今までの多大なコストと時間を費やしてきた

能力検定の手法を一気に改善し、世代間隔の

短縮、少頭数での検定の実施などを通じ、短

期間で改良量を増大できることに加え、優秀

な個体を複数生産できる。

現在、肉用牛の改良手法として用いられて

いる種雄牛の後代検定（間接検定）では、 J

定数の息牛をランダムに選んだ雌から生産し、

その検定結果（肥育成績）をもって種雄牛t

しての遺伝的能力を推定することで選抜を行

ってきている。検定情報を得るための肥育話

験を行う息牛を生産するまでには、候補種雄

畜産技術 2000年 l}l号



牛の精液生産、雌牛への調整交配、分娩まで

約2.5年以上の時間と多大なコストがかかっ

ている。

これが、クローン技術の利用により候補種

雄牛と遺伝的に同ーな個体を同時期に複数生

産することが可能になれば、候補種雄牛と遺

伝的に同一な個体を同時に育成、肥育し、そ

の肥育成績を利用することで短期間で、極め

て精度の高い種雄牛の選抜が可能になる。

また、将来、研究段階から一般に普及でき

るほどにクローン技術の生産率が向上するな

らば、乳用牛や交雑牛を借腹にして、需要の

高い高品質牛肉を生産できる黒毛和種の低コ

スト増産に結び、つくことも可能であり、国際

化の進む中にあって、資源に制約を受ける日

本畜産の将来をになう技術として生産現場か

らの期待も大きい。このため、公的機関だけ

でなく民間機関も研究開発を行ってきている。

こうした中で、平成11年 4月14日「受精卵

クローン牛肉が一般に知らされないままに市

場に流通していたJとの新聞記事（日経）が

掲載されたことを契機に、 一般消費者の関心

が一気に高まってきた。

2 出荷問題への具体的対応

受精卵クローン牛の出荷問題に対処するた

め、農林水産省は畜産局家畜生産課長を座長

に、関係課室長をメンバーとする「受精卵ク

ロ」ン牛に関する情報公開のための省内検討

会（タスクフォース）」を設置し、検討を重

ねるとともに、報道関係、消費者団体、流

通・販売関係団体等幅広い分野の方々へ、説

明会、懇談会、試食会、現地見学、マスコミ

への取材・放映といった様々な形で、クロー

ン技術を正しく理解してもらうための情報の

提供を行ってきた。

また、パンフレット「クローン牛について

量圃・ーーー－

家畜受精卵移植技術研究組合（（社）家畜改良事業団
（株）ミック）で誕生した黒毛和種受精卵クローン牛
の6つ子

知っていますか Q&A」を作成し、関係機

関、団体等への配布やホームページ、への公開

で啓発活動を行っており、現在、クローン技

術についての啓発用ビデオも作成中である。

3 懇談会の開催と試験的販売

農林水産省はクローン技術等に関する広報

活動を継続して行いながら、平成11年 8月13

日には①クローン牛の情報公開②受精卵クロ

ーン牛の出荷に際しての情報提供等③受精卵

クローン牛由来生産物の情報提供とその問題

点④普及啓発活動等⑤体細胞クローン牛の取

り扱いを内容とする「クローン牛の情報提供

等について」を公表した。消費者の最も関心

のあった受精卵クローン牛由来生産物の情報

提供については、実施に当たっての問題点が

多く存在することからそれを整理し提示する

ことで、関係者の意見を聴取しながら引き続

きキ食言すを行うこととした。

平成11年 9月20日には学識経験者、研究者

側代表、流通関係代表、消費者側代表の15名

の委員に畜産局長、農林水産技術会議事務局

長等が出席し「受精卵クローン牛の情報提供

に関する懇談会Jを公開で開催し、委員より

情報提供の問題点等について意見を聴取した。

懇談会では消費者側代表からは、丁寧な消費
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者への技術の説明及び情報提供を求める意見、

生産物の安全性にかかる疑問と出荷に当たっ

ての表示の要求等に関する意見が多く、学識

経験者、研究者、流通関係者側代表からは、

技術について消費者によく理解してもらうこ

との必要性やクローン技術が畜産の生産現場

で大きく期待されていること、生産物につい

ては一般のものと同様に衛生検査が行われ安

全性の確保がなされていること、また流通段

階で生産物を表示をして販売することは困難

であること等の意見があった。

なお、検討会の内容についてはホームページ

(http:/ /www.lin.go.jp/ma百／9.20gijiroku.htm)

上に載せて広く公開しているところである。

また、上述の懇談会に先立ち、平成11年 9

月9日に初めての試みとして消費者のクロー

ン技術への理解を深めること等を目的に、出

荷時期を迎えていた新潟県産のクローン牛を

東京、新潟の小売店、飲食店で、パネル等を

用いた表示販売を行った。試験販売の状況に

ついてはテレビ・新聞等でも報道され、広く

一般の人々の関心を呼び、売れ行きは好評で

全店で完売という結果であった。また、販売

時にリーフレットによる情報提供とアンケー

トの調査を実施した。アンケートの結果は

（参考）のとおりである。その後、試験的販

売については10月25日に宮城県産（ 1頭）、

11月19日に山形県産（ 1頭）、 11月26日に北

海道農業試験場産（ 3頭）のものが実施され

た。また、民間機関としては初めて全農が12

月1日4頭をと畜処理し、試験的販売をする

ことを公表している。

4 農林水産省の方針

8月13日の情報提供についての経過報告以

降も、懇談会での意見聴取、試験的販売の実

施等を行いつつ、一方で、は関係団体からの申
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し入れによる説明会等の他、農林水産省の

「消費者の部屋」におけるパネル等で、の展示

農林水産祭での受精卵クローン牛の展示・ヰ

肉の試食、テレビ等取材への対応といった形

で、 一般消費者等にクローン技術の理解を得

るための広報活動を、関係団体の協力も得て

継続して行ってきた。こうした状況の中で、

省内ではそれまでの経過と問題点を確認して、

クローン技術の情報提供にかかる今後の対応

方針として「クローン研究の情報公開」、「受

精卵クローン牛の出荷に際しての情報提快

等」、「普及啓発活動」、「体細胞クローン牛の）

取り扱い」について、平成11年11月11日付け

で園、地方公共団体、民間の研究機関の他

畜産関係団体等へ、畜産局長と農林水産技術

会議事務局長の連名による文書を発出した。

これらの対応方針の内容のうち「クローン

研究の情報公開」については、これまでどお

り、クローン技術を研究している機関の研究

情報をとりまとめて公開（プレスリリース及

びホームページ、への掲載等）していくほか

今後は実施機関でクローン牛の生産、死亡、

出荷等で繋養頭数に変更があった場合も、毎

月とりまとめて公表していくこととしている

初回の繋養頭数の異動に関する情報公開は121

月初旬に行う予定で進めている。

「受精卵クローン牛の出荷に際しての情報提

供等Jについては、薬事法に規定する製造

（輸入）承認動物用医薬品等以段の医薬品等

が投与されていないこと等を条件とする出荷

の基準を定め、出荷はこれに留意して行うこ

と、並びに出荷時における情報提供として研

究機関から売り渡す相手に対して受精卵クロ

ーン牛であることを明記した「受精卵クロ t

ン牛記録書」を交付することとしている。

「普及啓発活動」については農林水産省は消

費者（団体）等に対しあらゆる機会を活用し

畜産技術 2000年 1月号
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た技術の内容等にかかる説明を行っていく と

同時に、現地説明会、シンポジ、ユーム等を積

極的に開催すること、また、クローン技術へ

の理解の促進を図るためのパンフレ ット、ビ

デオテープ等を作成し、関係者に配布してい

くこととしている。

「体細胞クローン午の取り扱い」について

は厚生省が平成11年度に肉、生乳等の安全性

について調査を行っていることから、この結

果を踏まえて通知するまでは、体細胞クロー

ン牛及びその生産物（肉、生乳等）の出荷は

自粛することとしている。

また、平成11年11月11日には上述の「当面

の情報提供等にかかる方針Jとともに「受精

卵クローン牛の名称J、「受精卵クローン牛由

来生産物の情報提供にかかる方針」、「受精卵

クローン牛由来生産物を表示販売する場の検

討」の公表を行っている。

公表した内容のうち、「受精卵クローン牛

の名称」については、技術について消費者等

の正しい理解が進んでいない状況の中で、

「クローン」という名称が消費者に遺伝子の

改変・操作を行った実験動物等を連想させ、

必要以上の拒否反応を起こさせていることか

ら、より適切な名称とするため、通称を公募

することとした。11月26日までの約 2週間の

間に100以上の通称の応募があり、選定委員

会 （仮称）での決定の後、以降その通称を使

用していくこととしている。

「受精卵クローン牛由来生産物の情報提供

にかかる方針Jについては、表示は任意とす

るが、クローン技術に対する理解を進展させ

ていく観点から、平成11年度は公的機関で作

出されたものについては表示販売を実施し、

民問機関へは協力依頼していくこととした。

更にイベント等、受精卵クローン肉用牛由来

生産物を提供で、きる場の設定に努めることと

している。なお、農林水産省の「表示につい

ては任意とすることが適当Jとの方針にさら

に広く意見を求めることとしており、 具体的

には約 1カ月間 （12月10日まで）の間に 9月

20日の懇談会出席委員に対して直接意見を求

め、また、インターネ ット等でも広く国民か

ら意見を求めることとしている。

「受精卵クローン牛由来生産物を表示販売

する場の設定の検討」については、消費者だ

けでなく、流通関係者等においてもクローン

技術のメリットが十分に理解されず、技術利

用にとまどいを感じている等の実態があるこ

とから、今後、受精卵クローン牛由来生産物

を表示販売する場の設定について検討してい

くこととしている。

5 最後に

今回のクローン牛の問題は、より高品質な

畜産物をより低コストで生産することを中心

に考えてきた畜産の技術者、研究者、生産者

等関係者にとって経験したことのなかった問

題である。あらためて、食品としての畜産物

を生産している限り、末端で消費してもらう

方々の理解を深めてもらうといった啓発活動

が、いかに重要なことであるかということを

痛感させられた。

新技術の開発普及については、直接現場に

近い技術者の方々からも機会ある毎に、その

技術について一般の消費者へ普及啓発してい

ただくことが極めて重要であり、多大な労力

と時間とコストをかけて地道に行ってきた畜

産の将来を担う有用な技術が、 一般の方々の

混乱と誤解を招き、技術開発と普及のため懸

命に取り組んでいる研究者、技術者、生産者

の夢が萎んで、しまうことのないようにしなけ

ればならないと考える。

今後、関係者が啓発活動等を行う際の資料
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として当方で作成したパンフレット等を活用

していただければ幸いで、ある。

（参考）

新潟県産受精卵クローン牛の試験的販売にお

けるアンケートの集計結果について

1. アンケートの回収結果

( 1）回収率
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( 2）性別、年齢別人数

性別

男性女性不明 21歳～ 31歳～ 41歳～ 51歳｜不明

30歳 40歳 50歳 以上

首都圏 103 49 37 32 34 47 I 3 

新潟県 58 63 。14 29 29 48 

合計 161 112 51 61 63 95 I 4 

2. アンケー卜結果

( 1 ）食前編

Ql：当店で受精卵クローン牛を扱っていることを知っていたか

質問 ｜首都圏 新潟県 合計

来店して初めて知った｜ 29% 10% 21% 

新聞・テレビで知った I 47% 69% 56% 

口コミで聞いていた I 1s% 20% 19% 

その他 I 6% 2% 4% 

質問

02：受精卵クローン牛又IS受精卵クローン牛肉という言葉を聞いたことがあるか

聞いたことがある

今日初めて聞いた
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Q3：受精卵クローン牛がどのような牛か知っていたか

(Q2で聞いたことがあると答えた人のみ）

質問 ｜首都圏 新潟県 合計

知っていた I 80% 75% 78% 

知らなかった I 20% 25% 22% 

Q4：今回、購入（注文）された理由は何ですか

質問 首都圏 新潟県

おいしそうだから I 11% 

めずらしいから I 47% 
お店ですすめられたから｜ 15% 

安いから I 6% 

その他 I 21% 
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( 2）食後編

Ql ：おいしかったですか

質問 ｜首都圏 新潟県

はい I 69% 56% 

いいえ I 8% 0% 

特に変わらない I 23% 44% 

Q2：いつもの牛肉と違いましたか

質問 ｜首都圏 新潟県

逮わない I 77% 84% 

違っていた I 23% 16% 
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冨際協力情報

畜産・獣医分野における海外技術
協力の現況（その 1) 

藤j畢 員一（ふじさわ しんいち）農林水産省畜産局畜政課

1 .はじめに

畜産・獣医分野における海外技術協力には、

様々なスキームがあるが、当事者・関係者以外

にはその現況等はよく知られていない。今回、

政府が関わっている畜産獣医分野における海外

技術協力の中で、国際協力事業団 (JI CA) 

を通じたプロジ、エクト方式技術協力について紹

介し、国内畜産関係者の方に海外技術協力につ

いて理解を深めていただ、く一助としたい。

2.プロジ‘エクト方式技術協力

政府開発援助（0DA  : 0旺icialDevelop-

ment Assistance）は、（ 1 ）二国間贈与（無

償資金協力と技術協力）、（ 2 ）二国間貸付、

( 3 ）国際機関への出資・拠出等の 3つの柱

からなっている。二国間贈与のうち技術協力

はJI C Aが担っており、その中の一事業が

プロジ、エクト方式技術協力である。この協力

方式は、①専門家の派遣、②研修員の受入れ、

①機材の供与の 3つの協力手段を総合的有機

的に組み合わせてパッケージ化し、事業計画

の立案から実施、評価までを一貫して運営す

る協力形態で、ある。

プロジェクト方式技術協力では、日本の有

する技術・経験 ・知識等を、相手国の実情を

踏まえ、一定期間集中的に相手国の人材（カ

ウンターパー ト）に移転する。協力期間は、

通常5年間で、その間に長期専門家（派遣期

間l年以上）を 5～10名（延べ人数）を協力

相手国に派遣し、更に、必要に応じて短期専

門家（派遣期間 1年未満）を派遣（年 4～ 6

名のケースが多い）している。カウンターパ

ートについては、協力期間中延べ10～20人を

日本畜産の現状の視察、現場における技術研

修の目的で、我が国の関連機関において受け

入れを行っている。

なお、近年は、プロジェクト方式技術協力

の拠点となる建物 ・施設等を無償資金協力に

よって建設するケースが増えてきている。

3.畜産・獣医分野のプロジ‘エクト方式技術協力

畜産 ・獣医分野の協力は、特に動物性蛋白

の供給源としての良質な畜産物の増産を図る

ことにより、協力相手国の国民の栄養状態の

改善等に寄与することを目的としており、主

に家畜生産、家畜衛生研究、獣医教育等にお

ける協力を行っている。

近年、畜産 ・獣医分野においては、技術援助

の協力要請内容の多様化、高度化、協力対象地

域の広域化等の傾向が認められ、家畜生産分

野では、家畜飼養に加えて繁殖 ・育種関係の

協力、家畜衛生分野では診断 ・防疫及びワク

チン検定に加えて大学や研究所での基礎及び

応用面での研究協力等新しい動きが見られる。

また、最近は大学の獣医学部に対する協力

も注目されている。

協力対象家畜についても、従来の乳用牛中

心から豚、肉用牛、家禽、乳製品、草地・ 飼
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料作物、畜肉製品と多様化がみられている。

今後とも日本への技術協力要請は引き続き行

われるものと思慮、される。

4.現在実施中のプロジ‘ェクト

畜産・獣医分野における最初のプロジェク

ト方式技術協力は、 1972年に開始されたシリ

ア鶏病予防センタ一計画で、その後、協力内

容の多様化、協力地域の広域化に伴い、プロジ

ェクト数も増えて、 1986年以降はだいたい10

以上のプロジェク トが平行して行われている。

平成11年度実施のプロジ、エクト（開始予定

も含む）については、別表の通り 。主たる日

本側協力機関は①～⑫が農林水産省、⑬が文

部省である。地域的にはアジアが8、中南米

が 3、東欧 1となっている。

協力対象分野についてみてみると、草地・館

料作物、酪農、乳製品、肉用牛、乳肉兼用種

疾病診断、獣医研究所強化等多岐に渡っている

畜産・ 獣医分野プロジェクト概要 ＜11年度実施案件〉
（平成11年11月1日現在）

国名 プロジェヲト名 協力時期 協力実施機関 計画概要

①インドネシア インドネシア H.9.3.3～ 農業省畜産総局 i乳用牛の飼養管理分野

酪農技術改善 14.3.2 2事L周牛の繁殖衛生管理分野

計画 1粗飼料の生産利用分野

＜%空イ 東北宮イ牧草 H.11.8.14～ 農業協同組合宙畜産振興 j 地域に適合した牧草の選抜、評価

種子生産開発 16.8.13 局家畜栄養部 2，採種作物の栽培技術の導入

計画 3牧草種子の収穣・調製妓術の導入

A＞種子検査指術の導入

j海外輸出のための品種保駈制度の

導入

6研修

3中国 中国江北省草地・ H.7.4.1～ 治州市農林科学院 1.l'l.科、禾本科牧草の多収栽培妓術

飼料作物生産技 12.3.31 治州市畜牧水産局 を自然草地改良技術

術向上計画 ⑦牧草・畜産物の加工利用技術

R中国 中国内謙古事L H.6.6.1～ 内蒙古農牧学院 L民族乳製品に関する有用微生物の

製品加工技術 11.5.31 収集、分離、伺定及び保存

向上計画 （終了） 2基本的乳製品の製造及び衛生・品

質管理

品パンデラデシュ 家禽管理技術 H.9.11.1～ 漁業畜産省 I鶏飼養管理技術の改善

改善計画 14.10.31 畜産試験場 Z鶏疾病予防技術の改善

畜産普及局

6ボリヴィア 肉周牛改善計 H.8.7.1～ 国立ガブリエル・レネ・ 上育種改良分野

画 13.6.30 モレノ大学 2受精卵移植、繁殖衛生管理分野

主飼養管理分野

わ草地・飼料作物分野

Zパナマ 牛生産性向上 H.10.4.11～ パナマ大学 4事L肉兼用種の改良

計画 15.4.10 2人工海檎技術の確立

主飼養管理按術の改善

、il＇チリ 小規模賂農生 H.11.10.15～ アウストフル大学 rチリ南部における人工綬糟の普及

産性改善計画 16.10.14 （パルティピ7市） <2：南部中小酪農民の乳牛撃し質改善

主ノ南部婦人膚の雇用機会の改善

⑨ブルガリア ブルガリア発醇 H.9.7.1～ 農業・食品産業省 司醗酵乳製品産業発展のための問題

乳製品開発 14.6.30 L Bブルガリカム 点把鍾及びその解決策の模索

計画 E原料事L・乳製品の品質管理適正技

術開発、確立

3乳酸菌特性研究設術の移転、確立

Rマレイシア 未利用資源飼 H.9.3.15～ 農業省マレイシア農業開 、1オイ Jレ・パーム茎葉の飼料製造方

料化計画 14.3.14 発研究所家畜研究セン空 法開発

行E飼料成分、栄整価の評価改善

d)t司養院験による家畜管理技術改善

T製造飼料の経済評価

。ウJレヴ7イ 獣医研究所強 H.8.10.1～ 農牧水産省音産サービス I家畜伝染病にかかる診断技術改善

化計画 13.9.30 総局 のための技術移転

E家畜伝染病にかかる診断のための

実験小動物の生産妓術の移転と生

産体制の確立

⑫ヴィ工トナム 国家獣医学研 H.12.1.17～ 国家猷医学研究所 任獣医学関連分野（細菌、ウイルス、

究所強化計画 17.1.16 (NI V R) 寄生虫）の専門家派遣

（仮称） （予定） Ii家畜の健康とワヲチン生産の開発

研究

家々畜疾病モニ＇.＇；！ーシステムの確立

＠＇効率的な模病予防システムの摘築

⑬モンゴル 家畜感染症惨 H.9.7.1～ 教育省 （農牧産業省） 感染症の免疫学的髭断についての研

断技術改善計 14.6.30 モンゴル農業大学免疫 究の基礎・応用技術の指導（ウイル

商 病研究セン合一 ス、リケ γチ7感染症、細菌感染症

（ウランパートル市内） 原虫感染症、感染症の臨床病理）
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制鴨陰

鳥取県

f大山まきばj
にようとそ！！

岡垣敏生（おかがき としお）
鳥取県農林水産部畜産課

グラビアB頁

はじめに

鳥取県では、平成 9年度現在農業粗生産額

では、畜産は米に次いで 2番目となっていま

すが、畜産農家の減少が著しくなってきてい

ます。しかしながら、元気ある酪農後継者を

はじめとして、意欲的な農家が頑張っており、

農家数の減少の度合いが一段落しております。

鳥取県の畜産を一般消費者に知っていただき、

併せて畜産振興の発信基地として平成10年4

月、大山放牧場に「大山まきばJがオープン

しました。

大山は、鳥取県の中でも鳥取砂丘と並び観

光客が非常に多く訪れる場所です。その麓の

大山放牧場にふれあい施設を整備することで、

鳥取県の酪農、広くは畜産というものを消費

者の人たちに知ってもらおうと考えているの

です。

大山放牧場について

大山放牧場は、鳥取県が出資している財団

法人鳥取県畜産振興協会が運営している牧場

です。その歴史は古く明治31年旧陸軍の軍馬

補充部の放牧場に始まり、昭和41年に大規模

草地改良事業により近代的に大山放牧場とし

て、整備された経緯を持っています。この牧

場は、乳用育成牛の預託放牧が主で、今まで

に多くの優秀な乳牛を育成して農家の後継牛

を確保してきました。大山放牧場は、このよ

うに機能的に優れているだけでなく、さらに

優れた面を持っています。それは、抜群のロ

ケーションを持っていると言うことです。こ

要一
概
一の一場一牧

一
泡

放
一
計

山
一
お

大
一
1－S貝：干

1
一面

表
一
総 牧草地： 105.6ha

その他： 31.1ha

夏期・育成乳牛 204頭

冬期：育成乳牛 207頭

家畜飼養状況（平成10年度）
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の牧場を一度でもご覧になられた方ならその

すばらしい景色に感嘆の声を上げること請け

合いです。そのような景色に更なる付加価値

を加えるために、平成 6年から大山放牧場

「ふれあい施設」の整備を行うこととなり、

その一貫として「大山まきば」を整備するこ

ととなったのです。

施設の内容

平成11年度中にすべてのふれあい施設が完

成する予定です。レストラン、バーベキュー

ハウス、売店（あわせて、愛称「みるくの里J）、

資料展示施設（「まきばホール」）、体験研修

施設（「みるく工房」）、動物ふれあい施設（？）、

自然散策路、芝広場等の施設が建設されてい

ます。これらの施設は民間の指定生乳生産者

団体である大山乳業農業協同組合に管理運営

を委託します。県内でこの牧場だけが持って

いるものがあります。それは、前述のとおり

南に秀峰大山、眼下には遠く弓ヶ浜半島、天

気に恵まれると隠岐が望め、その上に目の前

の牧草地で牛が放牧されているというすばら

しいロケーションが楽しめるのです。

また、大山放牧場は、観光地内に立地して

いることから、これまでも観光客が搾乳して

いる光景を見たい、アイスクリームは売って

いないのか、という様々な要望を頂いており、

今回その要望に答えられるだけの施設が完成

すると思っています。

今後の鳥取県の畜産の方向について

鳥取県は、今後畜産試験場と中小家畜試験

場を統合し、畜産技術センター（平成14年度

予定）を設置することとなっています。この

施設は、今まで以上に試験研究機関と農家と

の連携を密にし、「皆に聞かれた試験場Jを

目指しています。

74 

表2 平成10年度「大山ま割引の概要

平成10年度の開場期間： 4月28日～11月23日

平成10年度の来場者：約20万人 （5月4日の5,800人が最高の人出J

平成11年度の来場者：約25万人 （10月末現在）

また、意欲のある農家は、自らで加工販売

施設を作り、生き残りを図っています。

さらに、財団法人鳥取県畜産振興協会が鳥

取放牧場で畜産経営環境の推進と環境にやき

しい農業の推進のためにモデル的施設として

「家畜ふん尿処理施設jを設立し平成12年1

月に稼働を開始します。 ' 

畜産を取り巻く環境が厳しい中で、鳥取県

としても畜産業が生き残るための方策を常1:

模索しています。その中で「大山まきばJが

果たす役割というのは大きなものだと感じて

います。そして、その施設を鳥取県の畜産的

アピールと発展のために有効に活用してい（

ことを考えてます。

畜産技術 2000年lR~ 」．



文献業情報

粗飼料の種類および濃厚飼料補給が肉牛の回収卵胞数と
体外受精卵子の発育におよぼす影響

Effect of roughage type and concentrate supplementation on follicle numbers and 

in vitro fertilisation and development of oocytes recovered from beaf heifers 

飼料エネルギーの増加は排卵の

反応性を低下させ、肉牛の過排卵

処置で、の佐の生存性の低下につな

がる。羊では高エネルギー摂取に

よりプロゲステロン（P）濃度低

下が起こるが牛では明らかにされ

ていなし、。そこで粗飼料種類と濃

厚飼料給与の有無がP濃度と卵胞

発育ならびに卵子の受精性と妊発

育に及ぼす影響を明らかにするこ

とを目的に実験を行なった。実験

区として肉用末経産牛42頭を 3群

に分け、 1）サイ レージ飽食＋濃

厚飼料6kg (silage+ cone ; 14頭）、

2）サイレージ飽食（silage; 14 

頭）、3）乾草飽食（hay; 14頭）

の飼料区で＇40日飼養した。日増体

量（DG）は、各々 490± 90、

-20±30、－690 ± llOg/dayで、あ

った。飼養処理開始 9日目から

・ーーーー

Animal Reproduction Science (1999) 55, 1-12 

H. Yaakub, D. 0’Callaghan, M. P. Boland 

CIDR ( 7日間挿入）とプロスタ

グランデイン（PG) (CIDR抜去

2目前投与）により発情同期化を

行い、発情後 7日間の卵胞発育を

観察した。CIDR抜去12日目から

pFSH600IUを12時間間隔で 6回

投与して過排卵処置を行い、卵胞

発育を観察した。CIDR挿入 3日

目から抜去までとpFSH投与期間

中のP濃度を比較すると、 PG投与

からCIDR抜去までの 2日間のみ

silage + conc群が他群より有意に

低下した。発育卵胞数はsilage群

が多い傾向にあるが有意差はなか

った： silage+conc (18.8土 3.3）、

silage (23.5 ± 3.4）、 hay (18.1 ± 

2.6）。卵子はpFSH投与後12時間

後に回収して体外受精を実施した

が、回収卵子の受精率は、 hay群

(88%）がsilage群 （79%）より

高いが、 silage+conc群（86%)

と有意差はなかった。分割率は

silage （群94%）がhay群（82%）、

silage+ cone群（86%）より高い

傾向にあった。!If盤胞発生率は、

silage + conc群（ 8 %）が低い傾

向にはあるが、 silage群 (14%）、

hay群 (15%）、と有意差がなか

った。 以上から、飼養条件による

体外培養系への有意な影響は無か

った。しかし、濃厚飼料 6kg給与

群から回収した卵子は匹盤胞への

発育能力に劣る傾向は過去の試験

成績とも一致しており、体重の増

減を伴う極端な飼養管理は体内で

の卵胞発育と体外での脹発育を阻

害することが示唆された。

（農林水産省家畜改良センター

技術第 1謀米内美晴）
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ドライ式大家畜解体処理システム
甲斐

近年の食肉需給を需要面からみると、牛肉

は、平成 8年度において狂牛病や腸管出血性

大腸菌0157による食中毒事故等の影響によ

り大きく低下した。9年度にはやや回復した

が、これが契機になって食肉の安全性確保が

食肉の流通上重要であることが広く認識され

るようになった。

食肉の流通が多くの農産物の流通と大きく

異なるのは、必ず、と畜解体施設を経由する

必要があることである。10年5月現在、我が

国の食肉処理施設（と畜解体・部分肉製造の

工程を含み、ハム・ソーセージ等の加工工程

を含まない施設）は310施設が稼動しており、

1施設当たり豚換算で年間約 7万4千頭を処

理している。

310施設のうち大家畜をと畜解体している

のは291施設である。その291の食肉処理施設

は①卸売市場併設と畜場（29個所、 10%）、

②食肉センター （88個所、 30%）、③その他

の畜場 (174個所、 60%）の 3種類のと畜場

に区分される。291施設の牛処理総頭数は152

万頭であるが、それぞれの処理割合は34%、

41%、25%である。10%の卸売市場併設と畜

場が34%の牛頭数の処理を行い、 60%あるそ

の他のと畜場が25%の牛頭数しか処理してい

ないことカfわかる。

と畜場の再編が迫られている主因は 2つあ

る。第1は、このような多数の零細施設の存

在である。第2は、 一連の行政指導、すなわ

ち6年の「と畜場の施設および整備に関する

ガイドラインJならびに 8年の「と畜場法」
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諭（かいきとし）

九州大学農学部

の施行規則改正である。

以上の 2つの主因により、と畜場を再編結

合していく場合、 ドライ式大家畜解体処理シ

ステムを有する施設への転換が望まれている ．

理由は、従来のと畜解体施設では大量の処理 ー

水を利用して作業を実施しているが、大量の｜

水の利用は細菌の拡散を誘発し、食肉の安全］

性の確保を困難にしているケースが多いため 、

である。大量の汚水処理も問題になる。そこ j

で、枝肉等の水による洗i争処理を省き、トリ 』

ミング等による枝肉処理の仕上げを行うド？

イ式大家畜解体処理システムに期待が寄せら

れている。

牛肉処理高度自動化システムを採用してい

る2事例を比較検討してみよう 。A施設はf

ライシステム、 B施設は非ドライシステムT

ある。Aでは剥皮後、腹出し後、大割後のj

回トリミングを行い、 Bでは枝肉の洗浄を有

った。その結果、大腸菌はAでは検出されf

Bでは啓部から 1オーダーが観察されていb

また、 一般細菌数はAでネック、啓部ともj

オーダーで、残毛はみられなかったが、 B1

はネックが4オーダー、智部が5オーダーて

啓部周辺から残毛が観察されている。

このように水洗等を行っている非ドライ1

式では特部の汚れが各部に広がる危険性州

く、残毛も残りやすい。枝肉の汚れを取が

めに洗浄ではなく、 トリミングを行うドデ

システムへの転換が期待されている。

~産技術 2000年l財



1999年12月現在で、畜l藍関係の

プロジェク ト方式技術協力を行っ

ている対象国の国民一人 1日当た

｜りの栄養水準について、 1970、

1980、1990、1997年の各年につい

てまとめたのが下記の表である。

。また、 内数として食肉及び｜勾製品、

午乳及び乳製品の供給熱量を示し

I 1991年以降市場経済の導入によ

る混乱から生産性を大きく減退さ

せたブルガリ アを除き、 概ね対象

岡の栄養水準は改善傾向にある。

E司王E幡宮詞置

畜産技術協力実施固の栄養
水準について

畜産物ベースで比較すると、各同

で多少のばらつきはあるものの相

対的にアジアは巾南米地域に比し

てその数値が小さい。

供給熱！｝（に占める畜産物の割合

は、中間の4.1% 0970）→12.6% 

(1997）、イン ドネシアの1.5%→

5.9%、ボ リヴイアの9.6%→

13.3%等の上昇が目立つ。参考ま

でに日本は、5.6%→9.6%にヒ昇

している。

各国のプロジェク トの対象分野

は、中岡は飼料作物生産、イン ド

ネシア ・チリは酪農、バングラデ

シュは家斉管理技術、タイは牧草

穂子生産、ボリヴイアは肉用牛、

パナマは牛生産性、ブルガリアは

発酵乳製品となっているが、これ

らの技術協力の成果が将来的に対

象となった発展途上国の栄養状況

の改善に貢献することが期待され

る。

プロジェクト方式技術協力実施国の国民一人 1日あたり栄養水準
(kcal/cap/day) 

中国 インドネシア パンダラディシュ タイ ボリヴィア パナマ チリ ブルガリア

1970供給熱量計 2017.8 1812.2 2196.5 2123.2 1997.8 2257.5 2637.2 3464.8 
うち食肉肉製品 76.7 21.4 16.5 95.7 149.1 152.8 208.5 196.3 
うち牛乳乳製品 5.5 5.0 25.0 14.7 42.3 148.4 172.4 190.8 

1980供給熱量計 2310.8 2157.4 1904.5 2191.4 2119.4 2218.4 2667.3 3597.6 
うち食肉肉製品 126.0 24.5 10.8 102.3 215.1 186.2 183.9 277.3 
うち牛乳乳製品 7.0 9.5 24.8 10.6 60.6 160.1 168.2 279.9 

1990供給熱量計 2683.2 2603.6 2080.8 2235.9 2094.9 2442.7 2552.4 3537.4 
うち食肉肉製品 222.3 49.8 12.3 116.5 207.0 141.2 238.0 356.4 
うち牛乳乳製品 12.9 7.5 28.8 19.0 34.9 162.9 154.0 333.3 

: ~一97一供一給一熱一量一計－ 
2897.1 2886.0 2085.5 2359.9 2174.3 2430.3 2795.9 2685.9 t: うち食肉肉製品
348.0 61.1 14.1 142.0 231.2 167.7 337.7 237.0 

うち牛乳乳製品 17.8 9.8 29.5 31.6 57.6 172.4 189.2 257.4 

：＇牛乳乳製品にはパ空ーを含む
展 FADSTATデ一台ベース
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園.
肉用牛の飼養動向
（平成11年8月調査結果）

1.平成11年 8月 1日現在の肉用

牛の飼養頭数は、 282.7万頭で、

前年同期に比べ、 1.4%減少し

た。

2.飼養頭数を種別にみると、肉

用種は170.2万頭で前年に比べ

2.1%減少した。これは、小規

模な飼養者層を中心とした飼養

の中止等によるものである。

0肉用牛飼養頭数の推移（全国）

実

肉周種

一方、乳用種は、 112.4万頭で

前年並みであった。これはホル

スタイン種等の飼養が減少して

いるものの、交雑種が増加した

こと等によるものである。

3. 肉用種の子取り用めす牛は

64.0万頭で、前年に比べ1.4%減

少した。

4. 平成11年 2～ 7月の期間にお

数

事L用種
総頭数

計｜めす｜おす 計｜めす｜おす
総額数

年月

平成10. 2 2,848 1,740 1,102 638 1,109 286 823 98.2 

8 2,666 1,738 1,091 647 1,128 299 830 99.8 

11. 2 2,842 1,711 1,084 627 1,131 312 819 99.8 

8 2,827 1'702 1,072 630 1,124 310 815 98.6 

資料：農林水産省「肉周牛の飼養動向（速報）」（以下同じ）

図 肉用牛の飼養頭数の推移

2 000『
千頭肉用種 乳周種

『 －田ーーーーー”－
1,600ト

1 200ト

800・

ける肉用種の子LI二生産頭数t

5".Jljにみると、 2月は前年にt

3%減少したが、 3月は耐

み、 4 月と 5 月は 2 ～ 4 %~

したが、 6月は10%増加し、

月は前年並みであった。 . 

5.平成11年2～ 7月の期間i’

ける肉用種の子牛生産頭2

24.8万頭で、前年並みで、あっ’

（単位：千頭、%）

前年同月比

肉用種 事L周種

計｜めす｜おす 言十 ｜めす｜おす

95.4 96.1 94.2 103.0 123.8 97.3 

96.2 96.3 96.1 105.9 128.9 99.6 

98.3 98.4 98.3 102.0 109.1 99.5 

97.9 98.3 97.4 99.6 103.7 982 

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
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Of 

/U 肉用種
乳周種

105 r －ー一ーーー一一ーーーι

100ドでで-;-:-<"7'------－一－ ～・～二下九ι ～ー --- ・・・

95‘＇  ' ＇・・
元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

0肉用種の月別生産頭数（月間）

区 分 l平成
I 9 10.8 10 11 

対前年同月比

12 I 11.1 2 3 4 5 6 

（単位：千頭盟

7 l 平空m~ 平空~ ~： i 
頭数 I45 38 35 36 37 39 34 40 42 43 45 44 230 248 

対前年同月（期）比 I 95.7 95.o 97.2 100.0 94.9 100.0 97.1 100.0 97.7 95.6 109.8 100.0 97.o 100.0 
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長田昌慢副

沖縄県畜産妓術者協会

j欄県の畜産概要

本県は、南西諸島に属し、沖縄本島及びその

周辺離島、宮古群島、八重山群島からなり、気

候は亜熱帯で年間を通して温暖であるが台風、

干ばつの常襲など制約の大きい自然条件下にあ

ります。

このような状況の中で本県の畜産は、復帰後

の三次にわたる沖縄振興開発計画等の畜産振興

施策と畜産農家及び関係者の創意と努力によっ

て肉用牛を中心に順調に発展を遂げ平成10年の

畜産粗生産額は、約359億円に達し、農業全体

の約38%を占め、本県農業の基幹作目となって

おります。

本県の家畜飼養頭数は、表1のとおりとなっ

ています。

表1 家畜飼養状況

畜種 戸数 頭羽数

肉用牛 3,523 78,660 

乳用牛 154 8,464 

豚 550 297,312 

採卵鶏 587 1,383,009 

ブロイラー 22 770,200 

平成10年12月末現在

淋暗闇ヨa~猪協会の概要について
沖縄畜産技術者協会は、畜産技術者および関

係者相互の連絡を図り、もって畜産の振興に寄

与することを目的として、平成2年 2月に新組

織として発足しており ます。

会員は県、園、市町村等の畜産技術者を中心

に現在131名で、各地域の畜産の特性に合わせ

た地域畜産技術研究会等を開催し畜産技術の向

上発展及ひ、普及を図っています。

悲願のオウシマダニ措革路重成

〈八重山地域からの牛の移動制限が27年ぶりに

解除！ ) 

1. これまでの状況

沖縄県の八重山地域においては、復帰以前か

ら法定伝染病である牛のピロプラズマ病がまん

延し、本病を媒介するオウシマダニが棲息して

いたことから畜産振興に多大な損耗をおよぼし

ていました。

さらに八重山地域からの牛の移動については、

他地域へのまん延を防止するため、国の家畜防

疫対策要綱並びに県の告示により、本病にかか

っておらず、牛体ダニ駆除がなされた旨の家畜

防疫員の証明がなされている場合を除きこれを

禁止していました。

2. ピ口プラズマ病、オウシマダニとは

ピロプラズマ病は、パベシア原虫等による急

性、または、慢性の伝染病であり、赤血球に寄

生し、発熱、貧血、黄痘、血色素尿を起こします。

また、オウシマダニは 1宿主性のマダニで、

熱帯から亜熱帯にかけて分布し、吸血によりパ

ベシア原虫等を伝搬し、栄養障害、貧血も起こ

します。

3.夕、ニ駆除事業の推進

これら放牧衛生上の大きな生産性阻害要因であ

るピロプラズマ病及びオウシマダニを撲滅するた

め、沖縄県はダニ駆除事業を推進してきました。

事業は復帰以前の昭和26年から琉球政府補助、

米国高等弁務官資金等による薬浴槽設置に始ま

り、昭和46年から国庫補助事業に組み入れられ、

平成10年度まで46年間（国庫補助事業で28年間）

実施しました。

この間、薬浴技術の向上及び有効薬剤の開発

がなされ、県と しては『 1頭のもれもなく』の

薬浴をスローガンに、多大なる人力、経費を費

やした結果、オウシマダニ及びピロプラズマ病

は平成8年から全く見られなくなりました。
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4.移動制限解除・オウシマダニ撲滅達成

その後、清浄状態を維持し、撲滅を達成する

ためのデータの蓄積がなされた結果、平成11年

4月の国の家畜防疫対策要綱の改正で八重山地

域からの牛の移動制限の明記が削除され、これ

を受けて県告示が廃止されたため、平成11年4

月20日から八重山地域の牛の移動制限が解除さ

れ、八重山郡民の悲願で、あった、オウシマダニ

の撲滅を達成しました。

これにより、大きな生産性阻害要因が除去さ

れると共に、検査手数科等の負担が軽減され、

Boophilusmicroplusオウシマダニ♀

（浜川昌啓氏による）

またクリーンな八重山牛をアピールできるこt

から、和牛素牛生産地域である八重山地域のさ

らなる畜産振興が期待されます。

5. オウシマダニ撲滅記念式典

オウシマダニ撲滅は、世界的にも例を見なし1

成果であり、ウリミパエ根絶と併せて、本県が

世界に誇れる偉業であることから、広く内外1:

アピールするため、オウシマダニ撲滅記念式典

を平成12年2月に地元石垣市で開催予定であり

ます。

（沖縄県農林水産部畜産課屋富祖昇

／三~~ミ

勢、訴さ参~：：ダ二、、
オウシマダニ（ 1回寄生夕、ニ）の発育環

－日本ではi1l1純県だけに生息し、特に、八重山地域に多く生息している

．法定伝染病であるピロプラズマ病を媒介する

－幼ダニ期から成ダニ期まで同じ宿生に寄生するため、牛体薬i谷だけで駆除が可能である

財団法人畜産近代化リース協会

はじめに

当協会は、畜産経営の近代化と体質強化を図

るため国等の補助事業で、は対応が困難で、あった

個人利用のための畜産関係機械施設の貸付事業

を実施するとともに、畜産に関する技術開発、

馬事関連技術の改善向上に関する調査・研究及

80 

び国民の健全なレジャー産業の一翼を担って2

た乗馬の普及を推進することを目的として、昭

和50年6月1日に設立されました。

その後、食肉処理施設等家畜畜産物の流通合

理化施設の貸付けを導入する等事業内容の充実

を図ってまいりました。

平成3年度からは、売得金の拡大、経営の合

理化等による地方競馬の経営体質の強化を似

ため、場開場外発売f柿リの強化等競，馬開催に必要

な機械施設を貸し付ける事業を実施しております

、ν協会が発足した昭和田年度には、貸付附

"f.j産技術 2000年l月号
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822件、貸付総額約 8億 6千万円でありました

が、平成10年度には、畜産関係66億円、乗馬関

係2億円、競馬関係施設74億円、貸付総額約

142億円となっております。また、貸付累計額約

国8億円と事業は順調に推移しております。

事業の内容

1.貸付事業

リース事業の資金は、地方競馬全国協会、日

本中央競馬会からの助成金により賄われており、

家畜畜産物流通合理化施設以外の貸付は全て無

利子になっております。

リース物件の貸付期間は、 一部の機械を除い

て6年間となっており、貸付期間終了後、取得

価額の1割で借受者に譲渡されます。

借受者は、リース物件を自由に選択でき、購

入価額は、借受者が販売業者との交渉により決

めることができる等多くのメリットがあり、畜

産関係、地方競馬関係等の施設調達手段として

定着しております。

( 1）畜産関係

・．． 』 ー

ア．借受者：畜産農家、公社、公益法人等

イ．貸付品目

・飼料生産利用機械：トラクター、ロール

ベース、ハーベス夕、草地造成用ブlレド

ーザ等

・生乳生産合理化施設：パイプラインミル

カー、自動搾乳システム、バルククーラ

ヘ生字L検査機械等

・畜舎環境改善機械施設：換気扇、細霧機等

・中小家畜管理機械施設：養豚、養鶏の飼

養管理に必要な機械施設

表1
区 分 昭和50年度 昭和60年度 平成3年度
畜産関係施設 865,799 4,273,729 6,715,458 
地方競馬施設 。 。 970,274 
乗馬施設 。 63,132 170,908 

言十 865,799 4,336,861 7,856,640 

－家畜畜産物流通施設：家畜市場の電光セ

リ機、食肉食鶏機械等

・その他：特認施設

( 2）地方競馬用施設

ア．借受者：地方競馬主催者等

イ．貸付品目：トータリゼー夕、大型映像装

置、電話投票システム発馬機等

( 3）乗馬施設

ア．借受者：乗馬倶楽部

イ．貸付品目：送迎パス、乗鞍、馬場用機械等

2.助成事業

地方公共団体等に対し、国体開催等乗馬施設

の整備に係る必要額の 1/ 2（年間助成限度額）

の助成を行っています。

3.技術開発事業

畜産及び競馬関係技術の開発・実用化に関す

る調査を民間団体等に委託し実施しております。

4.事業実績

( 1 ）貸付事業（昭和50年度～平成10年度）（表1)

(2）施設助成事業（昭和54年度～平成10年度）

「〔浦河町AERU、山梨県馬1

実施地区 32件 ｜事振興センター、富山県｜

l （平成12年国体）〕 ) 

助成額 3,025,411千円

( 3）技術開発事業（昭和51年度～平成10年度）

〔食肉の自動脱骨機、自走

式ビッグベーラー、スト
調査件数 54件 i

ーンクラシャ一、超音波

診断装置〕

委託額 1,051,977千円

（単位：千円）

平成8年度 平成9年度 平成10年度 累 言十

7,121,488 6,159,152 6,599,925 117,531,558 

4,147,532 2,192,736 7,449,979 23,879,929 

209,503 208,588 182,923 2,389,953 

11,478,523 8,560,476 14,232,827 143,801,440 

（畜産近代化リース協会，善平朝雄）
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新しい原風景を創る 、、
ここ数年、ウルグアイラウンドやら

WTOやら訳の分かりにくい国際的な話か

ら進展して、我々の分野でも、農業の持つ

多面的機能、すなわち環境や景観、種の多

様性等に関する研究が強調され、その客観

的な評価が求められつつある。

完全な市場原理に任せたのでは圏内農業

は米国やオーストラリア等との競争に勝て

ないので、 EUや日本は農業に経済活動プ

ラスαの論理を持ち込んで、米国等に対抗し

ている。そして、一定の保護は自由貿易を

損なうものでないとのEU等との共通認識

の上に、近々日本でも中山間地等傾斜地農

業にデカップリング政策を取り込もうとし

に飼料用のイネを作り、あるいは放牧して

牛を飼おうとしている。モンスーン気候の

下で、水田にイネと同時に牛を取り込むと

いう、世界に例を見ない新しい試みである。

これが成功するか否かは、経済的に見て成

り立ちうるかどうかだけではなく、今の時

代に生きる人々の気持ちに溶け込むことが

できるかどうかでもある。

水田の畜産的利用が環境を汚すこともな

く、水田が小ブナを育んだように、放牧地

が小鳥や小動物が集う住処となる、そのよ

うな放牧地が実現するならば農業の新しい

原風景が生まれるに違いない。研究、実践

とも始まったばかりであるが、是非成功さ

ている。日本の農業政策が多面的機能を積 せたいものである。

82 

極的に評価する姿勢に転じたことは、米国

型のどちらかといえば生産至上主義から西

欧型の環境重視安定生産へと梶を切ったと

みられ、このことは今後の日本農業の展開

を考える上で重要なターニングポイントに

なるのではないだろうか。

多くの日本人の持つ農業の原風景は、棚

田に映る田毎の月であり、小川のメダカや

小ブナであり、秋のはぜ掛けであろう 。し

かし、今の子供達は農業にどんな原風景を

持つのだろうか。田植機による田植えやコ

ンパイン収穫の風景であろうか。

一方、畜産に対するイメージと現実の誰

離、ハイジの牧場の世界と狭い畜舎で糞に

まみれる牛の姿、これは一体何なのであろ

うか。

今、草地畜産部門では、水田等の遊休地

（千本松）
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「中央だより

0平成12年1月1日 サル・猫

等の検痘開始

これまで動物検疫所では、牛－

豚等の家畜友び犬の検疫を行って

きましたが、「感染症の予防及び

感染症の患者に対する医療に関す

る法律Jの制定忍び「狂犬病予防

法jの一部改正により、新たにサ

ル友ぴ猫，あらいぐま，きつね，

スカンクが検疫の対象となりまし

た。検疫の要点は次のとおりです。

［サルの輸入検疫］

事前届出の提出：輸入の計画を動

物検疫所に届出る必要があります。

輸出国政府監視下における輸出検

疫の実施：輸出国において30日

以上の隔離検疫が必要です。

輸出国政府機関発行の検査証明書

の提出：エポラ等にかかっていな

いこと等を記載した証明書が必要

です。

「地方だより

E同
0「畜産環窃オーブンセミナー・J
開催される

北海道の酪農・畜産は、恵まれ

た土地資源を背景に積極的な規模

拡大がなされ、圏内最大の畜産物

供給基地として発展してきました

が、家畜ふん尿が要因となってい

る環境対策が緊急の課題となって

きています。

そこで、農業と環境問題につい

て、古くから技術開発を活発にし

ている英国農業開発普及サービス

輸入場所の制限：成田空港と関西

国際空港に限定されます。

輸入検査の実施：動物検疫所の施

設または農林水産大臣の指定した

場所で30日間の係留検査を実施

します。

サルの検疫施設

［犬・猫・あらいぐま・きつね・

スカンクの検疫］

ア．輸入

事前届出の提出 （携帯品は除

く） ：輸入の計画を動物検疫所に

届出る必要カfあります。

輸出国政府機開発行の検査証明書

の提出：狂犬病にかかっていない

こと等を記載した健康証明書また、

の研究コンサルタン卜主幹ケン・

スミス氏を講師として、「英国に

おける家畜ふん尿利用技術と環境

問題Jと題した畜産環境オープン

セミナーを開催しました。通訳は

道立根釧農業試験場の宝示所科長

により進行しました。平成11年

11月より家畜排せつ物に関する

新法が施行されることもあり、時

宜を得たテーマだったことから、

300名以上の関係者の方々にお集

りいただきました。内容は英国ふ

ん尿処理の実態と対策技術の実情

についてスライドを使用 しながら

講演いただきました。なかでも、

議
犬・猫に限っては狂犬病ワクチン

接種証明書の添付カf必要で、す。

輸入場所の制限（犬に限る）：全国

17カ所の空海港に限定されます。

輸入検査の実施：原則として、動

物検疫所の施設で係留検査を実施

します。係留期間は検査証明書の

内容等により異なります。

イ．輸出

狂犬病ワクチンを接種している

必要はありませんが、輸出先に輸

入条件カfある場合は、これに沿っ

た検疫を行います。

これ以外にも様々な条件等があ

ります。詳細は動物検疫所までお

問い合わせください。

新規検疫制度に関して、皆様の

御理解と御協力を賜りますようお

願いいたします。 （お問い合わ

せ： 045-751-5921)

（動物検疫所企画連絡室調査課長

田中寿一）

パソコンを利用 したマップ化によ

り、英国全土の全窒素量、植物に

必要な窒素量、希散量、溶脱量、

施用量が、把握できるソフトの開

発が進んでいることや、自然の湿

地を利用した浄イヒシステムなどは

英国と気象条件の似た面もある北

海道でも一考できると提言されま

した。講演後、参加者と英語を交

えた活発な質疑応答カずなされ盛況

のうちに終了しました。

（（社）北海道酪農畜産協会振興部

門脇充）
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0各種畜産イベント開催される

昨年の10・11月に、神奈川県

では盛りだくさんの畜産イベント

が開催iされました。

出来るだけ多くの方に畜産への

関心と理解を深めて頂こうと、ふ

れあい体験コーナーやゲーム等を

イベン卜に取り入れた参加・体験

型のイベン卜が、県畜産研究所、

県畜産会、県充産振興会、県牛乳

普友協会、県酪達、県養豚協会等

の共演等の共催で行われました。

県畜店主研究所で開催された「’99

家畜と親しむ集いjでは、生まれ

て初めて家畜と対面した子供たち

が＼最初は恐る恐るでしたが、直

ぐに馴れ、たくさんのふれあいが

ありました。同日に近隣の家畜集

合センターで開催された「県乳牛

共進会J会場との聞では、ミルク

クイズラリーが行われました。こ

の他に、県立大野山乳牛育成牧場

では、「大野山フェスティパルJ、
日本大学生物資源科学部キャンパ

スでは、「かながわ とんとんま

つりJが開催されました。今後も、

イベン卜等を通じて、生産者と消

費者の相互理解が深まるよう努め

ていきたいと思います。

（神奈川県環境農政部畜産課

丹波義彰）

｜熊本県 ｜

0平成ll年度熊本県畜産関係業

績発表会の開催

平成11年度熊本県畜産関係業

績発表会が、12月1日～ 2日に

熊本県農業研究センターで開催さ

れ、家畜保健衛生所13題、試験

研究機関11種、農業改良普及セ

ンタ－ 3題の計27の口頭発表と

12題のポスター展示発表カf行わ

れました。本発表会は、畜産関係

試験研究機関と家畜保健衛生所の

研究や業績及び農業改良普及セン

ターによる地域の取組み事例を県

内の関係者に周知し、技術の普友

向上を促進することで、畜産の振

興を図ることを目的にしてます。

両日とも畜産関係団体や市町村織

員、国・県の関係者を含めて120

人の参加がありました。

発表の中で、「ビタミンAの適

性制御j、「枝肉格付の肉質等級に

友ぼす影響J、「放牧酪農における

飼料成分の違いが乳質に及ぼす影

響j、「乳房炎多発農家におけるキ

トサン・抗生物質併用療法とその

効果」、「飼料イネ生産の取り組み

等カf特に関心を集めていましたc

阿蘇の冬季放牧の研究成果、陥

の牧野に平坦地の牛を放牧する事

本型 （広域）放牧や親子放牧等

地域の特性を生かした取り組持

例の発表も行われました。さらI

7月に制定された「家畜排せつ特

の管理の適正化及び利用の促進1:

関する法律Jの内容と今後の対応

等について説明会が行われ、訓

後は多くの質問があり 、参加者自

関心の高さがうかがえました。

今後とも、畜産に関する新しいi

技術や先進的取り組みを発表する’

機会を継続しなか‘ら、農業団体、

関係機関一体となって、畜産農家

の技術向上と経営の安定的発展仁

寄与できるような活動を続けてい

きます。

この｛也、農村と都市の連携によ

る草原保全や畜産振興策ついての

シンポジウムが11月27日～288

に阿蘇町で開催され、生産者と活

費者の活発な意見交換が行われま

した。阿蘇の草原の畜産的利用が

景観の維持に不可欠であるとい7

共通の認識を得たことで、今後目

新たな取り組みに期待ができま1

（熊本県農政部畜産課飯星a~－

学会・研究会・シンポジウム等のお知5せ

0第22回ミツバチ科学研究会

日時 2000年 1月16日（日）
午前10:30～午後 4: 30 

場所玉川大学農学部第2校舎502教室
参加費 3,000円 （昼食代を含みます）

玉川大学ミツバチ科学研究施設まで
電話 042-739-8685 (FAX自動切替）
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0玉川大学学術研究所講演会 「ミツバチの社
会生理学」

日時： 2000年 1月17日（月）15 : 30～18: 00 
場所：玉川大学農学部第E校舎502教室
参加費：無料
講 師 コーネル大学神経生物学・行動学部

教授 トーマス・D・シーリーほか

il'i産技術 2000年l月号



間合わせ先：玉川大学ミツバチ科学研究施
設 Tel: 042-739 8685 

申込み先： Fax: 042-739 8685、E-mail:
HSRC@agr. tamaga wa.ac.j p, または電
話で氏名、所属、連絡先（電話、 E-mail
など）、懇親会出席の希望をお知らせ下
さい。

Orr 養蜂講習会（兵庫県）

主催：兵庫県養蜂振興会
日時： 2000年1月19日（水）13 : 00～15: 30 
場所：北野プラザ六甲荘 2F「白鷺の間」

078-241-2451 
参加費：講演会無料
講師コーネル大学神経生物学・行動学

教授 トーマス ・D・ シーリーほか
間合わせ先・お申し込み：河合養蜂園
（河合進） 干673-1402 兵庫県加東郡社
町平木200

TEL: （〕795-45-0017, FAX: 0795-45-1164、
E-mail : info@kawai-land.com 

0生物医学における新しい実験モデルとして
の鳥類

日時：平成12年1月20日（木）14 : 00～17: 00 
場所：全国家電会館 5階講堂

東京都文京区湯島3-6-1
地下鉄千代田線湯島駅出口No.5 
徒歩5分

間合わせ先：社団法人 農林水産先端技術
産業振興センター

〒107東京都港区赤坂 1丁目 9番13号
三会堂ピル 7階

TEL 03-3586-8644 FAX 03-3586-8277 

0自動搾乳システム実用化推進事業
平成11年度中央専門家研修会

日時：平成12年 3月 1日（水曜日）
A 13 : 00～16 : 00 （開場12: 00) 
会場：東京都文京区湯島 3丁目 6番1号

全国家電会館
招集範囲：都道府県畜産関係職員（試験研

究・普及機関職員を含む）及び
関係団体職員

申込み方法：都道府県畜産主務課経由
間合わせ先：

争）畜産技術協会研究開発第一部
Tll3句 0034 東京都文京区湯島 3-20-9 
緬羊会館 ft(03)3836-2301・FAX(03)3836-2302 

O平成11年度三学会合同年次大会（静岡）

団じ本産業動物獣医学会、日本小動物獣医
予言、日本獣医公衆衛生学会）

日時：平成12年2月11日（金）～13日（日）

場所：静岡県コンベンションアーツセン
ター（グランシップ）

（静岡県静岡市池田79-4)
連絡先：日本獣医師会内 学会事務局

干107-0062東京都港区南青山1-1-1
新青山ピル西館23階
TEL 03-3475-1601 FAX 03-34 75-1604 

0日本畜産学会第97回大会

開催期日：平成12年3月27日（月）～29日（水）
開催場所：京都大学農学部
主催者 ：社団法人 日本畜産学会
間合わせ先：

〒606-8502京都市左京区北白川追分町
京都大学大学院農学研究科応用生物科
学専攻日本畜産学会第97回大会事務局
総務・山田
TEL 075-753-6323 FAX 075-753-6340 

0第129回日本獣医学会学術集会

開催期間：平成12年4月4日（火）～4月6日（木）
開催場所：つくば市つくば国際会議場
連絡先：農林水産省家畜衛生試験場

湯浅豪
TEL 0298-38-7835, FAX 0298-38-7835 

0在来家畜研究会

日時：平成12年3月30日（木）13 : 00～15: 00 
場所：京都大学農学部総合館 W524
間合わせ先：総務幹事前田芳寛
鹿児島大学農学部
〒890-0065鹿児島市郡元1-2124 
TEL/FAX 099-285-8588 
E-mail: maeda@bio2.agri.kagoshima-u.ac.j p 

0平成12年度 家畜栄養生理研究会春季集
号決.A.
己火主主

日時：平成12年 5月13日（土）
12: 00～13: 00 評議会
13: 00～13: 30 総会
13: 30～17: 25 集談会
17: 40～20: 00 懇親会（3000円）

会場：日本獣医畜産大学
（東京都武蔵野市境南町 1-7 1 
TEL 0422-31-4151) 

間合わせ先：小野寺良次
干880-2192 宮崎市学園木花台西 1-1 
宮崎大学農学部動物生産学科
家畜栄養生理研究会事務局
電話・ FAX: 0985-58-7201 （ダイアルイン）
E-mail : a0c30lu@cc.miyazaki-u.ac.jp 
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~棚馬全国協会
地方競馬の収益金は、畜産の振興や馬に関する伝統行事

の保存、街づくり、学校・病院の整備などに役立っています。
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Heating Equipment 

遺伝子組み替えに於ける制限酵素のDNA切断、リガーゼ

によるDNA修飾、酵素自身の有する活性の測定等々の至適

温度をすばやく設定可能な専用のドライ・クリーン恒温槽

です。

マルチリアック
MR・40

、＂＇

、．

様

温度範囲 0～65。C（室温25。Cl時）

収容能力 1.5meマイクロテストチューブ48本

温度制御 PTテ・ジタル温度調節器

冷却加熱 ベルチェ素子サーモモジ、ュール

温度精度 ±0.1～0.3°C 

外形寸法 200×283×250mm(W×D×H) 

電 源 AClODV 50/60Hz 3.5A 

．仕

格￥220,000・価

い
一一一一全

MH-36A/MH-36B/MH・36C

＼て

．本音寺は、熱伝導性の高いアルミプロ

ックにより、マイクロテストチュー

ブを加熱または冷却J（冷却水の循環）

する事ができます。

．アルミプロック内を冷却水が循環で

きるような特殊構造となっているた

め、温度コントロールが良く、また

温度コントロール範囲も10℃～110℃

までの高範囲で使用できます。

マルチヒーター

．マイクロテストチューブ専用のアル

ミプロックのため、マイクロテスト

チュープとアルミプロ ックの接触面

が精度良く加工されているので温度

分布が良い。

¥170,000 

¥170,000 

¥ 182,000 

36本用

36本用

18本1禁
32本d用
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格・価

10℃（冷却水）～11ぴC

10分

±0.3 

サーミスタ比例温度調節器

250W 

ACHlOV 50/60Hz 3.5A 

・仕様

「蚕扇盃度範囲
10o・c到達温度

温度調節精度

温度関節器

ヒ－ $1 

電源

・温度調節器は、サーミスタ比例制御

万式のため精度が良u、。

．マイクロテストチュープでサンプル

を煮沸する時など、チュープのフタ

があいてしまう事がありますが、そ

の防止機構付マイクロチューブ立を

採用しているため安心して実験がで

きます。

．新たにo.smeチュープ期、l.5mi.0.5me

チュープ兼用型が｝JUわった事により

更に使用範囲が広がりました。

賀原 社-0.. 
Z玄式株盛科春日

FAX.03 (3815)4048 
FAX. 011 (756) 1763 
FAX. 045 (982) 7052 
FAX。0298(37) 223』

TEL.03(3日15)4041附
TEし011056)1821間
TEL.045（叩l)0379 
TEL. 0298 (37) 2181 

干113-0034東京都文京区湯島4丁目B番目号湯島八イタウン日棟lF

干063-0870札幌市西区八軒十条東 3丁目 1番目号

〒227－凹54神奈川県横浜市青葉区しらとり台55番目号

〒305-0075茨城県つくば市大字下横場字塚原277番目号




